


圏

醐肺

餓

∝
↓

露
|

２
１
ヽ

■

学

や

轟

¬

し

5ロ

ト

サ

ウ

、

」
〕
む
ソ
伊

一
い

お

り

゛

碑

↑

む
ｙ
伊
夢

・町

む
ソ
滲

御

7i
む

ゞ `

‥Ｆ

じ
ソ
゛

一
い

‐ド

導
イ
゛
ニ

卜

や

゛

ふ

η

じ

5'

襲
↓
痙
計
↑

・～11

綴
油
徴
が
（
ご
′彎

蟻
醗

轟
難
ギ
哺
織
攀
哺

鶏
糞
■
囀
螂

〓
癬
等
｝蒻
一

譲
難
群
「
潟

鋳
欝

|

國
競
Э

③
鑢
・い
魚）

う
計
【
館
サ
゛
′

Ｎ
毬

ｃ
『
′
（
減
窮

譲
ぃ
発
）

撻

一
繭

旨
嘉
慇
浄

一総

椰
げ

時
一
時
一繭
一

繁

（０
針
０
０
襲
○
）
轟
ヽ

騒
脚

毅
お
べ
■

が
苺

電
『
一葛

¨
摯難
『
籠嘴

奪̈

一

黎
嬰

∈
ベ

瓢
錬
汗
『
慟

鑢
難
諄
‐７．鋳

麟
欝

Ｘ
猿
Ｏ
ｅ

移
靭
・輌
一ａ
ピ
Ｓ
）

´
″計
か
館
じ
ｙ
攀
繹
〓

ゝ
ｕ

」
「

（
ぶ
秘

」
「
峙
）

潮

］
懸

‐ド
務
漱
いぽ
”

議

諄

―
剣
創
型
「
＝

機

一
熟

”
い
０

一
轟
ゆ

一ふ
ふ
一

”
ふ
ゆ

＞
丁

）

‐ド

０
ソ

酔

Ｎ

・Ｆ

む
ダ

゛
　
ω

け

ひ
ｒ
゛

３

打

サ

伊

掏

酪

屁

韓

奎

Ｆ

移
ｙ

い

『

．「

滲
ｖ
゛

一
一

■

挙
γ
゛

轟

↑

炒
ｙ
゛

葛

ト

リ

や

”

‐ド

む
′

゛
　
ゅ

‐
「
導
ν
゛

一
・
∞

■

サ

゛

ブ

さ
′
〕
轟

ド

碁

0′

（呻

識
塞
○
≪
Ｓ

恥
鮮
書
餐
暉
′

ヽ
そ

ヽ
く
諄

か
０
一騨
伊
さ
ンじ
ｙ針

０

０
静
０
ヨ

園
剛
門

計
壼
Ｋ
姦

忌
菫
Ｄ
〓
藁

難
●酵

・Cト

甲磯
∞
Ｂ

難

湾゙
0さ

じ粽

書

謹

壽
飾
・

灘
激

|

ヴ
詩
醤
揺

毎
電
丼

繁

Ｆ

塞

Ｓ

〓

¨
ξ

時
蟻
奮
４
む

嗜
′

〔
θ
欝

¢
心
γず
燭

０
い
螂
お

麗
圏

幹
塞
〓
■
特

訓
塵
０
〓
■
”

磁
綺

鞠
”

灘
0爵

●露

豊

節

鮮
懇
灘
銀

‐「
』ド洋
「一縁
，「
牲″

魏

『酎
爵
爵
躊
藩
凛
職
麟
幾
眸
蹴



序

この報告書は高崎町内の大字前田字仮屋尾、大字縄瀬字原村上、大字縄

瀬字横尾、大字縄瀬縄瀬小学校校庭、大字縄瀬字塚原、大字江平字宇野原

等の地下式横穴墓の緊急調査を昭和38年以降続けてきたが、この時の人骨

を一括して長崎大学医学部解剖学第二教室に調査依頼をしたものでありま

す。

また、昭和57年 8月 の大字縄瀬字原村上の地下式横穴墓一基、更に昭和

61年 11月及び12月 に同地より2基の地下式横穴墓を、それぞれ緊急調査し

たものを掲載したものであります。

この調査で古墳時代の遺構遺物の多数が検出されており、これらは宮崎

県における貴重な研究資料となることでしょう。したがって本報告書が広

く活用されることを願う次第であります。

終わりに、発掘調査から報告書刊行にいたるまで終始熱心に御指導下さ

いました、諸先生方をはじめ調査に深い御理解をいただきました関係機関、

地元町民各位に心から感謝申し上げます。

昭和63年 3月 31日

高 崎 町 教 育 委 員 会

教育長 向 男田



例   百

1.本書は、高崎町教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.掲載しているのは、高崎町の歴史的環境ほか古墳時代の報告 2件である。

3.調査組織は、次のとおりである。

調査主体  宮崎県北諸県郡高崎町教育委員会

教  育  長        瀬之口 宗 寿  (昭和57年度 )

向 田 一 男  (昭和61年度 )

社会教育課長        長谷川 政 和  (昭和57年度)

海老原 孝 幸  (昭和61年度 )

(調査担当)

社会教育課主幹       黒 木 昭 三  (昭和57年度 )

社会教育課非常勤特別職    黒 木 昭 三  (昭和61年度 )

社会教育課長補佐       山 崎 博 伸  (昭和61年度 )

調 査 員

宮崎県総合博物館

埋蔵文化財センター主事    菅 付 和 樹  (昭和57061年度 )

宮崎県教育庁文化課主任主事  面 高 哲 郎  (昭和61年度)

長崎大学医学部解剖学第二教室

助 教 授  松 下 孝 幸  (昭和61年度 )

講  師  分 部 哲 秋  (昭和61年度)

4.本書の編集は宮崎県教育庁文化課が行った。また、「高崎町の歴史的環境」は宮崎県教

育庁文化課主任主事 長津宗重が、そのほかは、各調査員がそれぞれ執筆した。
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I.高崎町の歴史的環境

高崎町は宮崎県の南西部に位置し、諸県山地北西支脈と都城盆地中・北部台地群に属し、東側

を大淀川、西側をその支流である高崎川が流れている。地形区分では山地が31%、 シラス台地が

27%と 高く、標高は100～ 200π が74.2%と高 マヽ:

町内の遺跡は、昭和58年に公表された遺跡分布図によれば62ケ所であり、その多くは町教育委

員会の黒木昭三氏の精力的な調査によるところが大である (第 1図 )。 それによれば町内の遺跡

は7グループに分かれる。

縄文時代の遺跡は、大淀川の支流の炭床川中流域、木下川上流域、荒場川中・上流域、高崎川

中流域の 5グループに16ケ所分布している。早期の遺跡としては楕円押型文土器が出土した砂子

田遺跡があるが、前期 。中期の遺跡は知られていない。前期の曽畑式土器は東隣の高城町城ケ尾

遺跡で御池ボラの下層の黒色土から出土しており、今後町内で発見される可能性は大である。日

向においては中期遺跡は稀薄であるので、今後町内でも発見される可能性は少ない。後期になる

と遺跡が増大し、後期前半の沈線文 (指宿式系)土器を出土した権現ケ宇都遺跡 柏ゝノ木遺ぷゝ

下原遺跡t後期後半の黒色磨研土器を出上した宇都口遺跡、後期後半 (西平式系土器)・ 晩期前

半 (黒色磨研土器)の北迫遺跡?晩期前半の栗巣上原遺跡が知られている。特に柏ノ木遺跡では

286θπ×270mの方形プランの竪穴住居跡が検出され、また北迫遺跡でも竪穴住居跡の一部が検
α2) α3)

出されている。県内の後期の竪穴住居跡としては平畑遺跡 (宮崎市)・ 丸野第 2遺跡 (田野町)0

・下弓田遺跡 (串間市)のみであり、注目される。

弥生時代の遺跡は、高崎川左岸・荒場川中流域、木下川中・下流域、炭床川下流域に12ケ所分

布している。発掘調査が行なわれた今村遺跡では中期前葉～中葉の亀の甲式甕を出土した。朴本

遺跡は、炭床川を西に臨む標高150～ 160π の丘陵先端部に位置し、石蓋土墳墓が11基検出され

た。土墳の石蓋はすべて 1枚の扁平な板石である。特に 1号石蓋土墳墓の床面全体から無茎磨製

石鏃が24本も出土したのは特筆される。当石蓋土墳墓群は周辺から出土した鋤先口縁の須玖式の

高外から中期後半に比定される。県内では弥生時代の石蓋土渡墓は初例であるので、墓制の変遷・

地域性を知る上で注目されると共に、 1号石蓋土墳墓の磨製石鏃の多数副葬は共同体の構造・発

展段階を推定する上で貴重である。

古墳時代の遺跡は15ケ所知られている。塚原古墳群は大淀川左岸の砂礫台地面 (成層シラス台

地面)の縄瀬台地群の標高154π (比高28π )に位置し、前方後円墳 1基・円墳19基・方墳 1基・

地下式横穴墓 6基で構成されている。 1号墳は全長67.6π、後円部径33.4π、同高さ6.Oπ、前

方部長さ30.Oπ、同幅22.Oπ 、同高さ4.5πの前方後円墳である。地下式横穴墓の構造は平入り

不定形プランで、 10304号 地下式横穴墓は羨道部が長い片袖型である。 1号地下式横穴墓は

棚状施設に鉄鏃を副葬している。県南の山間部において前方後円墳を有する古墳群はここと南々
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東8.9乃πの牧ノ原古墳群 〔前方後円墳 3基 (全長50.4π・ 45.4π・ 38.6π )。 円墳10基・地下式

横穴墓 1基〕と南6.3んπの志和池古墳群 〔前方後円墳 1基 (後円部径31.Oπ )・ 円墳11基 0地下

式横穴墓 6基〕だけであり注目されるが、塚原古墳群の首長墓の系譜が前方後円墳としては 1代

で断絶しているので、都城盆地を経済基盤として、 3古墳群の中で首長権の交替というような動

的なあり方で首長墓の系譜を追う必要があるのか、或いは前方後円墳から地下式横穴墓へという

図式で把握するのかという問題がある。当地域の地下式横穴墓の副葬品を見る限りでは前者の考

えが支持される。当古墳群は5世紀後半～ 6世紀に比定される。横谷原村古墳群は高崎川左岸の

砂礫台地面の標高154π (比高21π )に位置し、円墳 8基・地下式横穴墓 7基で構成されている。

地下式横穴墓の構造は平入り片袖型長方形プランである。特に 2号地下式横穴墓から鉄剣・イモ

ガイ製貝輪が出土している。 6世紀前半の地下式横穴墓群である。横尾T鵜ノ原t仮屋尾にも地

下式横穴墓群が分布している。副葬品から見る限りにおいては宮崎平野部やえびの地区に見られ

る甲冑・鏡に代表されるような階層の突出はないばかりか、馬具の副葬も見られない。

古墳時代初頭の集落である上示野原遺跡は、大淀川の支流である荒場川に開析された標高150

～180π (比高約20π )の シラス台地上に位置し、円形プランを基調とする日向型間仕切り住居

1軒、方形プランの竪穴住居 4軒が発掘調査された。日向型間仕切り住居である2号住居は約80

だと大型であるのに対して、方形プランの 1号住居は41.3だ、 3・ 4・ 5号住居は20グ代と小型

である。集落の一部しか発掘調査されていないが、当地域の当時期における集落構造 。構成を考

える上で示唆的な様本目を示している。

歴史時代の遺跡としては、平安時代前半 (10世紀前半)の越州窯青磁碗を出土した政所第 2遺
(24) (25)

跡 (東霧島神社 )、 平安時代～中世の掘立柱建物 3棟を検出した下原遺跡がある。

当地域は縄文時代後期と古墳時代初頭に大きな画期が見られ、特に弥生時代の石蓋土墳墓のあ

り方、或いは古墳時代における前方後円墳と地下式横穴墓の共存のあり方、そしてその両時代の

狭間での日向型間仕切り住居のあり方に山間部という地域での文化 。政治といううねりに如何に

対応 していったかを朧げながらも読み取ることができる。各時代の具体的な描写は今後の発掘調

査に期待 したい。

註

(1)経済企画庁総合開発局『土地分類図 (宮崎県)』  1974

(2)(1)ιこ渾1じ

6)面高哲郎 「北迫遺跡発掘調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』 第26集  1983

に)石川恒太郎 「高崎町炭床出土の縄文土器について」 『宮崎県文化財調査報告書』 第16集  1972

“

)昭和62年 3月～ 7月 に高城町教育委員会が発掘調査を行なっているが、未報告。

(6)(3)に同じ
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(η 岩永哲夫  「オ自ノ木遺跡発掘調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』 第16集  1972

18)茂山 護  「下原遺跡」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告 (3)』  1980

(9)(3)に同じ

αO (3)に同じ

OD 茂山 護  「栗巣上原遺跡」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告 (3)』  1980

00 昭和60年に宮崎大学が発掘調査したが、未報告。

αЭ 長津宗重  「丸野第 2遺跡」『田野町文化財調査報告書』第 4集 1976

110 石川恒太郎他  「下弓田遺跡」『日向遺跡総合調査報告書』 第 1輯  1961

00 茂山 護  「今村遺跡」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財発掘調査報告 (3)』  1979

00 昭和60年 3月 に高崎町教育委員会が発掘調査を行なっているが、未報告。

00 石川恒太郎  「高崎町塚原地下式古墳調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』 第14集 1969

石川恒太郎  「高崎町塚原地下式古墳調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』 第15集  1970

⑩ 岩永哲夫  「高崎町原村上地下式横穴調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』 第18集  1976

日高正晴  「横谷原村地下式墳発掘調査」『宮崎県文化財調査報告書』 第19集  1977

G9 栗原文蔵  「宮崎県北諸県郡高崎町縄瀬小学校庭の地下式横穴」『九州考古学』 41～44 1971

石川恒太郎  「高崎町縄瀬小学校校庭の地下式古墳調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』 第16集

1972

石川恒太郎  「高崎町横尾地下式古墳調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』 第16集 1972

0111(3)に 同じ

9J 石川恒太郎  「高崎町仮屋尾地下式古墳調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』 第15集  1970

茂山 護他  「日守地下式横穴54-1～ 4号」『宮崎県文化財調査報告書』 第22集  1980

92 茂山 護  「上示野原遺跡発掘調査」『宮崎県文化財調査報告書』 第22集 1980

03 長津宗重  「日向型間仕切り住居研究序説」『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書』 第 2集 1985

1241 面高哲郎  「高崎町東霧島出上の輸入陶磁器」『宮崎考古』 第 6号 1980

m(的に同じ
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表 1 高崎町内の遺跡

番号 遺 跡 名 所在地 (大字・字 ) 時 代 番号 遺 跡 名 所在地 (大字 0字 ) 時  代

2

1

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

‐６

‐７

‐８

‐９

２０

２‐

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

30

31

32

樋  之  口

横 尾 地 下 式
横 穴 墓 群

原村上地下式
横 穴 墓 群

鳩 越 第 1

″  第  2

柳  の  城

塚 原 古 墳 群

小     牧

鵜 ノ原地 下式

横 穴 墓 群

大 川 毛 A

す か し の 城

鵜  戸  口

砂  子  田

城  の  岡

権 現 ケ 宇 都

政 所 第 1

政 所 第 2

今

中 野 第 1

中 野 第 2

尾

尻

横

山

城

友

砂

渡

一月

B

場

　

ノ

木

池

大

佐

鵜

原

田

一九

上

池

竹

端の陣

縄 瀬・樋之口

″ ・横 尾
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Ⅱ.原村土地下式横穴墓群
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日

1.本報告は、高崎町教育委員会が県文化課の協力を得て実施した原村土地下式横穴墓群の発掘

調査報告である。

2.調査年月日および調査担当者は本文中に明記してある。

3.本報告の執筆、作図、製図等は各調査担当者が分担して行い、文責は目次に明記している。

また、特に用語の統一はしなかったが、地下式横穴墓と地下式横穴、竪坑と竪穴などはそれ

ぞれ同じ形態の遺構について用いられている。

4.6・ 7号地下式横穴墓出土人骨の計測 。取り上げ及び 5～ 7号地下式横穴墓出土人骨の形質

人類学的調査については、長崎大学医学部解剖学第二教室に依頼し、本書「原村上地下式横

穴墓群出上の古墳時代入骨」の中に報告していただいた。

5。 出土遺物のうち 5号地下式横穴墓出土の刀子、 6号地下式横穴墓出上の刀子と員輪について

は、本報告書刊行の時点で保存処理を終えている。 7号地下式横穴墓出上の鉄器についても

保存処理をイテう予定である。なお、鉄器には奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センターのキ旨

導による合成樹脂を含浸させ、員輪はパラロイドB-72の 15%溶液に浸した。出土遺物は

すべて高崎町教育委員会で保管する予定である。

6.調査にあたって次の各氏に協力していただいた。記して謝意を表する。

上原勇生氏 (土地所有者 )、 茂山宏美氏 (当時、熊本大学学生 )、 竹元 守氏 (高崎町耕地

課)ほか耕地課職員、地元町民の方々

7.本報告の編集は菅付が行った。

例
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はじめに

(1)調査の経緯と経過

高崎町原村地区では、これまでにも数多くの地下式横穴墓が陥没している。今回報告する 3基

の地下式横穴墓は、大字縄瀬字原村上1702-1 において発見、調査されたも

のである。

横谷原村57-1号地下式横穴墓は、昭和57年 8月 10日 、鶏舎新築の際の造成工事中に玄室が陥

没、横谷原村61-1号地下式横穴墓は、昭和45年に行われた耕地の水田化事業の際に陥没を免れ

ていたものが、昭和61年 11月 16日 、鶏舎新築に伴う基礎床掘り中に玄室が陥没、原村上61-2号

地下式横穴墓は、同年12月 1日 、その関連工事中に竪坑部を掘削し発見、陥没の危険性があるた

めに調査したものである。

なお、昭和45年の水田化事業の際に発見された地下式横穴墓は、57-1号と61-1号との間に

あって「地下式A号墳、地下式B号墳」として既に報告済みである。

さて、この原村地区ではこれら5基の地下式横穴墓のほかにこれまでに 2基の地下式横穴墓が

調査されている。そこで、昭和39年、石川恒太郎氏が調査された 1基 (5基確認した中の)を 1

号地下式横穴墓として通しで遺構番号を付け8と 、昭和45年に日高正晴氏が調査された地下式A

号墳・ B号墳はそれぞれ 203号、昭和49年に岩永哲夫氏が調査されたも日が 4号、そして、今
回の横谷原村57-1号地下式横穴墓は5号、同61-1号地下式横穴墓は6号、原村上61-2号地

下式横穴墓は7号地下式横穴墓ということになる。また、当遺跡の正式な字名は原村上であるた

め、ここではこれまでの横谷あるいは横谷原村などの通称を改めて、原村上 50607号 地下式
横穴墓として報告したい。

調査期間および調査者は次のとおりである。

5号地下式横穴墓 昭和57年  8月 12日～14日
6号地下式横穴墓 昭和61年 11月 18日～20日

7号地下式横穴墓 昭和61年 12月 9日～12日

607号地下式横穴墓出土人骨

長崎大学医学部解剖学第二教室 助教授   松下孝幸

講 師   分部哲秋

註 (1)日 高正晴「横谷原村地下式墳発掘調査 (A・ B号 )」 『宮崎県文化財調査報告書』第19集

宮崎県教育委員会 1977年

宮崎県総合博物館

埋蔵文化財センター主事   菅付和樹
宮崎県教育庁文化課

埋蔵文化財係主任主事    面高哲郎
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町社会教育課の黒木昭三氏によると、昭和46年 11月 、町建設業協会のプラントエ場予定地で土

取りのため破壊発見された地下式横穴墓が 1基あるという。このときは、県教育委員会の調査

が行われなかったため、町の方で人骨を取りあげたといわれる。人骨は頭骨のみ 1体分で、そ

の他遺物等は確認できなかったようである。これを含めると3基になるが、正式に発掘調査報

告がなされていないため今回は削除する。人骨編においては、便宜上、46-1号地下式横穴墓

出土人骨として報告されている。地下式横穴墓発見の経緯など詳細は町史に掲載される予定で

ある。

石川恒太郎「北諸県郡高崎町横谷の地下式古墳」『宮崎県の考古学』吉川弘文館 1968年

石川恒太郎「高崎町横谷の地下式古墳」『増補 地下式古墳の研究』lleぎ ょぅせぃ 1979年

『地下式横穴墓から見た古墳時代』(宮崎考古学会・鹿児島県考古学会合同学会資料 1986年 )

において既に通し番号に置き換えられている。

岩永哲夫「高崎町原村上地下式横穴調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』第18集  宮崎県教

育委員会 1976年

(1)、 14)の文献では横谷原村地下式墳、横谷原村地下式横穴墓、6)の後者の文献では横谷地下式

古墳として報告されている。なお、G)の文献では字名のとおり原村上地下式横穴として報告さ

れているが、黒木氏によると地番が違っているそうである。

9)遺 跡の立地 (第 1図 )

高崎町は宮崎県の南部、都城盆地の北の出口に位置している。県内最大の河川大淀川は都城盆

地を北流し、ここでその支流高崎川と合流している。その北西岸台地の南西端近くに当遺跡は立

地する。このあたりは、標高150m前後の開析されたシラス台地が広がっており、地下式横穴墓

と高塚古墳とが共存して見られる地帯である。当遺跡においても東西方向に各 1基、既に滅失じ

た古墳の存在が伝えられており、現在でも今回調査した地下式横穴墓の北東方向に円墳が 1基見

られる。内部主体は不明である。また、当遺跡の北東、塚原の台地では前方後円墳 1基を含む古

墳群と地下式横穴墓との共存が知られている。
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Ⅱ.調査の結果

(1)5号地下式横穴墓

1.概要

当地はもともと傾斜した畑地であったが、昭和45年に水田化された際、土地
が削平され低くなっ

ていた。そのため、既設鶏舎と新築鶏舎との高さを合わせるため土砂を搬入し
ていたところ、突

然玄室天丼部が陥没し発見された。現地は、玄室中央部が約50cm× 30cmほ ど
の楕円形に開日、調

査は危険防止のためこの開田部を安定した状態まで広げた後、玄室崩上
の除去を行った。また、

それと並行して竪坑部方向を確認し、その平面プランの検出も行った。玄室崩上下から
は押し潰

れた人骨と鉄器が出土し、竪坑埋上下からは土器片が出土した。閉塞石は見ら
れなかった。

遺跡の基本的な層序は、表土、黒色シルト質土層、ボラ混黒色
シルト質土層 (漸移層 )、 黄褐

色軽石層 (御池ボラ)の順に観察された。このボラ層の厚さは130cm以上あると思われるが不明

であり、その下層についても確認していない。

2.遺構 (第 3図 )

遺構は竪坑、羨道、玄室からなる。

竪坑は黒色シルト質土層から掘り込まれ、黄褐色軽石層に床面および羨道、玄室
が掘り込んで

ある。竪坑の埋土の状態は上部が主に黒色シルト質土を埋め戻したもので、中位以下
は主に黄褐

色軽石 (御池ボラ)を埋め戻したものである。また、竪坑縦断面の観察では羨門に近いほうに黒

色シルト質土を多く含む埋土がみられた。この埋土除去作業中、羨門中央より左
へ約25cm、 床面

上約70cm、 羨門上部外壁面から竪坑中心部方向へ約50cmの位置で土師器高杯片
が出土した (第 4

E4)。

卜＼竪坑の規模は、上部確認面で約190cm× 170cm、 床面で約125cm× 115cm、 中央部
での深さ約

140cmを測る。やや南北方向に長めの長方形プランである。竪坑～羨道の主軸は磁Jヒから東
へ約

35° 。羨道は幅約65cm、 高さ約70cm、 長さ約 lm前後と長い。玄室の主軸は羨道の主軸より北
へ

約95° に折れ、磁北から西へ約60° である。平面プランは逆 P字形といわれる片袖長方形
を呈す

るもので、長軸約175cm、 短軸約90cmを測る。天丼部は陥没の際に円錐台形状に土砂が剥落し
て

おり形態は不明である。わずかに残っている天丼部には寄棟等をあらわす稜線は見ら
れない。軒

先線までの高さは約70cmを浪1る 。

羨道、玄室の掘り込まれた黄褐色軽石層はその注質上触れると脆く剥落するが、掘り込
んだ当

時の壁面は割合良好な状態で残っている。ところが、羨道から玄室に至る左袖
の角の部分は、羨

門下部の壁面の角と比べても剥落が著しく当時の状態は不明である。天丼部崩壊
に伴う剥落であ

る可能性は崩上の状況をみる限り少ない。人骨の出土状況との関連から遺体搬入時
に触れて角が

剥落した可能性も考えられよう。
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第 3図 原村上 5号地下式横穴墓遺構実測図
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平
　
Ｉ
　
Ⅱ

I 黒色シルト質土層
Ⅱ ボラ混黒色シルト質土層
(漸移層)

Ⅲ 黄褐色軽石層 (御池ボラ)
a にごった暗黄褐色軽石で大粒
(1～ 3m)の ものを含む。

a′  にごった暗黄褐色軽石で 1～
5 mπ程度の小粒のものである。

aと ほぼ同じ色調。

a″ aと ほぼ同じよぅな粒だが、
aよ り黒味が強く、かたくし

まった暗黄褐色軽石。

b かたくしまった黒褐色土で、
小粒の暗黄褐色軽石を少量含む。

b′  bよ りやわらかい黒褐色土で、
小粒の暗黄褐色軽石を少量含む。

(b?… 除去)

げ ヴ

lπ

―

第 4図 原村上 5号地下式横穴墓竪坑横断面土層図

羨門部には閉塞石その他の閉塞の痕跡は見られなかったが、竪坑が完全に埋め戻されているに

もかかわらず羨道内に土砂の流入はわずかしかなかった。腐朽しやすい板などによる閉塞も考え

られる。

3.遺物 (第 5図 )

人骨

玄室奥壁寄りに2体出土した。脚部を左袖に頭部を東側にした伸展葬である。奥壁側から1号・

2号として取り上げた。取り上げに際して形質人類学の専門家に依頼する時間的余裕がなかった

ため、崩壊した土砂による人骨の移動 (飛散)や追葬による人骨の乱れなど個々の人骨の識別に

よつてわかる微妙な相異に関しては確認できなかった。人骨は崩土の土圧によって 1号の頭骨が

潰れていたのをはじめ、全体にかなり傷んでいる。

1号人骨の顔面には全面赤色顔料が付着し鮮やかな朱色を呈していた。しかし、ほかの部位に

は赤色顔料は見られず、壁面などにも顔料やいわゆる朱玉は観察されなかった。また、 2号人骨

も顔面に赤色顔料がみられるものの、こちらはごく微量である。この赤色顔料の成分分析は行っ

ていない。これら2体ともに壮年女性人骨であるとの観察所見を得ている。

刀子

1は 1号人骨の右腹部と思われる奥壁際で出土 している。全長6.3 cm、 身長3.9cm、 背幅約

0.2cmで角背平造り、両関と思われる。茎部は樹皮で巻かれた後、鹿角装具に挿入されている。

|

l
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第 5図 原村上 5号地下式横穴墓出土遺物実測図

銹化著しい。

2は 2号人骨の左肩から約20cm羨道寄りのところに出土している。現存長11.8cmで鹿角装の柄

尻は整形面が見られず、折損しているものと考えられる。身長4.7cm、 背幅0.3cmで角背平造り、

両関と思われる。背側から見ると身部はやや右に湾曲している。茎部は不明。銹化著しい。

土師器

3は高杯杯部片である。脚部と口縁部は欠失している。杯部下位にはあまい稜線が見られる。

稜での推定径は約14.7cmである。内面は非常に滑らかでミガキ、一部にナデ痕も見られる。外面

は脚痕部を中心に回転ナデが見られる。脚痕部推定径約4.9cm。 器厚は薄く、焼成も良好で堅い。

淡い黄褐色を呈する。

4.小結

原村上 5号地下式横穴墓は、当初横谷原村57-1号地下式横穴墓として調査したものである。

この「地下式横穴墓」の名称に関しては、地下式土墳、地下式古墳、地下式墳、地下式横穴など

報告者によって様々に使われている。ここでは、「地下式」という漢字の意味を「ある規格性を

もって地面の下に存在する (構築されている)」 という意味あいに解釈し、土を盛り上げた塚

(墓 )を意味すると考えられる「古墳」や「墳」の名称をこの「地下式」のあとに続けるのは避

けた。また、一部には鹿児島県姶良郡栗野町の北方真中馬場 1号地下式横穴のように「土墳」と

呼んだ方が遮ゝさわしい形態のものもあるけれど、この種の殆どの遺構に共通の形態および墓とし

ての機能を表現するには、その起源等様々な課題も解決されていない現時点では、構造上最も良

く似た遺構の名称を借りて地下式「横穴墓」と表現する方が良いと考えこの名称を用いる。この

場合も、竪坑部をどのように解釈するか、あるいは両者の玄室にあらわれる手抜きの度合いが著

しく異なるにもかかわらず最も類似しているといえるのかなどの問題は依然残される。

5号地下式横穴墓は比較的脆い黄褐色軽石層 (ボラ土)に掘り込まれていた。この原村地区で

は過去 4例の発掘調査が行われているが、これらの地下式横穴墓はいずれも同層に掘り込まれて
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いる。竪坑埋土埋め戻しの状況としては、竪坑を掘りあげた上を逆の順に埋め戻した状況が観察

できた。しかし、竪坑の埋め戻しに用いたボラ上の量は掘りあげた際の量より少なくてすむと考

えられるし、また、羨道および玄室を掘りぬいた際のボラ土約 2ぷはどこへ処理されたのか、竪

坑が黒色の土層から掘り込んであるだけに黄色い大量のボラ上の行方は今後の問題としてあげら

れる。

今回の5号地下式横穴墓は過去の 4例同様、玄室長辺側端部に羨道を取り付けるいわゆる平入

り片袖タイプのものである。これらのうち 3基は、他地域の同タイプの遺構に比べて遺構規模の

割に羨道が長いという特徴を持つ。このような構造はこの縄瀬地区や周辺の都城市菓子野地区な

どにまま見られるものである。しかし、縄瀬地区では羨道の短いタイプの地下式横穴墓も検出さ

れており、これが地域的な特徴なのか時期差をあらわしているのか問題である。ただ、いずれも

が黄褐色軽石層に掘り込まれているなかで、昭和43年、石川恒太郎氏が調査した塚原地下式第 1

号墳は、黄褐色軽石層の下のより安定していると考えられる褐色粘質土層に羨道および玄室が掘

り込まれていた。そしてこれは寄棟の天丼部と棚状施設を持つ構造的には省力化の見られない地

下式横穴墓で、これもまた羨道部は比較的長い。このような地下式横穴墓をより古いタイプのも

のと考えれば、同じボラ層に掘り込まれたもののなかで羨道の長短が時期差を表している可能性

も考えられる。

人骨の埋葬状況は、周辺地域 (同町縄瀬、仮屋尾、高原町日守、旭台、野尻町大萩、都城市菓

子野など)の平入り片袖タイプのものと同様、遺体を脚部から玄室へ入れ、頭部を羨道の延長線

上に置くという状況が観察できる。また、追葬については、人骨の移動や乱れによる確認が出来

なかったうえに、竪坑埋土にも顕著な乱れは認められず、羨道部床面の状況や羨道部への土砂の

流入状況にも追葬を実証するような痕跡を確認することはできなかった。

5号地下式横穴墓では、玄室内で 2体の壮年女性人骨にそれぞれ 1振 りの刀子が副葬され、竪

坑埋土からは高杯片が 1点出土している。 5号地下式横穴墓の築造使用年代について遺物のうえ

で時期を推定する場合にこの高杯片は有力な手掛かりになるが、玄室の掘り込まれた層位や構造

などをも考え合わせると、 5世紀後葉～ 6世紀前葉の幅におさまるのではないかと考えられる。

註 (1) 『地下式横穴墓から見た古墳時代』 (前掲)は これまでに調査された地下式横穴墓の集大成資料

集であるが、これには「地下式横穴墓 」または「地下式横穴」の名称が用いられている。むろ

ん、これに批判的な意見もある。

(1)の文献の55ページ参照。なお、以下地下式横穴墓の構造に関してはこの文献を参照されたい。

石川恒太郎「高崎町塚原地下式古墳調査報告」『宮崎県文化財調査報告書』第14集

宮崎県教育委員会 1969年

石川恒太郎「高崎町塚原の地下式古墳」『増補 地下式古墳の研究』 (前掲 )
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(2)6号地下式横穴墓
1.概要

当地下式横穴墓は、昭和57年調査の5号地下式横穴墓の南西20数mに位置する。両者の間にあっ

て、昭和45年、水田化の際陥没して調査されたのが 203号地下式横穴墓 (地下式A・ B号墳)
であり、 5号地下式横穴墓および当地下式横穴墓は当時陥没を免れていたものである。

遺構は、水田として利用されていた当地に大型鶏舎を新築することになり、その基礎床掘り中

に玄室および羨道の天丼部がほぼ完全に陥没して発見された。発見当初、業者によって玄室は理

め戻され、土砂がかなり溜まっていた。玄室崩上下からは押し潰れた人骨と鉄器、腕に装着され

た貝輪が出土した。また、羨道には崩土の堆積が少なく、羨門部は軽石で閉塞されていた。竪坑

埋土を除去する際に、閉塞石の直上と真下で土器片が出土し、周辺でも土器片が採集された。

遺跡の基本的な層序は、水田化されていたにもかかわらず表土と黒色シルト質土とが区別出来

ず、黒色シルト質土層、ボラ混黒色シルト質土層 (漸移層 )、 黄褐色軽石層 (御池ボラ)の‖贋で

ある。その下層については確認していない。

2.遺構 (第 6図 )

竪坑は床掘りによる破壊をかろうじて免れていた。時間の関係上、いっきに漸移層まで掘り下

げてプランを確認した。御池ボラの堆積年代からすると、竪坑は黒色シルト質土層から掘り込ま

れたと考えられる。しかし、埋土は羨門狽1閉塞石上部とその対面の壁際上部を除いて殆どやや濁っ

た黄褐色軽石で埋め戻されており、黒色シルト質土の混入は後世の攪乱の可能性が考えられるほ

どわずかである。この埋土除去作業中に、竪坑中央よりやや右よりの羨門正面の閉塞石に接する

ように土師器高杯片が出土している (第 7図 )。 また、閉塞石の下に埋め戻されていた黄褐色軽

石の中からはやはり羨門正面にあたる位置で土師器壼片が出土している。

竪坑の規模は、上部検出面で約170cm× 115cm、 床面で約95cm× 80cm、 中央部での深さ約115

cmを測り、南北方向に長い台形ぎみの長方形プランである。羨道は竪坑の北壁右側に掘り込まれ、

その主軸は竪坑主軸から東へ約24° (磁北から東へ約17° )と かなり曲がっている。羨道、玄室

共に黄褐色軽石層に掘り込まれている。羨道の幅約55～60cm、 長さは左右で異なるが約110cm前

後と長い。天丼部が崩壊しているため、高さは不明である。玄室の主軸は羨道の主軸に約90° で

交差し、磁北から西へ約80° である。平面プランは、人骨頭部側の奥行きが広いやや平行四辺形

ぎみの両袖長方形を呈する。長軸約170cm、 短軸90cm前後を測る。羨道から玄室に至る左袖の角

の部分は(5号地下式横穴墓同様に剥落が著しt｀がt床面であ壁め作り出しは若福が直角た遠 t｀
のに対し左袖は最初から,なだらかである。天丼部は奥壁ぎわの一部が残っており、あまい稜線

(棟線)が見られる。寄棟であった可能性がある。軒先線までの高さは奥壁で約65cmを測る。

羨門部は、竪坑床面から20数cmを黄褐色軽石で埋め戻した後、大小18個の軽石を大きいものか

ら‖質に積み上げて、さらに隙間をボラ塊でふさいでいる。この埋上の黄褐色軽石はわずかに黒味
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＼＼＼
高杯脚部片

I層 の土塊

I 黒色シルト質土層
粘性が強く、真黒色である。
Ⅱ 黄褐色軽石層 (御池ボラ)
かたくしまっている。
Ⅱ
′
ややにごった黄褐色軽石で
しまりがなくポロポロしている。
Ⅱ層の撹乱土である。
Ⅱ
″
Ⅱ
′と同質同色の軽石だが、
やや粒が大きい。
a ややノJヽ粒の暗褐石軽石に
黒色シルト質土の混入土。

a′ やや大粒の暗褐色軽石に

黒色シルト質上の混入土。
b 黒色シルト質上に
黒褐色軽石の混入土。
c aよ りやや明るい暗褐色軽石。
d 暗褐色粘質土。
少々、砂質土が混入。
e 黒褐色軽石に
黒色シルト質上の混入土。

/

II' ) ln

第 7図 原村上 6号地下式横穴墓竪坑縦断面土層図

がかって汚れているが、自然層の黄褐色軽石 (御池ボラ)層のものとさほど違わない。ただ、自

然層のものと同じく隙間をお、さいだボラ塊は堅く締まったものである。なお、羨門は一部を残し

て崩壊している。

3.遺物

人骨

玄室ほぼいっぱいに 2体出土した。脚部を左袖に頭部を右袖側に埋葬してある。奥壁側から 1

号・ 2号として取り上げた。人骨は、天丼部の崩土や埋め戻された土などの土圧で、頭骨やその

他一部を除いて殆ど潰れていたが、飛散したような状況は見られなかった。 2体とも乱れは少な

く、竪坑の埋土や閉塞の状況でも明確な追葬は確認できなかった。ただ、検出当時、 1号の左上

腕骨と2号の右上腕骨が接しすぎていることに疑間を感じていたところ、取り上げの指導をして

いただいた長崎大学の松下助教授から、 1号人骨の左上腕骨は右に比べて体の中心との間隔が不

自然であり、やや押されているようである。また、 2号人骨の右上腕骨は左に比べて体の中心と

の間隔がわずかに広いとの観察所見を得た。 2号人骨は追葬である可能性が考えられる。 1号人

骨は壮年女性、 2号人骨は熟年男性で、ともに頭骨は赤色顔料が付着しており、額から顔面が特

に赤い。赤色顔料は2号人骨左腕の貝輪の一部にも微量付着していたが、壁面その他には見られ

なかった。

員輪 (第 8図～第 9図 )

2号人骨左腕に8個装着されていた。イモガイ製横型貝輪である。手首側から肘に向かって図

1～ 8の順にすべて溝のない方を正面に、溝のある方を裏側にして装着されている。また、溝の

-25-一



一

●
例

側

側

同

γ

一

゛
同
酬
Ⅶ
＝
―――
――‐
鱚

∩
閥

倒

同

＝

Ｕ

一

鱚

磁

-26-―



日

「

Ｈ

日

日

＝

目

相

目

＝

日

Ｈ

目

日

餞
〇
〇
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇

|

●
図
罵
駅
尽
興
引
ヨ
爛
Ｋ
憚
係
卜
饗
申

０
川
ヱ
砥
　
図

ｏ
線

卜



番号 外 径 内 径 側  面  中冨 番号 外 径 内 径 倶1 面
百
田

6.3～ 6.4 5.2～ 5.4 約 0,7 6,7～ 7.1 5.1～ 5.4 約 0.8

6.5～ 6.8 5.4～ 5.7 0,7～ 0.8 6.8～ 7.0 5.3～ 5.5 0.7～ 0.8

6.8～ 7.0 5.6～ 5。 9 0.6～ 0,7 7.4～ 7.6 5.7～ 5。 9 0。 7～ 0.9

6.9～ 7.0 5.6～ 5.9 約0.8 8 約 7.9 6.4～ 6.6 0.9～ 1.0

表 1 6号地下式横穴墓出土貝輪計測表 単位 :cm

ある幅の広い方は下側にしてあった。殆どの貝輪は表面の傷みが著しく、茶褐色の付着物も見ら

れる。このうち、 1の内側と裏側の一部、 2の内側および4の裏側の一部にはごく微量の赤色顔

料が付着している。計測値は表 1の とおりである。

刀子 (第10図 3)

2号人骨の左上腕骨の南側約 4 cmの位置に切先を肩の方へ向けて出上している。全長8.6cm、

柄長3.Oclll、 背幅約0.2cmで角背平造りである。茎部は鹿角装具に挿入されており、断面の形状

および関部は不明。身部はわずかに湾曲する。切先は特に銹化著しい。

土師器 (第10図 )

1は竪坑閉塞石に接して埋土中から出土した高杯脚部片である。推定脚部径約16.lcm。 脚上部

との境に段を有する。内面は上部が丁寧なナデ、下部がナデ痕の明瞭な回転あるいは斜め方向の

ナデ、外面は非常に丁寧なよこナデと思われる。器厚は薄く、焼成も良好で堅い。淡い黄褐色を

呈する。

2は竪坑閉塞石下の埋め上の中から出土している壺頸部片である。頸部推定径約9.lcm。 内面

口縁部側は丁寧なよこナデ、頸部よこナデ、胴部はよこ方向のケズリと思われる。外面はよこナ

o'1ocn2
rr

第10図 原村上 6号地下式横穴墓及び周辺出土遺物実測図

の

３

［＼
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デである。器厚は薄手で焼成も良く堅い。黄褐色を呈する。

4～ 6は竪坑を検出する際に掘り広げた黒色シルト質土の中から出土した土師器片である。

4は高杯脚部片と思われるが、ややいびつな曲面を有する。内面は擦痕の明瞭な回転方向のナデ、

外面は1同様光沢がなく滑らかで、割合丁寧なナデと思われる。器厚は薄手、焼成も良く堅い。

1と は器厚、調整などがわずかに異なり別個体と思われる。外面はやや黒ずんだ淡い黄褐色、内

面は淡い黒褐色を呈する。

5は壺胴部片である。内面はよこ方向のケズリ、外面はリト常に滑らかでよこミガキと思われる。

器厚は薄く、焼成良好で堅い。色調は風化しているせぃか明るく淡い黄褐色を呈している。器厚、

焼成、内面の調整など2と良く似ているが、外面の調整が異なっており別個体と思われる。

6は甕胴部片と思われる。 1～ 2、 4～ 5の胎土には粒の大きな砂粒は見られないのに対し、

6には 1ミ リ前後の黒色や茶褐色の砂粒や雲母片が見られる。外面はよこナデ、内面もよこナデ

と思われる。焼成は良好で堅い。外面淡黄褐色、内面淡褐色を呈する。

4.小結

原村上 6号地下式横穴墓は、当初横谷原村61-1号地下式横穴墓として調査したものである。
原村地区ではこれまでに過去 5回の調査で 6基の地下式横穴墓を発掘している。このうち、両袖

を有するのは当地下式横穴墓だけである。当地下式横穴墓のアンバランスとも思える羨道の左右

の長さ、玄室の左右の奥行き、さらに当初からまるく掘られた左袖角と直角に掘られた右袖角の

違いなどは、それなりに硬直した遺体を運び入れる時には合理的な形態なのかもしれない。しか

し、構造上は片袖で脚部から遺体を運び入れる方がより合理的であるし、現にそのような構造の

地下式横穴墓の方がここでは一般的である。

また、当地区では 1号と6号地下式横穴墓が軽石、 2号地下式横穴墓が多数の軽石と3個の河

原石で閉塞されていたほかは閉塞石がないか不明である。今回の6号地下式横穴墓に用いられて

いた軽石のうち数個は、明らかに人為的な切断面を有していた。これら多数の軽石をどこから運

んできたのか疑間が残る。

当地下式横穴墓出土の員輪は宮崎県内で21例 目、鹿児島県の 3例を合わせると地下式横穴墓出

土の貝輪としては24例 目である。この原村地区では昭和45年に 2号地下式横穴墓で中央人骨の両

腕に合わせて約12個、昭和49年に4号地下式横穴墓で 1個の員輪が出上 している。いずれもイモ

ガイ製横型貝輪である。貝輪の出土例は表 2の とおり都城盆地の北部、西・北諸県地区に多く見

られる。このように古墳時代後半になっても依然として南海産の貝製品が数多く流入し装着され

るのは何故か、また、その出土例の過半数がこの地域にあるのは何故かなどまだ未解決の問題で

ある。

貝輪の装着状況については先に述べたが、人骨の形質人類学的特徴から松下氏によって興味深

い報告がなされている。後掲の『原村上地下式横穴墓群出土の古墳時代入骨』の≪ 6号墳≫の項
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表

注

貝輪を出土する地下式横穴墓一覧表 1987年 12月 現在

番 号 地下式横穴墓名 所 在 地 構 造 閉 塞
被葬

者数

員 輪
備 考 文献

員 種 個 数 装 着

諏 訪
宮崎県

西都市三宅、国分

平入り

方 形 礫 不 明 不 明 6 不 明 未報告

2 大坪 1号
東諸県郡国富町

大字八代南俣字大坪

妻入り 両袖
長方形 寄棟 羨道、石 2 ゴホウラ 1 不 明 垂木状線刻 4

3 市の瀬 1号 大字深年字市の瀬

平入り 両袖
長方形

不 明 1 イモガイ 2価ゝ 不明 棚

4 〃 5号
妻入り

長方形

袖

妻

両

切 羨門、河原石 2 イモガイ 女、右手
河原石製箱式石棺

棚

5 大萩34-1号
西諸県郡野尻町

大字三ケ野山、大萩

平入り

台 形
袖

棟

両

寄 羨門、河原石 2 イモガイ 左手 棚 2

6 B-13号
平入り 両袖
台 形 羨道、河原石 イモガイ 10-12 両手 棚

7 C-8号
平入り 両袖
長方形 寄棟 不明 不明 2 左手 棚

8 F-3号
平入り

桁円形
羨門、河原石 2 イモガイ 1 女、左手

F-10号
平入り 両袖
台 形 寄棟

羨道、河原石 イモガイ 1 男、左手 棚 11

旭台  9号
西諸県郡高原町

大字広原、旭台

平入り 片袖
台 形 切妻 羨 F5、 河

原石 3
オオツタ

ノハ ? 8 不明 棚、東柱造出し 7

日守 2号
大字後川内、日守

片袖
羨門、自然石 3

オオツタ

ノハ ? 1 不 明 棚、晶
=2号

5号
平入り

方 形

袖

棟

片

寄
羨Plか 、自然石 3 二 枚 貝 男、左手 棚、55-1号

6号
平入り 片袖
台 形 寄棟

羨門、板石 2 二 枚 員 女、右手棚、髭隻T彗

仮屋尾 1号
北諸県郡高崎町

大字前 田字仮屋尾

平入り 片AEl
長方形 寄腋

羨門、河原石 不明 不 明 2片 不 明 棚 、 日守 と同群

原村上 2号
大字縄瀬字原村上

平入り 片袖
長方形
翻 薄ヽ議 イモガイ 約12 両手

横谷原村

地下式A号墳
7

4号
平入り 片袖
楕円形

不 明 2 イモガイ 不 明
原村上

地下式横穴
6

〃 6号
平入り 両袖
長方形 寄棟か

羨門 軽石 イモガイ 男、左手
横谷原村

61-1号
本報

告書

菓子野57-5号 都城市菓子野町
平入り 両袖
長方形

羨門、板カ 3
イモガイ

ゴホウラ

8

1

男、左手

男、右手

小木原 101号 えびの市上江字小木原
平入り 両袖
長方形

羨門、板石 3 イモガイ 6 不 明 4

島内 5号 島内字平松
平入り 両袖
楕円形

竪坑、板石 イモガイ 3 不 明
平松

43-2号 3

島内 7号
平入り 両ネ由
長方形 切妻 竪坑、板石 3～ 4 イモガイ 44■ lか

腕

2本分

平松

46-2号 5

瀬ノ上 9号
鹿児島県

大国市下青木字瀬ノ上

平入り 両袖
半円形

竪坑、板石 不明 不 明 10い 不 明

上 ノ原 9号
肝付郡高山町

大字前 田字上ノ原

妻入り

長方形 切妻か
不 明 不 明 イモガイ 2 不 明 軽石製箱式石棺

横 間 9号
大字新富字横間 桁円形

不 明 不 明 不 明 1 不 明

注 文献 1の「地下式横穴墓一覧表」および文献 12の「員
輪を出土する地下式横穴」の表を参考に作成 した。こ

の中で、寄棟・ 切妻の区別がはっきりしているもの以

外は、便宜上、羨道が玄室長辺傾1に あるものを平入り、

短辺側にあるものを妻入りとしている。また、イモガ

イ製員輪は殆ど横型のものである。
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の≪貝輪着装について≫を参照されたい。また、 6号地下式横穴墓出土人骨の際立った特異性に

ついては、その「要約」の項に述べてある。即ち、被葬者は高顔傾向、玄室構造は両袖タイプと

いう原村上地区の他の地下式横穴墓とは明らかに異なる特徴が指摘されうる。

これまでに原村上地下式横穴墓群では 1号・ 5号 06号の 3基の地下式横穴墓から土師器高杯

片の出土をみている。当地の地下式横穴墓の築造時期を推定する場合、決め手となる遺物があま

りない中で、 6号地下式横穴墓出土の高杯片は 5号地下式横穴墓出上のそれ同様に時期比定の手

掛かりになると思われる。また、 5号と6号では片袖と両袖、天丼の棟線の有無など構造上の違

いは見られるものの全体の形態や掘り込まれた層位などを見ると先後関係は決めがたく、 6号地

下式横穴墓もやはり5世紀後葉～ 6世紀前葉の幅におさまるのではないかと考えられる。

註 (1)昭和62年 12月末、西諸県郡高原町で立切地下式横穴墓群が調査された。調査者の面高哲郎氏によ

ると、35号地下式横穴墓の女性人骨左手に員輪が装着されていたという。その後、昭和63年 4月

の第2次調査で、60号・64号の2例、計 3体の人骨に員輪の装着が確認されている (長津宗重氏

による)。

表 2参考文献

1.『地下式横穴墓から見た古墳時代』資料 宮崎考古学会・鹿児島県考古学会 1986年

2.宮崎県文化財調査報告書 第 5輯 宮崎県教育委員会  1960年

3.     ″      第14集     〃     1969年

4.     ″      第15集     ″     1970年

5.     ″      第16集     ″     1972年

6.     ″      第18集     ″     1976年

7.     ″      第19集     ″     1977年

8.      ″      第22集     ″     1980年

9.     ″      第23集     ″     1981年

10.     ″      第27集     〃     1983年

11.『大萩遺跡(1)』  宮崎県教育委員会 1974年
12.都城市文化財調査報告書 第 3集 都城市教育委員会  1983年
13.国富町文化財調査資料  第 4集 国富町教育委員会  1986年
14.石川恒太郎『増補 地下式古墳の研究』 lplぎ ょうせい 1979年

15.『高山町郷土誌』 高山町 1966年

16.大国市埋蔵文化財発掘調査報告書 第 5集 大田市教育委員会 1986年
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侶)7号 地下式横穴

1.調査の方法と概要

7号地下式横穴は、昭和61年 12月 1日 、貯水漕の基礎を築くため、4。 3m× 3.3mの略楕円形

に深さ2m掘 られた竪穴の法面において、御池ボラ層中に逆台形状の攪乱部分が上原勇氏により

確認された。上原氏よりその旨町教育委員会へ連絡がなされ、これが地下式横穴の竪穴であるこ

とが確認された。

当地の基本層序は、第 1層表土、第Ⅱ層旧耕土、第Ⅲ層黒色土、第Ⅳ層御鉢スコリア、(788年

?)、 第V層スコリアを含む黒色土、第Ⅵ層黄褐色のボラの混入密度が下層ほど大きくなる黒色

上、第Ⅶ層黒色土を含む硬質のボラ、第Ⅷ層御池ボラ (縄文中期 ?)と なっている。今回発見さ

れた地下式横穴の竪穴は、第Ⅵ層の中層から第Ⅷ層に掘られ、竪穴の上部からその両側にボラを

多く含む黒色土の層 (A層 )が厚さ10cmで延びていた (第 11図 )。 このボラを多く含む層は、地

下式横穴が御池ボラ層に掘られていることから地下式横穴構築の際の排土であると判断された。

今回の調査地は、奈良時代の火山灰と言われる御鉢スコリアも残存していたことから、現在、県

内の研究者間で地下式横穴の墳丘の有無が問題となっていることより、可能な限り地下式横穴上

部の土層の把握に努めることにした。そのため、まず、竪穴の範囲と推定される部分上の旧耕土

までを除去し、その後竪穴の北半分を掘り下げた。竪穴を確認後、主軸線と推定される方向に幅

50cm程のトレンチを設定し、土層の確認を行った。その土層は第12図のとおりである。地下式横

穴構築時の排土の一部であるボラを多く含む黒色土 (A層)は、玄室方向に盛り上がり途中で切

れる。また、土層 C―DについてもA層が同様に盛り上がっている。その上のスコリアを含む第

Ⅳ層・第V層は、A層と同傾斜で盛り上がり、旧耕作により削平されている。また、玄室の真上

よりその東においては、第Ⅶ層中にボラを若干多く含む部分がブロック状 (第 A′ 層)に見られ

た。この第A′ 層も、地下式横穴構築時のものと考えられる。その周囲のボラを含む黒色上の一

部 (下層)は 2次堆積と考えられるが、自然層である第Ⅵ層は分離しえなかった。なお、基礎用

竪穴の南東側つまり7号竪穴の後にあたる法面でも御鉢スコリアの盛り上がり、旧耕作により削

平されているのが見られた。第Ⅷ層御池ボラは、ほぼ水平に堆積している。

また、基礎用竪穴のJヒ西部において御池ボラ層に径70cm程の空洞が見られ、中に黒色土を若千

含むボラが充満していた。これは地下式横穴の玄室と考え、一部黒色土を若干含むボラを奥行 1

mまで除去したが、床面と思われる部分で何ら遺物等が検出されず、地下式横穴と断定するに至っ

ていない3               ~      ~    ~‐

今回調査した 7号地下式横穴は、片袖で羨道の長い通称「逆 P字形」の構造で、軽石で閉塞し

ている。人骨は女性 2体が埋葬され、副葬品は刀子 2点である。

注 1.高崎町大字縄瀬の塚原古墳群内の全長65.5の前方後円墳の墳丘にも御鉢スコリアが堆積している。
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第11図 原村上 7号地下式横穴土層図
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第12図 原村上 7号地下式横穴遺構及び土層実測図



2.遺構 (第 12図 )

7号地下式横穴は、天丼の一部等が剥落しているが、保存状態は良好で人骨 2体 もほぼ完全に

近い状態で残存していた。主軸は約N-95° 一Eでほぼ東西方向である。

竪穴は、第Ⅵ層ボラを含む黒色土の中程より掘られている。平面形は、隅丸長方形で長軸約

1.7m、 短軸約1.45m、 深さ約1.6mを測る。竪穴の埋土は図版のとおり、上部にボラを多く含

む黒色土 (第 A層 )、 中層に黒色土を含むボラ、下層に黒色土を若干含むボラの大きく3層 に分

けられた。羨道は竪穴の右つまり南側に偏り、閉塞は数個が黒色土を含む硬質のボラの土塊の他

は、大半は軽石使用である。第12図のとおり軽石は竪穴床面より浮くが、その下部は黒色土を多

く含むボラ層となっている。

羨道は、幅0.6m、 高さ0.8m、 長さ0.95mと わりと長く、玄室南端に至るいわゆる片袖であ

る。

玄室は、平面形が長方形で長軸1.7m、 短軸 (奥行)1.15m、 天丼の高さ約0.85mを測る。側

壁はやや内傾するが、全体的に箱形に近い。

人骨は、 2体埋葬され、いずれも伸展葬である。奥壁より1号人骨、 2号人骨と呼称する。 1

号人骨は、女性壮年末で肋骨はほとんど残存しない。背柱はよく残存するが、東へ彎曲している。

2号人骨は、女性壮年で骨の残存状態は良い。左腕は胸部、右腕は腹部付近に置いた状態で埋葬

されている。

副葬品は、刀子 2点で刃先を東に向け並列した状態で 1号人骨と2号人骨の肩部付近に置かれ

ているが、どの人骨に伴うかは不明である。

3.遺物 (第13図 )

1は、現長12.8cm、 刃長8.3cm、 元重ね0.3cm、 柄は鹿角を使用し、4.5cmが現存する。 2は、

現長12.4cm、 刃長8.6cm、 元重ね8.6cm、 柄に鹿角を使用し、3.8cmが現存する。

1・ 2と も刃先約 2 cmあ たりで折れ曲っている。

4.小結

地下式横穴の墳丘については、石川恒太郎氏、田中茂氏の

論考があるが、近年、中村耕治氏も鹿児島県内の調査例より
(注 3)

封土をもっていた可能性を指摘している。現在まで県内で調

査された例の中で、墳丘を伴っているあるいは墳丘を意識し

ていると推定される地下式横穴は、国富町六野原地下式 2・

10号、西都市西都原東立野無号墳下の地下式横穴、同西都原

古墳群102号墳下の地下式横穴、同111号墳下の西都原地下

式 4号、えびの市小木原地下式A号、野尻町大萩地下式B一

2号 (旧 3号 )、 宮崎市下北方古墳群 7号下の下北方地下式 4

第13図 原村_L7号地下式横穴出土遺物実測図

(注 5)

・ 5号、同 8号墳下の下北方地下

硼

Ｆ

＝

＝

＝

＝

＝

」

-37-



式 9号、同 8号墳下の下北方地下式テ暮等がある。こうした調査例は決して多くはなく、玄室天

井部等が陥没して発見される例が多いため、一般に墳丘等はもたないと考えられている。

今回、 7号は竪穴の一部より確認され、また、奈良時代の噴出と言われる御鉢スコリアが残存

していたため、主軸線上等の土層が一部ではあるが把握された。その上層に見られる2次堆積の

ボラを含む黒色土 (第 A層 )及び御鉢スコリアの玄室方向への盛り上がり、玄室上のブロック状

のボラを若干多く含む部分の存在をどう解釈するか問題となる。調査時に墳丘様のものはないが、

土層に御鉢スコリア、 2次堆積土等の盛り上がりが確認されている例が数例ある。昭和43年石川

恒太郎氏により調査された縄瀬地下式 1号の場合、竪穴は、水平に堆積する御池ボラ層上の黒色

土より掘られ、その上部に火山灰 (御鉢スコリアか)の盛り上りが見られる。昭和57年調査され
(注 8)

た菓子野地下式57-5号では、竪穴の右 lmの位置で、原村上 7号と同様の 2次堆積のボラを多

く含む黒色土が玄室方向に盛り上がり、その途中で耕作により削平されている。こうした調査例

は現在 3例であるが、えびの市真幸でも法面で同様な例が見られる。竪穴上の火山灰及び 2次堆

積の盛上がりは、下層の御池ボラがほぼ水平に堆積していることから、地下式横穴が墳丘をもつ

あるいは墳丘様の施設をもっていたとも考えられる。しかしながら、盛り上がりの確認が竪穴周

辺に限られ、その反対側では確認してされていないので、原村± 7号が墳丘をもっていた可能性
(注 10)

を指摘するにとどめ、今後の調査例の増加をまちたい。

7号の構造は、玄室が箱形に近く、羨道が片袖でわりに長い通称「逆 P形」と称するタイプで

ある。また片袖のタイプは、新富町蔵園地下式横穴を除くと小林市、野尻町、高原町、高崎町、

都城市のみで検出されている。こうした片袖のタイプは、この地域の 1つ の特徴となっている。

築造時期は、遺物が時期を特定 しにくい刀子 2点のみであるが、構造から6世紀前後の所産と

考えられる。

注  1.石川恒太郎 「地下式古墳の研究」帝国地方行政学会 1973

注 2.田中  茂 「えびの市小木原地下式横穴 3号出土品について一地下式横穴と墳丘一」『研究

紀要第 2輯』宮崎県総合博物館 1973

注 3.中村 耕治 「大隈地区の地下式横穴 (地下式横穴と高塚墳の関係について)」  『地下式横穴

墓カンら見た古墳時代』宮崎考古学会・鹿児島県考古学会 1986

注 4.六野原 2010号、東立野無号墳下、西都原102号墳下、同111号墳下、小木原地下式A号、大

萩地下式B-2号 (旧 3号)については、注2にまとめられている。

注  5。 石り|1恒太郎外、「下北方地下式横穴第 5号」『宮崎市文化財調査報告書第 3集』宮崎市教育委

員会 1977

注 6.野問 重孝 「宮崎市下北方古墳群をめぐって一古墳周辺調査を中心として一 」 『宮崎考古
第 8号』宮崎考古学会 1982

注 7.石川恒太郎 「高崎町塚原地下式古墳調査報告書」『宮崎県文化財調査報告書第14集』宮崎
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県教育委員会 1969

注 8.面高 哲郎  「菓子野地下式横穴第57-4号・ 5号発掘調査」 F都城市文化財調査報告書第

3集』都城市教育委員会 1983

昭和56年 (1981)発見されていが未調査である。

地下式横穴が墳丘をもつか否かは、単にこの点だけに限定される問題だけでないと考える。

地下式横穴が群として調査された高原町旭台地下式横穴群、須木村上ノ原地下式横穴群、え

びの市馬頭地下式横穴群、同市久見迫地下式横穴群などでは、その群内で主軸方位が一定方向

を示す中で、数基これに反するものがある。この場合、反する地下式横穴は、一定方向の地下

式横穴と径10m前後の円形の中心部に主軸方向が向う例が多い。下北方第地下式横穴 4号と 5

号は、下北方古墳 7号墳の裾に竪穴が位置し、主軸が墳丘の中心に向っており、あたかも1墳

丘を共有した様相を呈している。これらの例より、地下式横穴は 1墳丘を共有する場合もある

と仮定すると、主軸方向が一定方向に反する地下式横穴の主軸方位が説明できることとなり、

地下式横穴の群構成の過程の理解がしやすいという利点がある。

Ⅲ お わ りに

本報告では、 3基の地下横穴の調査について報告しているが、その結果をまとめると次のとお

りである。

1。 今回報告した地下式横穴は、羨道がわりに長い片袖のタイプ 2基、両袖のタイプ 1基である。

片袖のタイプは、小林、野尻、高原、高崎、都城など内陸部で多く見られる特徴的なものであ

る。また、片袖で羨通がわりに長いものは、現在のところ高崎、都城のみで発見されているが、

当地域に厚く推積する御池ボラ層中に構築されている例が多い。

2.出上した人骨は、 5号地下式横穴が壮年女性人骨 2体、 6号地下式横穴が壮年女性人骨、熟

年男性人骨各 1体、7号地下式横穴が壮年末女1/t人骨、壮年女性人骨各 1体の合計 6体である。

3.3基の地下式の築造時期は、遺物より推定するのは困難であるが、構造より5世紀後葉から
6世紀前葉の幅におさまると考えられる。

4.7号地下式では、奈良時代の噴出と言われる御鉢スコリアの残りが良好で、その下の御池ボ
ラの堆積状況がほぼ水平のなかで、玄室方向への盛り上がりが2ケ所で確認された。また、地

下式横穴構築時の排土 。攪乱土も同様な盛り上がりが認められたが、これは、当地下式が墳丘

をもっていた可能性を示すものと考えられる。

5.6号地下式からイモガイ製横型貝輪が出土したが、地下式横穴からの貝輸出土の25例 目であ
る。25例のうち、ゴホゥラ製員輪 2例、二枚貝製貝輪 2例、オオツタノハ (?)製貝輪 2例、

注

　

注
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不明 2例を除くと他は全てイモガイ製貝輪である。貝輪の出土地の多くが日向内陸部にあたる

都城盆地、小林盆地、加久藤盆地及び周辺である。何故、地下式横穴の場合、古墳時代後半に

なっても依然として南海産貝輪が数多く流入し、着装されるのか、また、内陸部に多いのかは

未解決の問題である。

6。 貝輪は、 6号地下式 2号人骨男性の左上腕骨に着装されていた。貝輪を着装した場合その腕

の使用は不自由となることから「右手の不使用」という考え方も提示されているが、 2号人骨

の場合、左右の前腕に著しい差は見られない。かわって、 2号人骨より先に葬られた 1号人骨

の女性の左尺骨が右側に比較して著しく細くなっている。このことから、本来、この貝輪は、

1号人骨が生前使用していたものを、死後 2号人骨が着装し、それほど長い時間を経過しない

うちに死亡したものと人骨の所見から推定される。
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図
版
１

5号地下式横穴墓 竪坑埋土半裁状況

同    竪坑及び羨門
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5号地下式横穴墓 羨道及び玄室



図
版
３

5号地下式横穴墓 人骨及び刀子出土状況

同    出土遺物
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図
版
４

6号地下式横穴墓 竪坑検出状況

霞111=す111

竪坑閉塞石上部 高杯出土状況
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図
版
５

6号地下式横穴墓 羨門閉塞状況



図
版
６

6号地下式横穴墓 人骨出土状況

2号人骨貝輪装着状況
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図
版
７

ぜ

6号地下式横穴墓 完掘状況 (竪坑側から)

出土貝輪
|:χ :
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図
版
８

6号地下式横穴墓 出土土師器・刀子

周辺出土土師器
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図
版
９

7号地下式横穴 発見状況

:ン ト ー __

同   竪穴周辺土層
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図
版
ｌｏ

7号地下式横穴 竪穴右土層

同 竪穴周辺土層
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図
飯
Ｈ

7号地下式横穴 竪穴上部土層

玄室上部付近土層
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図
版
１２

卜 督

同    閉塞状況
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図
版
１３

蝙
．寵
一なＩ鐵

7号地下式横穴 埋葬状況

同    出土遺物
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Ⅲ日高崎町出土の古墳時代人骨

1口 宮崎県高崎町出土の古墳時代人骨

2.宮崎県高崎町出上の古墳時代幼小児骨
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宮崎県高崎町出土の古墳時代人骨

*

松 下 孝 幸

地下式横穴墓は、宮崎県や鹿児島県の一部にその分布範囲をもつ特異的な古墳時代の墳墓であ

るが、長崎大学医学部解剖学第二教室では南九州地域の古墳時代人の人類学的研究を行なうため、

この地下式横穴墓から出土する古墳時代人骨を収集するとともに、その研究を続けている。これ

らの研究によって、この地下式横穴墓から出土する古墳時代入骨の特徴が次第に明らかになりつ

つある。しかし、人骨資料は現在でも宮崎県内の一部の地域に偏っており、宮崎県内における地

域差を含めた全面的な解明にまでには至っていないのが現状である。

宮崎県北諸県郡高崎町でもかなりの数の地下式横穴墓が発見され、調査も行なわれ、人骨も出

土しているが、これまで、人骨の報告はなかった。これらの人骨は宮崎県の古墳時代入骨の研究

にとってはきわめて貴重な資料となるものである。今回、高崎町教育委員会のご協力を得て、こ

れまで町に保管されていた人骨について人類学的研究を行なうことができたので、その結果を報

告したい。なお、幼小児骨に関しては、別稿で分部が詳述しているので、本稿では成人骨につい

てのみ報告する。

1.原村上地下式横穴墓群出土の古墳時代人骨

資  料

高崎町大字縄瀬字原村上で、昭和38年以降に発見され、調査が行なわれた地下式横穴墓は、

同町の黒木昭三氏によれば、表 1の とおりであるが、町で保管されていた人骨はこのうちの、

昭和45年、46年、49年、57年に出土した人骨のみである。

昭和45年 2月 に、日高正晴氏によって、A号墳 (2号墳)と B号墳 (3号墳)の 2基の地下

式横穴墓が調査されている (日高、1977)。 報告書ではA号墳には4体の人骨が存在したと記

載されているが、保管されていた人骨は5体分であり、B号墳から出土したと思われる人骨は

1体分の人骨であった。また、昭和46年には黒木昭三氏によって調査が行なわれ、 1体の人骨

が、昭和49年の岩永哲夫氏の調査では 2体の人骨が (岩永、1976)、 さらに昭和57年の菅付和

樹氏の調査で 2体の人骨が発掘されている。各出土人骨の番号と性別、年令などは表 2に示し

た。また、出土人骨の男女の内訳は表 3に示すとおりである。

* Takayuki NlATSUSHITA

Department of Anatomy,Faculty of X/1edicine,Nagasaki University

〔長崎大学医学部解剖学第二教室 (主任 :内藤芳篤教授)〕
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図 1 遺跡の位置
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表 1 原村上地下式横穴墓調査一覧

調 査年 月 日 所  在  地 墓数 人骨数  文献

1.昭和38年 10月 9日

2.昭和39年 5月 16日

3。 昭和45年 2月 3日

4.昭年46年 10月 10日

5。 昭和49年 6月 26日

6.昭和57年 8月 15日

7.昭和61年 11月

8.昭和61年 12月

大字縄瀬字原村上550

大字縄瀬字原村上

大字縄瀬字原村上

大字縄瀬字原村上

大字縄瀬字原村上1661-1

大字縄瀬字原村上

大字縄瀬字原村上

大字縄瀬字原村上

表2 人骨一覧

人 骨 番 号 出 土 年 性層J 年令 備 考

2号墳 1号人骨

2号墳 2号人骨

2号墳 3号人骨

2号墳 4号人骨

2号墳 5号人骨

3号墳 1号人骨

46-1号人骨

4号墳 1号人骨

4号墳 2号人骨

5号墳 1号人骨

5号墳 2号人骨

6号墳 1号人骨

6号墳 2号人骨

7号墳 1号人骨

7号墳 2号人骨

日召和45年

同上

同上

同上

同上

同上

昭和46年

日召和49年

同上

日召和57年

同上

日召和61年

同上

同上

同上

壮年

壮年

壮年

小児 (I)

小児 (I)

壮年

熟年

壮年

壮年

壮年

壮年

壮年

熟年

壮年末

壮年

頭蓋朱

顔面朱

前頭部朱、微量

6才

10才

男性

女性

女性

男性

女性

男性

女性

女性

女性

女性

男性

女性

女性

顔面朱

顔面朱、微量

頭蓋朱

頭蓋朱

頭蓋朱
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表 3 資料数

遺構番号      男 性  女 性  小 児  合 計

2号墳        1    2    2    5
3号墳        l    o    o    l
46-1号墳      0    1    o    l
4号墳        1    l    o    2
5号墳  0202
6号墳        1    l    o    2
7号墳  0202

合    計    4    9    2   15

所  見

各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

≪ 2号 墳≫

人骨は頭蓋から5体分である。取り上げられていた四肢骨は、鎖骨が 3体分、上腕骨は2体分、

撓骨は 1～ 2体分、尺骨は 1体分、大腿骨は 1～ 2体分、腫骨は1体分、寛骨は3体分で、その

うち女性寛骨が 2体分存在する。各四肢骨は各個体ごとに分けることは不可能で、また、計測で

きたものも少ない。

I.頭  蓋

2号墳 1号人骨 (男性、壮年 )

1.頭  蓋
(1)脳頭蓋

後頭部が欠損している。乳様突起は小さい。外耳道は両側とも観察できたが、右側には著明な

骨腫が認められる。縫合は、三主縫合のうち冠状縫合と矢状縫合の前半部が観察できた。冠状縫

合は内外両板とも開離しているが、矢状縫合の一部は内外両板とも癒合している部分が認められ

る。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大幅が148mm、 バジォン・ブレグマ高は129mmで あるが、頭蓋最大

長は計測できない。示数値は、頭蓋幅高示数が87.16と なり、頭型はtapeinOkran(平 頭)に属
している。また、横弧長は320mmである。

(2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は頼骨弓が欠損している以外はほぼ完全である。眉上弓は強く隆起し、鼻骨の隆起も
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やや強い。鼻骨はやや幅広く、鼻根部はやや広い。

顔面頭蓋の計測値は、顔長が95mm、 中顔幅は103mm、 顔高は117mm、 上顔高は64mmである。頼

骨弓幅は計沢1できないが、左狽1の頼骨弓がほぼ完全に残っているので、左側半を 2倍することに

よって、頼骨弓幅の推定値を算出してみると、 〔69mm× 2=138mm〕 となる。この推定値を用い

て示数値を算出してみると、顔示数は 〔84.78(K)〕 、113.59(V)、  上顔示数は 〔46.38

(K)〕、62.14(V)と なり、顔面には低・広顔傾向が認められる。

眼富幅は42mm(右、左 )、 眼高高は33mm(右、左)で、眼富示数は78.57(右、左)と なり、

両側ともmesOkonch(中眼富)に属している。

鼻幅は24mm、 鼻高は50mmで、鼻示数は48,00と なり、mesOrrhin(中鼻)に属している。鼻根

部の計測値は、前眼富間幅が19mm、 鼻根横弧長は22mm、 鼻根彎曲示数は86.36と なり、鼻根部は

比較的扁平である。両眼富幅は97mmで、眼高間示数は19.59である。また、前頭突起水平傾斜角

は65度で、前頭突起の向きは矢状方向である。

側面角は、全側面角が90度、鼻側面角が93度、歯槽側面角は67度で、歯槽性の突顎傾向が認め

られる。

2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

● ● MlO Pl C 12 11 1l120
● O MlP2 Pl C 12 11 O12C Pl P2 Ml●

下顎の両側のM2およびM3の歯槽は閉鎖しており、稜を形成している。咬耗度はBrocaの 2

度で、風習的抜歯の痕跡は認められない。

また、歯の咬合形式は鉗子状咬合に近い鋏状咬合である。

3.性別 0年令

眉上弓の隆起が強いことから、男性と推定した。年令は冠状縫合が内外両板とも開離している

ことおよび矢状縫合の一部が内外両板とも癒合していることから、壮年の後半頃と推定した。

2号墳 2号人骨 (女性、壮年 )

1.頭  蓋

残存していたのは前頭骨、右側頼骨、上顎骨、下顎骨などである。前頭結節はよく発達してい

る。縫合は冠状縫合が観察できたが、おそらくこの縫合は内外両板とも開離していたものと考え

られる。外耳道は左側が観察できたが、骨腫は存在しない。その他の部分は観察も計測もできな

い。
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歯2.

上顎骨と下顎骨には歯が釘植 していた。その残存歯を歯式で示すと、次のとおりである。

〔○ :歯槽開存〕M3M2MlO O O O 11111 12 0 Pl P2 MlO
M3M2Ml P2 Pl C 12 1110 12 C Pl P2 MlO O
なお、左倶lM 3は未萌出であり、萌出可能なスペースが存在しないことから、これは先天的欠

損と考えられる。また、咬耗度は BrOcaの 1度で、風習的抜歯の痕跡は認められない。

3.性別・ 年令

性別は、前頭結節の発達が良好なことから女性と推定し、年令は冠状縫合が内外両板とも開離

していたものと考えられることから、壮年と推定した。

2号墳 3号人骨 (女性、壮年 )

1.頭  蓋

残存していたのは前頭骨、頭頂骨、側頭骨、上顎骨および下顎骨などである。眉上弓の隆起は

きわめて弱く、前頭結節の発達は良い。縫合は、冠状縫合と矢状縫合が観察できたが、いずれも

内外両板とも開離している。外耳道は両償Jと も観察できた。右側の前壁には骨腫が認められたが、

左側には存在しない。

2.歯

歯が残存していた。これを歯式で示すと、次のとおりである。

//Ml P2 Pl C//I11//P1/Ml / M3〔/:不明 (破損)〕
////////1//C Pl P2/ //
咬耗度はBrocaの 1～ 2度である。

3.性別 。年令

性別は、眉上弓の隆起が弱いことから女性と推定し、年令は冠状縫合と矢状縫合が内外両板と

も開離していることから、壮年と推定した。

Ⅱ . 四 肢 骨

計測が可能で、性別が判別できたのは、次の上腕骨と大腿骨のみである。

1.上腕骨 (男性 )

右側が残存していた。三角筋粗面の発達は良くなく、骨体はやや細い。

計測値は、中央最大径が21mm(右 )、 中央最小径は15mm(右)で、骨体断面示数は 71.43(右 )
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となり、骨体は扁平である。中央周は58mmで、骨体は細い。

径は小さいが、他の男性上腕骨と比較して、男性上腕骨と推定した。

2.大腿骨 1(男性 )

遠位部を欠損した右側が残存していた。緻密質が剥落しており、骨体は計測できないが、骨頭

は計測可能である。その径は大きい。このことから、男性大腿骨と推定した。

3.大腿骨 2(女性 )

右側骨体が残存していた。粗線の発達は悪く、骨体は著しく細い。

計測値は、骨体中央矢状径が21 mm(右 )、 横径は23mm(右 )で、骨体中央断面示数は91.30

(右)と なり、骨体の断面形は横広ろの楕円形を呈している。骨体中央周は68mm(右 )で、骨体

はきわめて細い。

径が著しく細いことから、女性大腿骨と推定した。

≪ 3号墳≫

3号墳 1号人骨 (男性、壮年 )

残存量はきわめて少なく、頭蓋の一部と、大腿骨と震骨のごく一部が残存していたにすぎない。

1.頭  蓋

残存していたのは左側側頭骨、左側頭頂骨、下顎骨片などで、観察も計測もできない。左側外

耳道の観察が可能であったが、骨腫は存在しない。

2.歯

歯が残存していた。これを歯式で示すと次のとおりである。

/ M2Ml P2 PI C / /I1l 12 C PI P2/ / / 〔/:不明 (破損)〕
M3M2Ml P2 PI C//1/12 C Pl P2 Ml M2 M3

咬耗度はBrOcaの 2度である。なお、下顎の両側Mlは 3根である。

3.四 肢 骨

① 大腿骨

両側の骨体が残存していた。緻密質の剥落が著しく、計浪1はできないが、粗線の発達は良好で、

また骨体両側面は後方へ発達している。
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4.性別・ 年令

性別は、大腿骨体の形状から男性と推定し、年令は歯の咬耗程度だけから推定すれば、壮年の

可能性が強い。

≪昭和46年出土人骨≫

46-1号人骨 (女性、熟年)

残存していたのは上腕骨、右側幌骨、大腿骨および右側寛骨である。

1.頭  蓋

(1)脳頭蓋

右側1/3が欠損している以外はほぼ完全である。外後頭隆起部はやや突出しているが、乳様

突起は小さい。外耳道は左側が観察できたが、骨腫は認められない。三主縫合の内板はすべて癒

合しており、冠状縫合と矢状縫合は外板も大部分が癒合しており、ラムダ縫合の外板も癒合が進

んでいる。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が179mm、 頭蓋最大幅は142mm、 バジォン・ ブレグマ高は125

mmである。頭蓋最大長は計測できないが、左側半が完全に残存しているので、左側半を 2倍する

ことによって頭蓋最大幅を推定してみると、 〔65mm× 2=13011m〕 となる。この推定値を用いて、

示数値を算出してみると、頭蓋長幅示数は 〔72.63〕、頭蓋長高示数は69.83、 頭蓋幅高示数は

〔96.15〕 となり、頭型は dolicho― ,chamae― ,metriokran(長 、低、中頭)に属している。また、

正中矢状弧長は362mmである。

(2)顔面頭蓋   ‐

右側の頬骨弓を欠損している。眉上弓の隆起はきわめて弱く、また鼻骨の隆起もきわめて弱く、

鼻根部は著しく扁平である。

顔面頭蓋の計測値は、顔長が99mm、 顔高は104mm、 上顔高は64mmで、頬骨弓幅と中顔幅は計測

できないが、左側半が完全なので、左側半を 2倍することによってこの両計測値を推定してみた。

その推定値は頬骨弓幅が 〔65mm× 2=130mm〕 、中顔幅は 〔50mm× 2=100mm〕 となり、この推

定値を用いて示数値を算出してみると、顔示数は 〔80.00(K)〕 、 〔104.00(V)〕、上顔示数は

〔49.23(K)〕、〔64.00(V)〕 となり、顔面には著しい低・広顔傾向が認められる。

眼高幅は40mm(右、左 )、 眼高高は32mm(右、左)で、眼富示数は80.00(右 、左)と なり、

両側とも mesOkOnch(中眼富)に属している。

鼻幅は28mm、 鼻高は46mmで、鼻示数は60.87と なり、hyperchamaerrhin(過低鼻)に属して

いる。
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鼻根部の計測値は、前眼高問幅が19mm、 鼻根横弧長は20mm、 鼻根彎曲示数は95.00と なり、鼻

根部はきわめて扁平である。両眼高幅は95mmで、眼富間示数は20.00で ある。前頭突起水平傾斜

角は計測できないが、観察したところではこの角度はかなり大きい。

側面角は、全側面角が81度、鼻側面角が89度、歯槽側面角は52度で、歯槽性の突顎傾向が著 し

tヽ。

2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

C Pl P2 :不明 (破損)
:歯槽開存
:歯槽閉鎖

/O MlO PI c 12 0 ○ ○ 〇 ● ○

上顎のM3は両側とも萌出していなかった可能性が強い。

る。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。

の 3～ 4度であ

3.四 肢 骨

(1)上肢骨

① 上腕骨

左右の骨体が残存していた。骨体は著しく扁平である。

計測値は、中央最大径が21mm(右、左 )、 中央最小径は15mm(右 )、 14mm(左 )で、骨体断面

示数は71.43(右 )、 66.67(左 )と なり、骨体は扁平である。中央周は60mm(右 )、 59mm(左)で、

骨体は細い。

(2)下肢骨

① 大腿骨

左右の骨体が残存していたが、計測ができたのは左側のみである。粗線は女性としてはやや発

達している。

計測値は、骨体中央矢状径が26mm(左 )、 横径は25mm(左 )で、骨体中央断面示数は104.00

(左 )と なり、骨体両側面は後方へやや発達している。骨体中央周は81mm(右 )で、骨体はやや

大きい。また上骨体断面示数は89.66(左 )で、骨体上部の扁平性は認められない。

4.性別・ 年令

性別は、眉上弓の隆起が弱いことから女性と推定した。年令は三主縫合の内板がすべて癒合し

ていることから、熟年と考えられる。
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≪ 4号墳≫

4号墳 1号人骨 (男性、壮年 )

1.頭  蓋

(1)脳頭蓋

後頭骨の大部分を欠損しているが、それ以外の保存状態は良好である。乳様突起はやや大きい。

外耳道は右側の観察ができたが、骨腫は認められない。三主縫合はすべて内外両板とも開離して

いる。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が178m、 頭蓋最大幅は137mm、 バジォン・ ブレグマ高は133mm

である。頭蓋長幅示数は76.97、 頭蓋長高示数は74.72、 頭蓋幅高示数は97.08と なり、頭型は

meso― ,orth― ,metriokran(中、中、中頭)に属している。また頭蓋水平周は506mm、 横弧長

は297mmで ある。

(2)顔面頭蓋

左側の上顎骨と左側頼骨を欠損している。眉上弓から眉間にかけて強く隆起している。顔面頭

蓋の計測値は、上顔高が (57mm)で、頼骨弓幅、中顔幅、顔高は計測できないが、中顔幅は右側

半を 2倍することによって推定値を算出することが可能である。その中顔幅の推定値は 〔50mm×

2=100mm〕 となり、この推定値を用いて上顔示数を算出してみると、上顔示数は 〔57.00〕 と

なり、顔面は低顔傾向が著しい。

眼富幅は42mm(右 )、 眼寓高は30mm(右 )で、眼高示数は71.43(右 )と なり、chamaekonch

(低眼富)に属している。

鼻幅は29mm、 鼻高は44mmで、鼻示数は65。 91と なり hyperchamaerrhin(過低鼻)に属してい

る。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が21mmで、前頭突起水平傾斜角は89度を示し、前頭突起の向き

はやや矢状方向である。

側面角は、全側面角が87度、鼻側面角が93度、歯槽側面角は64度で、歯槽性の突顎の傾向が強

tヽ。

2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯を歯式で示すと、次のとおりである。

|`:曾
借』言
損)

咬耗度は BrOcaの 2～ 3度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。
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3.四 肢 骨

(1)上肢骨

肩甲骨、上腕骨が残存していた。

① 上腕骨

右側の骨体が残存していた。三角筋粗面の状態は不明であるが、骨体はそれほど大きくはない。

計測値は、中央最大径が21mm(左 )、 中央最小径は16mm(左 )で、骨体断面示数は76.19(左 )

となり、骨体の扁平性は弱い。骨体最小周は60mm(左 )、 中央周は63mm(左 )である。

(2)下肢骨

大腿骨、胆骨および誹骨が残存していた。

① 大腿骨

左側が残存していた。粗線の発達は良好であり、骨体両側面もやや後方へ伸びており、骨体上

部は扁平である。

計測値は、骨体中央矢状径が29mm(左 )、 横径は27mm(左 )で、骨体中央断面示数は107.41

(左)と なり、骨体両側面は後方へやや発達している。骨体中央周は88mm(左 )で、また、上骨

体断面示数は 66.67(左 )と なり、骨体上部はきわめて扁平である。

② 肛 骨
ヒラメ筋線の発達は悪いが、骨体は著しく扁平である。また、骨体の断面形は両側ともヘリチ

カのV型を呈している。

計測値は、肛骨最大長が 349mm(左)と やや長く、骨体周は80mm(右 )、 83 mm(左 )、 最小周

は71mm(右 )、 73mm(左 )である。中央最大径は32mm(右 )、 33mm(左 )、 中央横径は18mm(右 )、

19mm(左 )で、中央断面示数は56.25(右 )、 57.58(左 )と なり、骨体は古墳人としては著しく

扁平である。

4.推定身長値

左側腫骨の最大長から、Pearsonおよび藤井の公式を用いて推定身長値を算出すると、それ

ぞれ161.59cm(Pearson)、 159。 91cm(藤井)と なり、Pearsonの 式から算出した値は160cm

を越え、身長は高い。

5.性別 。年令

性別は、層間から眉上弓にかけての隆起が強いことや四肢骨の径が大きいことから男性と推定

した。年令は、三主縫合がすべて内外両板とも開離していることから壮年と考えられる。

―-67-



4号墳 2号人骨 (女性、壮年 )

1.頭  蓋

頭蓋冠が残存していた。径は小さい。前頭部は丸く、乳様突起も小さい。外耳道は右側の観察

が可能であったが、骨腫は認められない。三主縫合のうち矢状縫合とラムダ縫合は内板が癒合し

ており、冠状縫合の内板も大部分が癒合している。外板は三主縫合ともまだ開離しているが、部

分的には癒合が認められる。

計測値はバジオン・ ブレグマ高が126mmである。その他の計測はほとんど不可能であるが、頭

型は観察によって推測が可能で、観察によれば、頭型は短頭か短頭に近い中頭と考えられる。

2.四 肢 骨

大腿骨と胆骨が残存していた。

① 大腿骨

右側は骨体の一部が、左側は骨体が残存していたが、左側骨体の表面は剥落しており、計測は

できない。観察したところでは径はガヽさい。

② 胚 骨
両側の骨体が残存していた。ヒラメ筋線の発達は良好で、骨体は扁平である。また、骨体の断

面形は両倶1と もヘリチカのV型を呈している。

計測値は、中央最大径が28mm(右 )、 29mm(左 )、 中央横径は19mm(右 、左)で、中央断面示

数は67.86(右 )、 65.52(左 )と なり、骨体は古墳人女性としては扁平である。また骨体周は77

mm(右 )、 76mm(左 )である。

3.性別 。年令

性別は、前頭部が膨隆しており、径も小さいことから女性と推定した。年令は、三主縫合の内

板がすべて癒合していることから熟年と考えられる。

≪ 5号墳≫

5号墳 1号人骨 (女性、壮年 )

1.頭  蓋
(1)脳頭蓋

右側半を欠損している。外後頭隆起部はやや隆起しているが、上項線は明瞭ではない。外耳道

は左側の観察が可能で左側後壁には小さな骨腫が認められる。縫合は、三主縫合のうち冠状縫合、

矢状縫合、ラムダ縫合の左側半が観察できたが、これらは内外両板とも開離している。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が186mm、 バジォン・ ブレグマ高は133mmで ある。頭蓋最大幅

一-68-一



は計測できないが、左側半を 2倍することによって、頭蓋最大幅を推定してみると,〔 70mm× 2=

140mm〕 となる。この推定値を用いて示数値を算出してみると、頭蓋長幅示数は 〔75.27〕 、頭蓋

長高示数は71.51、 頭蓋幅高示数は 〔95.00〕 となり、頭型は mesO― ,orth― ,metriokran(中 、

中、中頭)に属している。また、正中矢状弧長は387mmである。

(2)顔面頭蓋

右側頼骨が欠損している以外はほぼ完全である。眉上弓はわずかに隆起しているが、強いもの

ではない。鼻根部は狭いが、鼻骨の隆起は弱い。

顔面頭蓋の計測値は、顔長が102mm、 上顔高は66mmで、頼骨弓幅、中顔幅、顔高は計測できな

いが、頬骨弓幅と中顔幅は左側半を 2倍することによって、頬骨弓幅は 〔68mm× 2=136mm〕 、

中顔幅は 〔51mm× 2=102mm〕 と推定することができた。これらの推定値を用いて示数値を算出

してみると、上顔示数は 〔48.53(K)〕 、〔64.71(V)〕 となり、顔面には低 0広顔傾向が認め

られる。

眼富幅は44mm(左 )、 眼高高は36mm(左 )で、眼寓示数は81.82(左 )と なり、左狽1は mesok

onch(中眼高)に属している。

鼻幅は28mm、 鼻高は51mmで、鼻示数は54。 90と なり、chamaerrhin(低鼻)に属している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が16mm、 鼻根横弧長は19mm、 鼻根彎曲示数は84.21で ある。前

頭突起水平斜傾角は計測できないが、観察したところでは、やや矢状方向をしている。

側面角は、全側面角力お0度、鼻側面角が86度、歯槽側面角は61度で、歯槽性の突顎傾向が強い。

2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。‐

0 0 MIP20 C 12 11

残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

C Pl

M3M2Ml P2 Pl C// P2Nll M2

咬耗度は BrOcaの 2度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。

3.四 肢 骨

(1)上肢骨

右側上腕骨が残存していた。

① 上腕骨

右側のみが残存していた。骨体は著しく細く、三角筋粗面の発達も悪い。

計測値は、中央最大径が17mm(右 )、 中央最小径は13mm(右 )で、骨体断面示数は76.47(右 )

となり、骨体の扁平性は弱い。骨体最小周は50nln(右 )、 中央周は52mm(右 )で、骨体は著しく
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糸田い。

(2)下肢骨

大腿骨、胆骨およびルト骨が残存していた。

① 大腿骨
左右の骨体が残存していた。粗線の発達は悪く、骨体は著しく細い。また骨体上部は扁平であ

る。

計測値は、骨体中央矢状径が23mm(右、左)、 横径は25mm(右 )、 24mm(左 )で、骨体中央断

面示数は92.00(右 )、 95.83(左 )と なり、骨体は横径が矢状径よりも大きい。骨体中央周は

76mm(右 )、 75111m(左)で、骨体はきわめて細い。また、上骨体断面示数は71.43(右)と なり、

骨体上部は著しく扁平である。

① 歴 骨

左側の骨体が残存していた。骨体は細く、扁平で、骨体の断面形はヘリチカのⅡ型を呈してい

る。

計演1値は、中央最大径が27mm(左 )、 中央横径は16mm(左)で、中央断面示数は59.26(左 )

となり、骨体は扁平である。骨体周は69mm(左)で、骨体は細い。

4.性別 。年令

`閣:」は、眉上弓はやや隆起しているが、四肢骨の径が著しく小さいことから、女性と推定した。

年令は、三主縫合の内板がほとんど開離していることから壮年と考えられる。

5号墳 2号人骨 (女性、壮年 )

1.頭  蓋

(1)脳頭蓋

左側頭頂骨、左側側頭骨などが残存していたにすぎない。乳様突起は小さい。外耳道は左側の

観察が可能であったが、骨腫は認められない。縫合は、三主縫合のうち矢状縫合と冠状縫合、ラ

ムダ縫合のそれぞれ左側半が観察できたが、これらはいずれも内外両板とも開離している。脳頭

蓋の計測は不可能で、頭型は観察によっても推測することはできない。

(2)顔面頭蓋

一部が残存していた。眉上弓の隆起は弱い。鼻根部は狭いが、鼻骨は広い。また、前頭突起は

矢状方向を向いている。

計測値は、眼富幅が39mm(左 )、 眼寓高は34mm(左 )で、眼高示数は87.18(左 )と なり、左

側は hypsikonch(高 眼富)に属しており、眼富の高径は高い。また、中顔幅の推定値は 〔43mm

×2=86mm〕 と、幅径は狭いようである。
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嬌鶉f勘

2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

咬耗度は Brocaの 1～ 2度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。

3.四肢骨

(1)上肢骨

鎖骨、右側の撓骨、尺骨が残存していた。骨体はいずれも著しく細く、小さい。

(2)下肢骨

右側寛骨、大腿骨、腫骨および誹骨が残存していた。

① 寛 骨

右側の腸骨、坐骨が残存していた。大坐骨切痕の角度は大きく、耳状面前溝が認められる。

② 大腿骨

右側は遠位部を、左側は近位部を欠損している。粗線の発達は悪く、骨体両側面の後方への発

達も悪い。

計測値は、骨体中央矢状径が21mm(右、左)、 横径は23mm(右、左)で、骨体中央断面示数は

91.30(右 、左)と なり、骨体は横径が矢状径よりも大きく、その断面形は丸い。骨体中央周は

69mm(右、左)で、骨体はきわめて細い。また、上骨体断面示数は70.37(右 )、 73.08(左 )と

なり、骨体上部は扁平である。

③ 胆 骨

左右とも両端を欠損している。骨体は細いが、ヒラメ筋線の発達は良好で、また、骨体の断面

形はヘリチカのⅡ型を呈している。

計測値は、中央最大径が24mm(右、左 )、 中央横径は17mm(右、左)で、中央断面示数は70.8

3(右、左)と なり、骨体の扁平性は弱い。骨体周は65mm(右 )、 67mm(左 )、 最小周は58mm

(右 )、 59mm(左 )で、骨体は細い。

4.性別 0年令

性別は、大坐骨切痕の角度が大きいことから女性と推定し、年令は、三主縫合が内外両板とも

開離していることから壮年と推定した。
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≪ 6号墳≫

6号墳 1号人骨 (女性、壮年 )

天丼が落ちていたため、躯幹骨の保存状態は悪いが、幸いなことに頭蓋
の保存状態は良好であっ

た。

1.頭  蓋

(1)脳頭蓋

後頭骨の一部と下顎骨の一部を欠損している以外は完全である。前頭鱗
はやや膨隆している。

外後頭隆起の発達は悪く、乳様突起も小さい。外耳道は両側とも観察
できたが、右側は前壁に、

左側は前後両壁に骨腫が認められる。三主縫合はす
べて内外両板ともほとんど開離している。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が172mm、 頭蓋最大幅は138mm、
バジオン・ ブレグマ高は135

mmである。頭蓋長幅示数は80.23、 頭蓋長高示数は78.49、 頭蓋幅高示数は
97.83と なり、頭型

は brachy― ,hypsi― ,metriokran(短 、高、中頭)に属している。また頭蓋水平周は
503mm、 横

弧長は30711unである。           ‐

(2)顔面頭蓋

顔面頭蓋はほぼ完全である。眉上弓の隆起は弱い。鼻骨
の隆起は強く、鼻根部はやや扁平で、

鼻根部は広い。頬骨は左右とも分裂頼骨である。

顔面頭蓋の計測値は、顔長が98mm、 頬骨弓幅は132mm、 中顔幅は
104111n、 顔高は117mm、 上顔

高は70mmで、顔示数は88.64(K)、 112.50(V)、 上顔示数は53.03(K)、
67.31(V)と な

り、顔面には高顔傾向が認められる。

眼寓幅は43mm(右、左 )、 眼富高は32mm(右 )、 33mm(左 )で、眼寓示数は74.42(右 )、
76.74

(左)と なり、右側は chamaekonch(低 眼寓)、 左側は mesOkOnch(中 眼富)に属し
ている。

鼻幅は29mm、 鼻高は5211mで、鼻示数は55。 77となり、chamaerrhin(低 鼻)に属
している。

鼻根部の計測値は、前眼寓間幅が21mm、 鼻根横弧長は221111n、 鼻根彎曲示数
は95。 45と なり、鼻

根部はきわめて扁平である。両眼富幅は100mmで、眼富間示数は
21.00で、前頭突起水平傾斜角

は103度となり、前頭突起は矢状方向である。鼻根角は149度、鼻根陥凹示数は
11.43と なり、

鼻骨の隆起は弱い。

側面角は、全側面角が79度、鼻側面角が83度、歯槽側面角は68度
で、歯槽性突顎の傾向が認め

られる。

下顎骨は高径がやや高く、下顎枝は幅広い。
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2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

〔● :歯槽閉鎖〕● ● MI P2 Pl C 12 11 1l12C PI P2 MI M2●
● O MIP2 Pl C 12 11 1l12C Pl P2 Ml M2●

なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。咬耗度は BrOcaの 2～ 3度である。

歯の咬合形式は鉗子状咬合である。

3.四 肢 骨

(1)上肢骨

① 上腕骨

両狽Jと も骨体が残存していたが、左側の方が保存状態は良い。骨体は細い。

計測値は、中央最大径が18mm(右 )、 17mm(左 )、 中央最小径は14mm(右、左)で、骨体断面

示数は77.78(右 )、 82,35(左 )と なり、骨体の扁平性は弱い。また骨体最小周は51mm(左 )、

中央周は52mm(左)で、骨体は細い。

② 撓 骨

両側とも残存していたが、右側の方が残存状態は良い。骨体は細いが、左側の方がより細い。

③ 尺 骨

両側とも骨体が残存していた。尺骨体には左右で大きさの差が認められ、左側は右側よりも著

しく糸日ヽ 。ヽ

(2)下肢骨

① 寛 骨

両側とも坐骨を欠損しているが、大坐骨切痕の角度は大きく、恥骨下角も大きな角度である。

② 大腿骨

両償」とも大転子や外側顆を欠いている。長さは短く、骨体は細いが、粗線の発達は良好で、左

側は骨体の両側面が後方へ発達しており、骨体上部も扁平である。

計測値は、最大長が375mm(左 )、 骨体中央周は74mm(右 )、 78mm(左 )である。骨体中央矢

状径は23mm(右 )、 26mm(左 )、 横径は23mm(右 )、 24mm(左)で、骨体中央断面示数は100.00

(右 )、 108.33(左 )である。また、上骨体断面示数は72.41(右)と なり、骨体上部は扁平で

ある。

③ 肛 骨

右側は両端を欠損しており、左側も外側顆の大部分を欠損している。長さはやや短く、骨体も

細い。また、ヒラメ筋線の発達は悪く、骨体の断面形は両側ともヘリチカのⅡ型を呈している。
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計測値は、腫骨最大長が3151nln(左 )、 骨体周は691nln(右 )、 72mm(左 )、 最小周は63mm(左 )

で、骨体は細い。中央最大径は25mn(右 )、 261nlll(左 )、 中央横径は17nIIl(右 )、 18mll(左 )で、

中央断面示数は68.00(右 )、 69.23(左 )と なり、骨体は古墳人としては扁平である。

④ 勝 骨

左側が残存していた。骨体は細い。

4.推定身長値

左側大腿骨最大長から、Pearsonおよび藤井の公式を用いて推定身長値を算出すると、そ

れぞれ145。 78cm(PearsOn)、 145.22cm(藤 井)と なり、左側胆骨からは148.86cm(PearsOn)、

147.46cm(藤井)と なり、いずれも低身長である。

5.性別 0年令

性別は、眉上弓の隆起が弱く、大坐骨切痕の角度や恥骨下角が大きいことから、女性と推定し

た。年令は、三主縫合の内外両板が開離していることから壮年と考えられる。

6号墳 2号人骨 (男性、熟年 )

1.頭  蓋

(1)脳頭蓋

後頭骨の一部を欠損している以外はほぼ完全である。外後頭隆起の発達は良好で、外耳道は両

側とも観察できたが、右側の後壁に弱い骨隆起が認められる。縫合は、三主縫合の内板はすべて

癒合しているが、矢状縫合とラムダ縫合の外板はかなり癒合が進行している。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が176mm、 頭蓋最大幅が144mm、 バジオン・ ブレグマ高は131

1111nで ある。頭蓋長幅示数は81.82、 頭蓋長高示数は74.43、 頭蓋幅高示数は90。 97と なり、頭型

は brachy― ,orth― ,tapeinokran(短、中、平頭)に属している。また頭蓋水平周は517mm、 横

弧長は310mmである。

(2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は完全である。眉上弓は強く隆起し、鼻根部はやや狭い。

顔面頭蓋の計測値は、顔長が106mm、 頼骨弓幅は140mm、 中顔幅は110mm、 顔高は122mm、 上

顔高は73mmで、顔示数は87.14(K)、 110。 91(V)、 上顔示数は52.14(K)、 66.36(V)と な

り、顔面には高顔傾向が認められる。

眼高幅は47mm(右、左)、眼富高は33mm(右 )、 35mm(左 )で、眼寓示数は70.21(右 )、 74.47

(左)と なり、両側とも chamaekonch(低 眼高)に属している。

鼻幅は27mm、 鼻高は54mmで、鼻示数は50.00と なり、mesOrrhin(中鼻)に属している。
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鼻根部の計測値は、前眼富間幅が15mm、 鼻根横弧長は20mm、 鼻根彎曲示数は75.00と なり、鼻

骨の鼻骨間縫合へ向かう隆起は強い。両眼富幅は105mmで、眼寓間示数は14.29と なり、鼻根部

は狭い。日1頭突起水平傾斜角は63度を示し、前頭突起の向きは矢状方向である。鼻根角は143度、

鼻根陥凹示数は13.89で ある。

側面角は、全側面角が83度、鼻側面角が84度、歯槽側面角は80度で、歯槽性突顎の傾向は全く

認められない。

下顎枝は広く、下顎切痕は浅い。

2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。

● ● ● ● ● ● 120

残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、

● 12● ● ● ● ● ●

● ● ● P2● ● 1211 ● ● ● ● P2● ● ●

次のとおりである。

ド:喜信関到
咬耗度は BrOcaの 1～ 3度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。

3.四 肢 骨

(1)上肢骨

① 上腕骨

両側とも残存していたが、右側の方が保存状態は良い。骨体は細長いが、三角筋粗面の発達は

比較的良好である。

計測値は、中央最大径が21mm(右 )、 中央最小径は15111111(右 )で、骨体断面示数は71.43(右 )

となり、骨体は扁平である。骨体最小周は59mm(右 )、 中央周は62nln(右 )で、骨体は細い。

② 撓 骨

両側の骨体が残存していた。長さはやや長そうで、骨体はやや細い。本例は左側前腕に貝輪を

着装していたが、続骨の左右間にはそれほど著しい差は認められない。

③ 尺 骨

両側の骨体が残存していた。尺骨も長さがやや長く、骨体はやや細い。また、尺骨についても、

左右間に差はほとんどない。

(2)下肢骨

① 大腿骨

左右とも骨体が残存していた。また、粗線の発達はきわめて良好で、骨体両側面の後方への発

達も良好であるが、骨体上部には扁平性は認められない。

計測値は、骨体中央矢状径が30mm(右、左 )、 横径は26mm(右、左)で、骨体中央断面示数は
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115。 38(右、左)と なり、粗線や骨体両側面の後方への発達はきわめて良好である。骨体中央周

は89111n(右 )、 90mm(左 )で、骨体は大きい。また、上骨体断面示数は93.10(右 )と なり、骨

体上部には扁平性は認められない。

② 歴 骨

左右とも骨体が残存していたが、右側の方が残存状態は良い。長さはやや長そうで、ヒラメ筋

線の発達は悪い。骨体の断面形は右側はヘリチカのV型を、左側はⅡ型を呈している。

計測値は、中央最大径が301nlll(右 )、 29mll(左 )、 中央横径は21mm(右 )、 20mm(左 )で、中

央断面示数は70.00(右 )、 68.97(左 )となり、古墳人としては左側骨体はやや扁平である。骨

体周は81111111(右 )、 79mm(左 )、 最小周は72mm(右)で骨体はやや細い。

③ 勝 骨

右側が残存していた。径は大きく、稜も良く発達している。

4.性別 。年令

性別は、眉上弓が強く隆起し、四肢骨の径が大きいことやその形状から男性と推定した。年令

は、三主縫合の内板がすべて癒合していることから熟年と考えられる。

≪貝輪着装について≫

6号墳 2号人骨 (男性)の左側上腕遠位部から前腕にかけて、8枚の員輪が着装されていた。

人骨の残存状態からこの貝輪は2号被葬者 (男性)が、骨になってから着装されたものではなく、

おそらく生前から着装していたものと考えられる。この貝輪の内径は最も狭いもので、約 5 cmほ

どしかないことから考えて、生前は左側前腕の運動がかなり制限されていたと予想されるが、 2

号人骨の前腕の左右には著しい差が認められない。詳しく観察すれば、左側の方がわずかに細い

が、この程度の差は健全な場合でも認められる。ところが、この2号被葬者 (男性)よ りも以前

に葬られた1号被葬者 (女性)の前腕には左右で著しい差が認められるのである。左側幌骨はほ

とんど復元できなかったが、左側尺骨は右側に比較して著しく細く、その差は顕著である。これ

らのことから、この貝輪は本来は1号被葬者 (女性)が生前着装していたもので、その死去後に、

2号被葬者 (男性)が着装し、それほど長い時間が経過しないうちに死亡し、貝輪を着装したま

ま、葬られたものと考えられる。すなわち、2号被葬者が着装していた貝輪は本来は1号被葬者

が生前使用していたものと考えられるのである。
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≪ フ号墳≫

7号墳 1号人骨 (女性、壮年末 )

1.頭  蓋
(1)脳頭蓋

後頭骨の一部を欠損している以外はほぼ完全である。前頭鱗は膨隆している。外後頭隆起の状

態は不明であるが、乳様突起は小さい。外耳道は両側とも観察できたが、右側の後壁には骨腫が

認められる。縫合は、三主縫合のうち矢状縫合とラムダ縫合の内板は開離している。冠状縫合は

その左側半の大部分はまだ開離しているが、右側半は癒合閉鎖しており、外板は三主縫合の大部

分が開離している。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が168mm、 頭蓋最大幅は141mm、 バジオン・ ブレグマ高は133

mmである。頭蓋長幅示数は83.93、 頭蓋長高示数は79.17、 頭蓋幅高示数は94.33と なり、頭型

は brachy― ,hypsi― ,metriokran(短 、高、中頭)に属している。また頭蓋水平周は495mm、 横

弧長は300mmで ある。

(2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は完全である。眉上弓の隆起は弱い。鼻骨の隆起は強く、鼻根部は狭い。

顔面頭蓋の計測値は、顔長が99mm、 頼骨弓幅は134m血、中顔幅は92mm、 顔高は(106mm)、 上顔

高は58mmで、顔示数は (79。 10)(K)、 (115.22)(V)、 上顔示数は43.28(K)、 63.04(V)

となり、顔面には著しい低・広顔傾向が認められる。

眼富幅は41mm(右、左)、 眼高高は31mm(右、左)で、眼富示数は75.61(右、左)と なり、

両側とも chamaekonch(低 眼富)に属している。

鼻幅は24mm、 鼻高は43mmで、鼻示数は55.81と なり、chamaerrhin(低鼻)に属している。

鼻根部の計測値は、前眼富間幅が1711m、 鼻根横弧長は20mm、 鼻根彎曲示数は85.00と なり、鼻

骨の鼻骨間縫合への隆起は強い。両眼富幅は97mmで、眼富間示数は17.53と なり、鼻根部は狭い。

前頭突起水平傾斜角は82度 となり、前頭突起の向きは矢状方向である。鼻根角は132度、鼻根陥

凹示数は24.00である。

側面角は、全側面角が79度、鼻側面角が82度、歯槽側面角は70度で、歯槽性突顎の傾向は弱い。

下顎枝は幅広く、下顎切痕は浅い。

2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

0● ● O Pl C 12 11 1l 12 C ● 0 ● ● 0 〔● :歯槽閉鎖〕
● O Ml P2 Pl C 12 11 1l 12 C Pl P2 Ml● ●

咬耗度は BrOcaの 2度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。また、歯の咬合

形式は鉗子状咬合である。
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3.四 肢 骨

(1)上肢骨

① 上腕骨

左側骨体が残存していたが、計測はできない。観察したところでは径は小さい。

② l発 骨

左右とも遠位部が残存していた。諸径は小さい。

③ 尺 骨

尺骨は右側のみ残存していた。骨体は細い。

(2)下肢骨

① 寛 骨

左右とも残存していたが、右側の方が保存状態は良好である。大坐骨切痕の角度は大きく、耳

状面前溝はやや深い。

② 大腿骨

右側は大転子と外側顆を欠いているが、最大長の計測は可能で、左側は遠位部を欠損している。

粗線の発達は良好で、骨体両側面もやや後方へ発達している。

計測値は、最大長が37111ull(右 )、 骨体中央周は7811ull(右 )である。骨体中央矢状径は25mm

(右 )、 横径は24mm(右 )、 22mm(左 )で、骨体中央断面示数は104.14(右 )と なり、粗線や骨

体両面の後方への発達はやや良好である。また、上骨体断面示数は 82.14(右 )、 77。 78(左 )

となり、骨体上部には扁平性は認められない。

③ 胚 骨

右側は外側顆を、左側は近位部を欠損しているが、右側はかろうじて最大長を計測することが

できた。ヒラメ筋線の発達はやや良好で、骨体の断面形は両側ともヘリチカのⅡ型を呈している。

計測値は、胆骨最大長が302mm(右 )、 骨体周は70mm(右 )、 68mm(左 )、 最小周は63 mm

(右 )、 62mm(左)で、骨体は細い。中央最大径は23mm(右 )、 24mm(左 )、 中央横径は20mm

(右 )、 19mm(左 )で、中央断面示数は86.96(右 )、 79。 17(左)と なり、骨体には扁平性は全

く認められない。

4.推定身長値

右側大腿骨最大長から、Pearsonおよび藤井の公式を用いて推定身長値を算出すると、それ

ぞれ145,00cm(Pearson)、 144.15cm(藤井)で、右側胆骨からの推定身長値は145.80cm(Pea

rson)、 144。 31cm(藤井)と なり、いずれも低身長である。
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5.性別 。年令

性別は、眉上弓の隆起が弱く、大坐骨切痕の角度が大きいことから、女性と推定した。年令は、

三主縫合のうち矢状縫合とラムダ縫合および冠状縫合の左側半の大部分はまだ開離しているが、

右側半がすでに癒合閉鎖していることから壮年の終り頃と考えられる。

7号墳 2号人骨 (女性、壮年 )

1.頭  蓋

(1)脳頭蓋

後頭骨の大部分を欠損しているが、その他は保存良好である。前頭鱗は膨隆しており、乳様突

起も小さい。外耳道は両側とも観察できたが、両側とも後壁と前壁に著明な骨腫が認められる。

縫合は、三主縫合のうち冠状縫合と矢状縫合の観察ができたが、両縫合とも内外両板が開離して

いる。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が (164mm)、 頭蓋最大幅は141■lll、 バジオン・ ブレグマ高は

1341111nである。頭蓋長幅示数は (85,98)、 頭蓋長高示数は (81.71)、 頭蓋幅高示数は95.04と な

り、頭型は hyperbrachy― ,hypsi― ,metriokran(過短、高、中頭)に属している。また頭蓋水平

周は (488mm)、 横弧長は3071nmである。

(2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は完全である。眉上弓の隆起は弱い。鼻骨の隆起はそれほど強くなく、鼻根部は狭い。

顔面頭蓋の計測値は、顔長が90mm、 頼骨弓幅は133mm、 中顔幅は88mm、 顔高は102mm、 上顔高

は57mmで、顔示数は76.69(K)、 115.91(V)、上顔示数は42.86(K)、 64.77(V)と なり、

顔面には著しい低・広顔傾向が認められる。

眼寓幅は41mm(右、左 )、 眼富高は32mnl(右 、左)で、眼寓示数は78.05(右、左)と なり、

両側とも mesOkOnch(中眼高)に属している。

鼻幅は2511m、 鼻高は46mmで、鼻示数は54。 35と なり、chamaerrhin(低鼻)に属している。

鼻根部の計測値は、前眼富間幅が14mm、 鼻根横弧長は17111m、 鼻根彎曲示数は82.35と なり、鼻

骨の鼻骨間縫合へ向かう隆起はやや強い。両眼富幅は911111nで 、眼高間示数は15.38と なり、鼻根

部は狭い。前頭突起水平傾斜角は106度 となり、前頭突起の向きはどちらかといえば矢状方向で

ある。鼻根角は149度、鼻根陥凹示数は16.67で ある。

側面角は、全側面角が81度、鼻側面角が83度、歯槽側面角は60度で、歯槽性突顎の傾向が強い。

下顎枝幅広く、下顎切痕は浅い。
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2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

〔◎ :未萌出〕◎ M2Ml P2 PI C 12 11 II 12 C Pl P2 Ml M2◎
◎ M2Ml P2 Pl C 12 11 1l 12C Pl P2 Ml M2◎

咬耗度は BrOcaの 1度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。また、歯の咬合

形式は鋏状咬合である。

3.四 肢 骨

(1)上肢骨

① 上腕骨

両側とも骨体が残存していた。長さは短く、三角筋粗面の発達はやや良好である。

計測値は、中央最大径が21mm(右 )、中央最小径は16mm(右 )で、骨体断面示数は76.19(右 )

となり、骨体の扁平性は弱い。骨体最小周は52111n(右 、左)、 中央周は6011un(右 )で、最小周は

小さいが中央周はやや大きく、三角筋粗面の発達が良好なことがうかがえる。

② 榜 骨

右側はほぼ完全であるが、左側は近位部を欠損している。長さは短く、骨体は細い。

③ 尺 骨

左右とも骨体が残存していたが、左側の方が残存状態は良い。骨問縁の発達は良好である。

(2)下肢骨

① 寛 骨

両側とも坐骨を欠損している。大坐骨切痕の角度は大きく、耳状面前溝は深い。

② 大腿骨

右側は大転子と内側顆の一部を欠損しているが、保存状態は良好であり、左側は遠位部の大部

分を欠損している。長さは短く、粗線の発達も悪いが、骨体上部は扁平である。

計測値は、最大長が3671111n(右 )、 骨体中央周は70mm(右、左)で、長厚示数は19.34(右 )

である。骨体中央矢状径は22111m(右、左)、 横径は2211m(右 、左)で、骨体中央断面示数は

100.00(右、左)と なり、粗線や骨体両面の後方への発達は悪い。また、上骨体断面示数は

74.07(右 、左)と なり、骨体上部は扁平である。

③ 歴 骨

両側とも近位部を欠損している。前縁はS字状のカーブを描いており、ヒラメ筋線の発達は悪

い。骨体の断面形は両側ともヘリチカのV型を呈している。

計測値は、中央最大径が25mm(右 )、 2411m(左 )、 中央横径は19mm(右、左)で、中央断面示

数は76.00(右 )、 79。 17(左 )と なり、骨体には扁平性は全く認められない。骨体周は69mm

(右 )、 67111111(左 )、 最小周は64mm(右 )、 63111m(左 )で、骨体は細い。
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4.推定身長値

右側大腿骨最大長からPearsonおよび藤井の公式を用いて推定身長値を算出すると、それぞ

れ144.23cm(Pearson)、 143.25cm(藤 井)、 右側撓骨から算出すると、146.75cm(Pearson)、

144.28cm(藤井)と なり、いずれも低身長である。

5.性別 。年令

性別は、眉上弓の隆起が弱く、大坐骨切痕の角度が大きいことから、女性と推定した。年令は、

三主縫合のうち観察できた冠状縫合と矢状縫合の内外両板がともに開離していることから、壮年

と考えられる。

≪原村上古墳人骨群にみられた特殊所見≫

本人骨群には外耳道骨腫が頻繁に認められた。その数は表4の とおりで、 7体に存在した。ま

た、6号墳 1号人骨の両側の頬骨は非常に稀な分裂頬骨であった。

表4 外耳道骨腫

人 骨 番 号 性別  年令 位置

2号墳 1号人骨

2号墳 3号人骨

5号墳 1号人骨

6号墳 1号人骨

6号墳 2号人骨

7号墳 1号人骨

7号墳 2号人骨

男性  壮年
女性  壮年
女性  壮年
女性  壮年
男性  熟年
女性  壮年末
女性  壮年

右側

右側

左側

両側

右側

右側

両側

要 約

宮崎県北諸県郡高崎町大字縄瀬字原村上にある地下式横穴から出土した古墳時代入骨に関して、

人類学的観察や計測を行ない、次の結果を得た。

1。 今回報告した人骨は、昭和45年、46年、49年、57年および61年に出土した合計13体の成人骨

である。

2.こ の人骨群はすべて地下式横穴墓から出土した古墳時代入骨である。

3.男性 4体のうち、頭蓋長幅示数が算出できたのは2体のみで、 1例は長頭に近い中頭で、も

う1例 は短頭型である。両者の平均値は79.40と なりこれは中頭型に属している。また、バジ

オン・ ブレグマ高の平均値は131.0011mで 、頭の高さは低い。
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4.男性 4体のうち、顔面の特徴を知ることができたのは3体で、このうちの 2体の顔面には強

い低・広顔傾向が認められたが、 1例 は高顔傾向を示していた。また、前頭突起の向きはいず

れも矢状方向を向いている。歯槽側面角は3体が計測できたが、低・広顔傾向を示すものには

歯槽性突顎の傾向が認められ、高顔傾向を示す頭蓋には歯槽性突顎の傾向は認められない。

5.男性の四肢骨は、上腕骨は径があまり大きくないが、大腿骨体はやや大きく、骨体両側面は

やや後方へ発達しており、骨体上部が扁平なものも認められた。また、胆骨はやや長く、骨体

は著しく扁平である。

6.左側腫骨から算出した男性の推定身長値は161.59cm(PearsOn)と なり、高身長である。

7.女性の頭蓋長幅示数は2例算出することができ、その他に推定値を算出することができたも

のが 3例あった。この 5例のうち、短頭型に属するものが 3例、中頭型と長頭型がそれぞれ 1

例ずつで、この 5例の平均値は79。 61となり、この値は短頭に近い中頭型を示している。また、

バジオン・ ブレグマ高の平均値は131.00mmで、頭の高さは低い。

8.顔面頭蓋の特徴を明らかにできた女性は5体あった。このうちの4体は低・広顔傾向を示し

ていたが、残りの 1体はやや高顔傾向を示していた。なお、この例は、同じように高顔傾向を

示していた男性と同じ墳墓に葬られていた。また、前頭突起の向きは矢状方向である。歯槽側

面角は5体の計測が可能であり、歯槽性突顎の傾向が認められる。

9.女性上腕骨は細い。大腿骨体も著しく細く、粗線の発達も悪く、骨体の断面形は横広ろの楕

円形で、骨体上部は扁平である。腫骨も細いが、ヒラメ筋線の発達は良好で、なかには骨体が

男性同様、扁平なものも認められた。

10。 右側大腿骨から算出した女性の推定身長値は144.42cm(Pearson)で 、低身長である。

11.外耳道骨腫が 7体に認められた。

12.分裂頼骨が認められた (6号墳 1号人骨、女性 )。

13.6号墳 2号人骨の左側前腕部に貝輪が着装してあったが、人骨の形態的特徴から、これは本

来 1号被葬者 (6号墳 1号人骨)が生前つけていたもので、 1号被葬者の死後、 2号被葬者が

着装したものと考えられる。

14.以上のように、原村上地下式横穴墓から出土した人骨には、宮崎県の山間部の古墳人と同じ

ように「低・広顔傾向」が認められた。しかし、男女 1体づつ高顔傾向を示すものが存在して

いたが、この 2例は同じ墳墓に葬られており、しかも貝輪を持った人骨である。両人骨はよく

似た形態を示しており、貝輪が継承されていた形跡があることを考えあわせると、この 2体の

人骨は原村上人骨群のなかでは特異な存在といえる。
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表 5 脳頭蓋計測値 (mm)

原村上

2--1

男 性

原村上

4-1
男 性

原村上

6-2

男 性

原 村

平

男

上

均

性

M

1.  頭蓋最大長
8.  頭蓋最大幅
17.  バジオン・ ブレグマ高
8/1 頭蓋長幅示数
17/1 頭蓋長高示数
17/8 頭蓋幅高示数

頭蓋モズルス

5.  頭蓋底長
9.  最小前頭幅
10.  最大前頭幅
11.  両 耳 幅
12.  最大後頭幅
7.  大後頭孔長
16。   大後頭孔幅
16/7 大後頭示数
23.  頭蓋水平周
24.  横 弧 長
25.  正中矢状弧長
26.  正中矢状前頭弧長
27.  正中矢状頭頂弧長
28.  正中矢状後頭弧長
29.  正中矢状前頭弦長
30.  正中矢状頭頂弦長
31.  正中矢状後頭弦長
29/26 矢状前頭示数
30/27 矢状頭頂示数
31/28 矢状後頭示数

Vertex Rad.

Nasion  Rad.

Subsp.  Rad.

Prostho Rad.

148

129

87.16

101

95

126

131

32

320

135

118

87.41

122

96

89

94

178

137

133

76.97

74.72

97.08

149.33

99

95

112

126

506

297

120

131

106

119

88.33

90.84

119

91

87

176

144

131

81.82

74.43

90.97

150.33

103

94

115

130

113

29

517

310

113

120

101

110

89.38

91.67

121

95

100

106

2   177.00

3   143.00

3  131.00

2   79.40

2   74.58

3    91.74

2   149.83

3  101.00

3    94.67

3   117.67

3   129.00

1   113

2    30.50

2   155.50

3  309.00

3   122.67

2   125.50

3   108.33

2   114.50

3    88.37

2    91.26

3   120.67

3    94.00

3   92.00

2   100.00
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表 6 脳頭蓋計測値 (mm)

原村上 原村上 原村上

46-1 4-2 5-1

女 性 女 性 女 性

原村上  原村上  原村上

6-1  7-1  7-2

女 性  女 性  女 性

原村上

平 均

女 性

1. 頭謝我ラ帳       179   _

8.     動 kl扇            〔130〕      __

17. バジオン。ブレグマ高  125   126

8/1 頭蓋長幅示数      〔72.63〕  一

17/1,熙響l薦示数     6983  -

17/8頭 熱幅高示数      〔96.15〕  一

頭蓋モズルス    〔144.67〕  一

5. 雌        96   -

9. 最ノ揃 頭幅      89   -

10.  最大前頭旧       一    一

H.両 耳 幅    一   一

12   最大後頭幅       ―    一

7.  大後頭孔長       34    -

16   大後頭砲幅       26   -

16/7大 後頭示数      76.47  -

23.  頭蓋水刊司       一    ―

24.横 弧 長    一   一

25.  正中矢状弧長     362   -

26   正中知 t前頭眠長   122   -

27   正中矢状頭頂弧長    121   120

28   正中矢状後頭脚罠    119    -

29   正中矢状前頭弦長    HO    一
30.  正中矢状頭頂弦長    110   109

31.  正中矢状後頭弦長    94    -

29/% ウCヽ前頭示数      90.16  -

30/27矢状頭頂示数      90.91  -

31/28 矢状後頭示数      78.99  -
rヽertex Rad          ―一       ―一

卜Tasion Rad          ――       ―一

Subsp. Rad.          ―一       ―一

Prosth Rad       ―     一

186       172

〔140〕   138

133       135

〔7527〕  80.23

71 51     78 49

〔95.00〕  97.83

〔15300〕 148.33

101        99

--        92

--      119

--       125

--      118

32        -―

26        28

81.25    -―

―-       503

--       307

387       -―

138       125

140       122

109       -―

116       110

124       110

93       -一

84 06     88.00

88.57     90.16

85.32     -―

―-      118

--         93

--        97

--        105

16B (164)

r41. 141

133 134

83.93 (85.98)

79.r7 (81 .71)

94.33 95.04

147.33 (146.33)

97 94

92 91

ltD lrc

t25 r27

495 (488)

300 307

122 r27

t20

107 1i0

t07

87 .70 86.61

89.r7

t17 l2l

BB 86

93 85

101 91

4  176.25  7.93

3  140.00  1.73

6  131.00  4 34

2   82.08

4   74 75  4.77

3   95,73

2  147.83

5   97.40  2.70

4   91.00  1 41

3  116 33

3  125.67

1   118

2   33.00

3   26.67

2   78.86

2  499 00

3  304 67

2  374.50

5  126.80  6.61

5  124.60  8 65

2  114 00

5  110 60  3.29

5  112.00  6.82

2   93 50

5   87.31  2 23

4   89 70  0.98

2   82.16

3  118.67

3   89.00

3   91.67

3   99.00
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表 7 顔面頭蓋計測値 (mm、 度)

原村上
2-1
男 性

原村上

4-1
男 性

原村上

6-2
男 性

上
均
性

村原
平
男

40. 顔 長
41.  側顔長
42.  下顔長
43.  上顔幅
45.  頬骨弓幅
46.  中顔幅
47. 顔 高
48.  上顔高
47/45 顔示数 (K)
48/45 上顔示数 (K)
47/46 顔示数 (V)
48/46 上顔示数 (V)

顔面モズルス

50.  前眼富間幅
44.  両眼富幅
50/44 眼高間示数
51.  眼富幅 (右 )

(左 )

52.  眼富高 (右 )
(左 )

52/51 眼富示数 (右 )
(左 )

54.  鼻 幅
55. 鼻 高
54/55 鼻示数
55(1).梨状日高
56.  鼻骨長
57.  鼻骨最小幅
57(1).鼻骨最大幅
60.  上顎歯槽長
61.  上顎歯槽幅
62.  口蓋長
63.  口蓋幅
64.  口蓋高
61/60 上顎歯槽示数
63/62 日蓋示数
64/63 口蓋高示数
72.  全側面角
73.  鼻側面角
74.  歯槽側面角

95

75

107

〔138〕
103

117

64

〔84.78〕

〔46.38〕
113.59

62.14

19

97

19.59

42

42

33

33

78.57

78.57

24

50

48.00

10

64

69(右 )

109

〔100〕

(57)

〔57.00〕

21

42

30

71.43

29

44

65,91

106

73

114

111

140

110

122

73

87.14

52.14

110.91

66.36

122.67

15

105

14.29

47

47

33

35

70.21

74.47

27

54

50.00

33

23

9

57

49

2   100.50

2   74.00

1   114

3   109.00

1   140

2   106.50

2   119.50

2   68.50

1    87.14

1    52.14

2   112.25

2    64.25

1   122.67

3    18.33

2  101.00

2   16.94

3   43.67

2   44.50

3    32.00

2    34.00

3   73.40

2    76.52

3    26.67

3   49.33

3    54.64

1    33

1    23

2     9.50

86.67
90.00

70.33

一

５７

６４

４９

一

一

一

一

一

８３

８４

８０

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

８７

９３

６４

一

一

一

一

一

一

９０

９３

６７
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表 8 顔面頭蓋計測値 (mm、 度)

原村上  原村上  原村上

46-1  5-1  5-2

女 性  女 性  女 性

原村上  原村上  原村上

6-1  7-1  7-2

女 性  女 性  女 性

原村上

平 均

女 性

40.顔 長

41.  倶膨到受

42. 下顔長

43.   捌 冨

45,  難隅'弓中日

46. 中顔幅

47.顔 高

48.   」塑痴葛

47/45 '獅 耐数 (K)

48//45上募示数 (K)

47//46 :獅 R数 (V)

48/46上顔示数 (V)

顔面モズルス

50  前眼高FHl嘔
44. 両眼高幅
50/44眼高間示数

51  眼鰤  (右 )
(左 )

52. 眼鵠  (右 )

(左 )

52//51 眼寓示数 (右 )

(左 )

54. 鼻 1畠
55.鼻 高

54//55 鼻示数

5瓢1).梨状口高
56. 熙 長
57  難 最ノ」沖扇
5711).  鼻骨最大幅

60. 上顎歯槽長
61   上顎歯槽幅
62   回振
63. 口蓋幅
64.  園舗
61///60上顎歯槽示数

63/62 回蓋示数
64/63 口藍議ジ咤敗
72. 全側面角
73. 鼻側面角
74. 幽 励

99       102        -

74        75        -

100    -     ―

〔130〕   〔136〕    一

〔100〕   〔102〕    〔86〕

104    -    ―

64        66        -

〔80.00〕  一    一

〔49.23〕  〔48.53〕   一

〔104.00〕   一     ―

〔64.00〕  〔64.71〕   一

〔lH.00〕  一    一
19        16        17

95    -     ―
20.00  -    ―
40    -     一
40       44       39

32    -     一
32       36       34

80.00  -    ―
80.00     81.82     87.18

28        28        -

46    51     -
60.87     54.90     -

9         8        11

81       80        -

89       86        -

52    61     -

98        99

71       70

104       104

106       101

132       134

104        92

117  (106)

70        58

88.64 (79.10)

53.03     43.28

112.50 (115.22)

67.31     63.04

115.67 (113.00)

21        17

100        97

21.00     17.53

43        41

43        41

32        31

33        31

74.42     75.61

76.74     75.61

29        24

52       43

55.77     55.81

30       29

25        15

10         9

20       17

54        55

63        60

48       47

43     -
16     -
116.67    109.09

89.58  -
37.21  -
79       79

83       82

68        70

90      5

69      5

101   3

100      4

133      3

88      3

102      3

57      5

76.69   2

42.86   3

115.91   2

64.77   3

108.33   2

14      6

91      4

15.38  4

41      4

41      6

32      4

32      6

78.05   4

78.05   6

25      5

46      5

54.35   5

28      3

20      3

7      6

17      3

49      3

61      3

41      3

39      2

12      2

124.49   3

95.12   2

30.77   2

81     5

83      5

60      5

97.60  4.51

71.80  2.59

103.00

101.75  2.87

133.00

94.67

107.67

63.00  5.48

82.67

46.39

114.21

65.04

112.00

17.33  2.43

95.75  3.78

18.48  2.52

41.25  1.26

41.33  1.87

31.75  0.50

33.00  1.79

77.02  2.50

79.90  4.21

26.80  2.17

47.60  3.78

56.34  2.61

29,00

20.00

9.00  1.41

18.00

52.67

61.33

45.33

41.00

14 00

116.75

92.35

33.99

80.00  1.00

84.60  2.88

62.20  7 16

※ 〔 〕=推定値
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表 9 鼻根部計測値 (mm、 度 )

原村上  原村上  原村上

2-1  4-1  6-2

男 性  男 性  男 性

原村上

平 均

男 性

50. 前眼高間幅

動 麒

騨 轍

57. 鼻骨最ノj幅

44. 両眼富幅

50/44 眼高間示数

前頭突起上幅 (右 )

(左 )

…

螂

G一 N投影距離

肺

G― REE離

垂線高

動聯 晰 敵

19        21

22     -

86.36     -

19    -

97        -

19.59     -

11        10

10        10

65       89

2        3

15

20

75.00

9

105

14.29

8

8

63

1

143

36

5

13.89

3     18.33

2     21.00

2     80.68

1     14.00

2    101.00

2     16.94

3      9.67

3      9.33

3      72.33

3      2.00

1    143

1     36

1      5

1     13.89

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

表10 鼻根部計測値 (mm、 度)

原村上  原村上  原村上

46-1  5-1  5-2

女 性  女 性  女 性

原村上  原村上  原村上

6-1  7-1  7-2

女 性  女 性  女 性

原村上

平 均

女 性

n  Ⅳl

50。  前眼高間幅

勲麒

鼻根彎曲示数

57:  鼻骨最小幅

44. 両眼嵩幅

50/44眼富間示数

前瞑燭邑帥日(右 )

(左 )

前郵髄水羽聯

G一N脚 離

鋼

G― R距離

編

勲離 晰 敵

19        16

20        19

95.00     84.21

9         8

95     -

20.00     -

10        11

11        10

17        21

20       22

85.00     95.45

11        10

-       100

-    21.00

7         9

7         9

-    103

-     1

-   149

-    35

-     4

-   H.43

17       14

20       17

85.00     82.35

9         7

97       91

17.53     15.38

10        11

10/         9

82       106

2         2

132       149

25        30

6         5

24.00     16.67

6   17.33  2.43

6   19.67  1.63

6   87.84  5.81

6    9.00  1.41

4   95,75  3.78

4   18.48  2.52

6    9.67  1.50

6    9.33  1.37

3   97.00

3    1.67

3  143.33

3   30.00

3    5.00

3   17.37

一
　

一
　

一
　

一
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表11 下顎骨計測値 (mm、 度)

原村上  原村上
2-1  6-2

男 性  男 性

杜
均
性

原

平

男

65。

65(1).

66.

67.

68.

68(1).

69.

69(1)。

69(2)。

70。

70(1)。

70(2).

70(3)。

71.

71a.

71(1).

79.

681)/65
6a2)/69

71/70

71a/7∝幼

7α 3)/71(1)

下顎関節突起幅

下顎筋突起幅

下顎角幅

前下顎幅

下顎長

下顎長

オトガイ高

下顎体高 (右 )

(左 )

下顎体高 (右 )

(左 )

枝  高 (右 )
(左 )

前枝高  (右 )

(左 )

最小枝高 (右 )

(左 )

下顎切痕高 (右 )

(左 )

枝  幅 (右 )
(左 )

最小枝幅 (右 )

(左 )

下顎切痕幅 (右 )
.(左
)

下顎枝角 (右 )

(左 )

幅長示数

下顎高示数 (右 )

(左 )

下顎枝示数 (右 )

(左 )

下顎枝示数 (右 )

(左 )

下顎切痕示数 (右 )

(左 )

一
　

一
　

一
　

４７

　

一
　

一

32

31

136

113

50

116

33

35

64。 15

35。 29

36.11

1      136

1  113

2      48.50

1  116
1       33

2      33.50

1       31

1      65

1      65

1      53

1      54

1      12

1       13

1       34

1      34

1       34

1       36

1      131

1      134

1      85.29

1      64.15

1      35。 29

1      36.11

一

６５

６５

５３

５４

‐２

‐３

３４

一

３４

一

３４

３６

３‐

３４

８５

一

一

一

一-89-―



表12 下顎骨計測値 (mm、 度 )

原村上  原村上  原村上  原村上  原村上  原村上

46-1  5-1  5-2  6-1  7-1  7-2

女 性  女 性  女 性  女 性  女 性  女 性

原村上

平 均

女 性

65.

65(1).

66.

67.

68.

68(1).

69.

69(1).

69(2).

70.

70(1).

70(2).

70(3).

71.

71a.

下顎関節突起幅

下顎筋突起幅

下顎角幅

前下顎幅

下顎長

下顎長

オトガイ高

下顎体高 (右 )

(左 )

下顎体高 (右 )

(左 )

枝  高 (右 )

(左 )

42

32

31

前 枝 高 (右)  一

(左)   55

最小枝高 (右)    一

(左)    45

下顎切痕高 (右)   一

(左)  13

枝   幅 (右)   一

(左)  一

最 ノlヽ 枝 幅 (右)   一

(左)  一

71(1)   下顎切痕幅 (右)   一

(左)  38

79.  下 顎枝 角 (右)  一

(左)  137
6α2)/69  下顎高示数 (右)   一

(左)  一

71/70   下顎枝示数 (右)   一

(左)  一

71a/7α 2)下顎枝示数 (右),   一

(左)  ―

7α 3)/71(1)下 顎切痕示数 (右)  一

(左) 34.21

一

　

４９

　

一

一

４７

一

‐０

３３

一

３５

一

２９

６〇

一

一

４４

一

一

一

２９

２８

２４

２５

一

一

　

２５

　

一

54

86

36

125

87.88

60.00

66.67

33

34

62

61

50

12

36

36

41

119

58.06

72.00

29.27

99      1    99

48      5    46.00   2.92

-   1 110

30      4    32.0    1.41

28      3    29.33

29      4    31.50   3.51

26      2   25.00

26      4   26.25    1.89

55      2   57.50

-    1  62

57      1   57

58      3   58.00

49      2   51 50

-       2   47.50

12      1   12

-   2  12.50

35      3   35 33

-    1  36

34      3   35.00

-    1  36

34      1   34

-   2 39.50

121      2  123.00

-       2  128.00

86.67   1   86 67

86.67   2   87.28

63.64   2   61.82

-       1   58 06

69.39   2   68.03

-   1 72,00

35.29   1   35.29

-   2 31.74

35

35

―-90-



表13 鎖骨計測値 (mm)

原村上  原村上  原村上
6-2  5-2  6-1

男 性  女 性  女 性

原村上

7-2
女 性

原村上

平 均
女 性
M

2a.

骨体彎曲高 (右)  一

(左) 一

骨体彎曲高 (右)  一

(左) 一

骨体彎曲弦長 (右) 一

(左)一
中央垂直径 (右)  8

(左)  9
中央矢状径 (右) 10

(左)  9
中 央 周 (右)31

(左) 30
鎖骨断面示数 (右)80.00

(左)100.00

10

10

7

8

30

30

142.86

125.00

5

24

81

8

11

32

72.73

6       2

24       2

77       2

9       3

9       2

9       3

12       2

33       3

32       2

100.00    3

75.00   2

5.50

24.00

79.00

9.00

9.50

9.00

10.00

31.67

31.00

105.20

100.00

6.

4//5

表14 上腕骨計測値 (mm)

原村上  原村上  原村上
2-1  4-1  6-1
男 性  男 性  男 性

原村上

平 均
男 性

中央最大径 (右 )

(左 )

中央最小径 (右 )

(左 )

骨体最小周 (右 )

(左 )

中 央 周 (右 )

(左 )

」ヽ 頭 幅 (右 )
(左 )

小 頭 幅 (右 )
(左 )

骨体断面示数 (右 )

(左 )

21

15

58

71.43

21

16

60

63

76.19

21

15

59

62

17

22

71.43

21.00

21

15.00

16

59

60

60.00

63

17

22

71.43

76.19

2

1

2

1

1

1

2

1

1

1

2

1

7。

7(a).

12.

12(b)。

6/5
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表15 上腕骨計測値 (mm)
原村上  原村上  原村上  原村上  原村上
46-1  5-2  6-1  7-1  7-2
女 性  女 性  女 性  女 性  女 性

上

均

性

刷
平
女
n  M  σ

5.  
…

    (右 )

(左 )

6.  中央最′l怪 (右 )
(左 )

7.  骨r4P・/1潤 (右 )
(左 )

7(a).中 央 周 (右 )
(左 )

12. Jヽ 頭 1扇 (右 )
(左 )

12.小 頭 幅 (右 )
(左 )

6/5 骨体断面示数 (右 )
(左 )

71.43     76.47

66.67    -

18     -
17     -
14     -
14    -

51        52

52    -

77.78     -

82.35  -

4   19.25  2.06

2   19.00

4   14.50  1.29

2   14.00

2   51.00

3   51.67

3   57.33

2   55.50

4   75.47  2.76

2   74.51

21

21

15

14

60

59

17

13

50

52

21

16

52

52

60

76 19

表16 撓骨計測値 (mm)
原村上  原村上  原村上
6-2  5-2  6-1
男 性  女 性  女 性

原村上  原村上
7-1  7-1
女 性  女 性

原村上

平 均

女 性

n    M

1.  最大長 (右 )
(左)

3. 最 ]潤 (右 )
(左)

4.  骨体横径 (右 )
(左 )

4a. 骨体中央横径 (右 )
(左 )

4(2.頸横径 (右 )
(左 )

5.  偶体矢状径 (右 )
(左 )

5a. 骨体中央矢状径 (右 )
(左 )

5(2.頸矢状径 (右 )
(左 )

5(41.頸  周 (右 )
(左 )

515).骨体中央周 (右 )
(左 )

516).骨下端幅 (右 )
(左 )

5/4 偶・rA断面示数 (右 )
(左 )

5a/4a側 面示数 (右 )
(左 )

-     34    35    35

16        14        16        -

15-― ―

15        14        15        15

14-― 一

10    10    -    ―

10-一 ―

11         9        10        -

10-― ―

12         9         9        10

11-― ―

12     12     -     ―
12-― ―

36    36     -     ―
37-― ―

42       36       40       40

40-― ―

31--26
-― -27
68.75     64.29   62.50       -

66.67     -        ―        ―

80.00     64.29     60.00     66.67

78.57  -    一    ―

1   196

4    34.50  0.58

1    36

3     14.67

1    14

4    14.25  0.96

1    13

1    10

3      9.67

1    10

4     9.50  0.58

1    10

1     12

1    86

4     38.25  2.06

1    37

2     26.50

1    27

3     66.07

1     71.43

4     66.97  7.19

1     76.92

196

34

36

14

14

13

13

10

10

10

10

37

37

27

71.43

71.43

76.92

76.92

一-92-



表17 尺骨計測値 (冊m)

原村上  原村上  原村上

6-2   5-2   6-1

男 性  女 性  女 性

原村上  原村上

7-1   7-8

女 性  女 性

原村上

平 均

女 性

n  M

2.  機能長 (右 )

(左 )

21).肘 頭尺骨頭長 (右 )

(左 )

3.  最小周 (右 )

(左 )

6. 肘頭幅 (右 )

(左 )

8. 肘頭高 (右 )

(左 )

11. 尺骨矢状径 (右 )

(左 )

12. 尺骨横径 (右 )

(左 )

S   中央最小径 (右 )

(左 )

L   中央最大径 (右 )

(左 )

C 中 央 周 (右 )

(左 )

3/2 長厚示数 (右 )

(左 )

11/12 骨体断面示数 (右 )

(左 )

S/L 中央断面示数 (右 )

230

257

34

31

24

16

13

17

12

17

48

14.78

76.47

70.59

、一　

　

‐８９

　

一

一
　

８９

　

一

一
　

Ｈ

13

10

14

40

84.62

71.43

10

8

17

14

9

7

17

14

45

36

58.82

57.14

52.94

50.00

10

15

41

66.67

66.67

３４

　

３４

　

一

一
　

３４

　

一

‐０

　

一　

　

‐５

　

　

一

2      34.00

1      34

2      10.50

2      9.00

2      15.00

2      14.50

3      10.00

2      8.50

2      15.50

2     14.50

2      42.50

2      38.50

2      71.72

2      61.91

2      62.19

2     58.34(左 )
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表18 大腿骨計測値 (mm)

原村上

2-1

男 性

原村上

4-1

男 性

原村上

6-2

男 性

原村上

平 均

男 性

8。

6. 骨体中央矢状径 (右 )

(左 )

骨体中央横径 (右 )

(左 )

骨体中央周 (右 )

(左 )

骨体上横径 (右 )

(左 )

骨体上矢状径 (右 )

(左 )

(右 )

(左 )

(右 )

(左 )

(右 )

(左 )

(右 )

(左 )

(右 )

(左 )

(右 )

(左 )

6/7 骨体中央断面示数 (右 )

(左 )

10/9 上骨体断面示数 (右 )

15。  頸垂直径

16. 頸矢状径

18。  頭垂直径

19.頭 横 径

31

23

92

44

43

141

29

27

88

33

22

107.41

66.67

30

30

26

26

89

90

29

27

115.38

115.38

93.10

1      30

2      29.50

1      26

2      26.50

1      89

2      89.00

1      29

1      33

1      27

1      22

1      31

1      23

1      92

1      44

1      43

1    141

1     115.38

2     111.40

1      93.10

1      66.67

周頸

周頭

(左 )
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表19 大腿骨計測値 (mm)

原村 尊 原村上 原村上 原村上 原村上 原村上 原村上

2-2 46-1 5-1 5-2 6-1 7-1 7-2

女 性 女 性 女 性 女 性 女 性 女 性 女 性

原村上

平 均

女 性

1 最 大 長 (右)_一 一 ― -371367236900

(左)__― -375--1375

2.  自然位全長 (右)    _   ―   ―   ―   _   -  362   1  362

(左)_― 一 一 ― ― 一  ―

6   骨体中央矢状径 (右)  21   -   23   21   23   25   22  6  22.50 1.52

(左)-26232126-22523.602.30

7   骨体中央横径 (右)   23   -   25   23   23   24   22  6  23.33 1.04

(左)   -   25   24   23   24   22   22  6  2333 1.22

8   骨体中央周 (右)    68   -   76   69   74   78   70  6  72.50 4.09

(左)    -   81   75   69   78   -   70  5  7460 5.13

9   骨体上横径 (右)    一   一   -   27   29   28   27  4  2775 0.96

(左)   -  29  28  26  -  27  27  5  27.40 1.14

10.  骨体上矢状径 (右)   一   ―   -   19   21   23   20  4  20.75 1.71

(左)   -   26  20   19  -   21   20  5  2120 2.78

15   頸垂直径 (右)     一   一   -   29   -   -   27  2  28.00

(左)一 一 一 ― ― -28128

16   頸矢状径 (右)     一   一   -   19   -   -   21   2  20.00

(左 )一 ― ― ― ― -22122
17.頸 周 (右)一 一 -75--81278.00

(左)一 一 ― 一 ― _82182

18   頭垂直径 (右)     _   ―   _   -   36   _   40  2  38.00

(左)____-3639237.50

19.  頭 横 径 (右)     一   一   ―   -  37  -   40  2  3850

(左)一 ― ― ― -3540237.50

20頭 周 (右)一 ― ― ― H6-1282122.00

(プ三)一 一 ― ― 一 H41282121.00

6/7  骨体中央断面示数 (右) 91.30}-   9200 9130 100.00 10417 100.00 6  9646 5.61

(左) -  104.00 9583 91.30 108.33 -  10000 5  99.89 668

10/9  上骨体断面示数 (右)  一   ―   -   7037 7241 82.14 74.07 4  74.75 5.15

(左)  -  8966 71.43 7308 -  77.78 74.07 5  7720 734

8/2  長厚示数  (右)    ―   ―   一   一   一   -   19.34 1   19.34

(左)一 一 一 一 ― ― ―  ―

―-95-



表20 燿骨計測値 (mm)

原村上  原村上
4-1   6-2
男 性  男 性

原村上

平 均

男 性
n NI

la. 腫骨最大長 (右 )

(左 )

lb.胆 骨 長 (右 )

(左 )

2.  顆距間距離 (右 )

(左 )

6.  最大下端幅 (右 )

(左 )

7.  下端矢状径 (右 )

(左 )

8。   中央最大径 (右 )

8a.

(Z二 )

栄養孔位最大径 (右 )

(左 )

9。  中央 横 径 (右 )

(左 )

9a. 栄養孔位横径 (右 )

(左 )

10。 骨 体 周 (右 )

(左 )

10a。  栄養孔位周 (右 )

(左 )

10b. 最 だヽ 周 (右 )

(左 )

9/8  中央断面示数 (右 )

(左 )

9a/8a 栄養孔位断面示数 (右 )

．
　

３４９

　

一
　

３４〇

　

一
　

３２４

　

一

32

33

35

36

18

19

20

21

80

83

92

71

73

56.25

57.58

57.14

58.33

51

34

30

29

35

21

20

23

81

79

92

72

70.00

68.97

65,71

1  349

1  340

1  324

1   51

1   34

2   31.00

2   31.00

2   35.00

1   36

2   19.50

2   19.50

2   21.50

1   21

2   80.50

2   81.00

1   92

1   92

2   71.50

1   73

2   63.13

2   63.28

2   61.43

1   58.33(左 )

-96-―



表21 肛骨計測値 (mm)

原村上 原村上  原村上

4-2 5-1  5-2

女 性 女 性  女 性

原村上  原村上  原村上

6-1  7-1  7-2

女 性  女 性  女 性

原村上

平 均

女 性

la. 腰骨最大長 (右)   一

(左)   一

lb. 胆 骨 長 (右)   一

(左)   一

2.  顆距間距離 (右)   一

(左)   一

7.  下端矢状径 (右)   一

(左)   一

中央最大径 (右)   28

(左)   29

栄養孔位最大径 (右) 34

(左) 31

中央 横 径 (右)  19

(左)   19

栄養孔位横径 (右)  23

(左)  21

骨 体 周 (右) 77

(左)   76

栄養孔位周 (右)   90

(左)   83

10b. 最 小 周 (右)   一

(左)   一

9/8  中央断面示数 (右)  67.86

(左)  65.52

9a/8a 栄養孔位断面示数 (右)6765

(左)67.74

~~        24

27        24

--        27

--        27

--        17

16        17

--         17

--       18

--        65

69        67

--       71

--        72

--        58

--        59

--        70.83

59.26     70.83

~~        62.96

--        66.67

25        23

26        24

27        27

30        27

17        20

18        19

19        20

19        19

69        70

72        68

75        76

80        76

--        63

63        62

68.00     86.96

69.23     79.17

70.37     74.07

63.33     70.37

-   1

-   1

-   1

-   1

-   1

-   1

-   1

25        5

24        6

28        5

28        5

19        5

19        6

21        5

21        5

69        5

67        6

78        5

76        5

64        3

63        4

76.00     5

79.17     6

75.00     5

75.00     5

302

315

293

308

282

294

29

25.00  1.87

25.67  2.06

28.60  3.05

28.60  1.82

18.40  1.34

18.00  1 27

20.00  2.24

19 60  1.34

70.00  4.36

69.83  3.55

78.00  7.18

77.40  4.22

61.67

61.75  1.89

73.93  8.00

70.53  7 79

70.01  4.92

68.62  4.37

３０２

　

一
　

２９３

　

一

．
　

３‐５
　
　
一
　

３０８
　
　
一
　

２９４一

　

２９

　

一

一-97-―



表22 誹骨計測値 (mm)

原村上  原村上  原村上  原村上  原村上  原村上

6-2  5-1  5-2  6-1  7-2  平 均

男 性  女 性  女 性  女 性  女 性  女 性

2. 中央最大径 (右 )

(左 )

3. 中央最小径 (右 )

(左 )

4.中 央 周 (右 )

(左 )

4a. 最 小 周 (右 )

(左 )

49).下  端 幅 (右 )

(左 )

4(2a).下端矢状幅 (右 )

(左 )

3/2 中央断面示数 (右 )

(左 )

一　

　

‐２

　

一

‐４

　

一　

　

８

　

一　

　

３７

　

一

‐６

　

一
　

‐３

　

一　

　

４９

　

一

18

25

81.25

57.14

8

34

66.67

13

8

37

61.54

13

13

9

9

39

37

69.23

69.23

2      13.50

3      12.67

2      8.50

3       8.33

2      38.00

3      36.00

2      63.19

8      65.81

表23 膝蓋骨計測値 (mm)

原村上  原村上  原村上
6-2   6-1   7-2
男 性  女 性  女 性

右左右

1. 最大高

2. 最大幅

3. 最大厚
4. 関節面高

5。  内関節面幅

6. 外関節面幅

1/2 膝蓋骨高幅示数

20

18

24

35

17

34

38

16

20

22

89.47
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表24 推定身長値 (cm)

原村上  原村上  原村上

4-1   6-1   7-1

男 性  女 性  女 性

原村上

7-2

女 性

原村上

平 均

女 性

Pearsonの 式撓 骨 (右 )

(左 )

大腿骨 (右 )

(左 )

腫 骨 (右 )

(左 ) 161.59

145.78

148.86

145.00

145.80

146.75

144.23

1     146.75

2    144.42

1     145,78

1     145.80

1     148.86

藤井の式 機 骨 (右 )

(左 )

大腿骨 (右 )

(左 )

胆 骨 (右 )

(左 )

144.28

143.25

1     144.28

2    143.70

1     145.22

1    144.31

1     147.46159.91

145.22

147.46

144.15

144.31
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頭蓋側面

頭蓋上面

原村上 2号墳 1号人骨 (男性、壮年)頭蓋前面

―-100-一



頭蓋側面

原村上46-1号墳人骨 (女性、熟年)

-101-

頭蓋前面



頭蓋側面

頭蓋前面

原村上 4号墳 1号人骨 (男性、壮年 )

-102-―

頭蓋上面



原村上 5号墳 1号人骨 (女性、壮年)

頭蓋上面頭蓋前面

一-103-―



頭蓋前面

頭蓋側面

原村上 5号墳 2号人骨 (女性、壮年)

-104-



頭蓋側面

頭蓋上面

原村上 6号墳 1号人骨 (女性、壮年)

-105-―

頭蓋前面



頭蓋側面

原村上 6号墳 2号人骨 (男性、熟年)

-106-

頭蓋上面



頭蓋側面

頭蓋上面

原村上 7号墳 1号人骨 (女性、壮年)

-107-



頭蓋側面

頭蓋上面

原村上 7号墳 2号人骨 (女性、壮年)

-108-



原村上46-1号墳人骨 (女性、熟年)。 四肢骨

-109-
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枢
）
車
く
中

Ｈ
郷
中

Ю
引
〓
砥

中
経
目

ｏ
（購
輝

′却
嶺
）
中
く
中

∞
螂
中

Ю
引
〓
Щ
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車
経
月

ｏ
（貯
＃

′坦
枢
）
車
く
中

】
螂
中

０
引
〓
砥

中
堅
卜

・
（賠
環

′坦
枢
）
巾
く
中

Ｈ
郷
中

０
「
〓
底
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車
泌
引

。
（購
碓

′坦
駅
）
収
く
中

ヽ
岬
中

０
「
〓
Щ

申
樫
卜

・
（購
雄

′坦
駅
）
中
く
中

銀
螂
中

０
「
〓
Ｅ
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車
逃
引

・
（購
＃

′理
嶺
）
収
く
中

Ｈ
螂
中

卜
引
〓
砥

車
騒
卜

・
（購
環

′坦
枢
）
車
く
中

Ｈ
郷
中

卜
月
〓
底
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中
堅
調

・
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算

′坦
枢
）
車
く
中

憫
鄭
中

卜
引
〓
Щ

収
騒
卜

・
（購
輝

′運
転
）
車
く
中

∞
鄭
中

卜
引
〓
Щ
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2.縄瀬小学校地下式横穴墓出上の古墳時代入骨

資 料

宮崎県北諸県郡高崎町大字縄瀬にある縄瀬小学校の校庭からは、黒木昭三氏によれば、昭和38

年以降、昭和42年、46年、47年に地下式横穴墓が発見され、玄室から人骨が検出されている。昭

和42年は栗原文蔵氏が調査を行ない、46年は石川恒太郎氏 (石川、1972)が、47年には黒木昭三

氏が調査を行なっている。この 3回の発掘調査で、 3基の地下式横穴墓が発見され、合計 6体の

人骨が出土している。

昭和42年の発掘調査で出上した人骨は、栗原文蔵氏 (1971)によれば、「人骨は細片となり、

原位置を離れているものが多く、総体に軟弱で、取り上げ得ないものであった。」とあり、そう

すると、本町に保管されていた人骨がこの昭和42年出上の人骨かどうか問題になるが、この人骨

の残存量はけっして多くはなく、頭蓋に朱が認められることなどから本人骨はこの昭和42年出土

人骨と考えて大きな矛盾はないと考えられる。

昭和42年の発掘調査では、 2体の人骨が、46年では 1体の人骨が、さらに47年には3体の人骨

が検出されている。各人骨の性別、年令などは表25に示すとおりで、また人骨の体数や男女の内

訳は表26に示すとおりである。

表25 出土人骨一覧

発 見 年 月 日 人骨番号 ′性月」 年令 備 考

昭和 42年 7月 27日 42-1

42-2

男性

男性

壮年

熟年

頭蓋朱、少量

昭和46年 6月 7日 46-1 女性 壮年

昭和47年 3月 6日 47

47

47

-1

-2

-3

男性

男性

壮年

壮年

小児 (Ⅱ )13～ 14才

表26 出土人骨数

男 性 女 性 幼 児 合 計

昭和42年 出土人骨

昭和46年 出土人骨

昭和47年 出土人骨

2

0

2

0

1

0

0

0

1

2

1

3

人
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所 見

各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

42-1号人骨 (男性、壮年 )
1.頭 蓋

左側頭頂骨、左側側頭骨、後頭骨、左側頼骨および下顎骨の左側半が残存していた。外耳道は

左側の観察ができたが、前壁、後壁ともに骨腫が認められる。三主縫合は、冠状縫合の左側半、

矢状縫合およびラムダ縫合が観察可能で、いずれも内外両板とも開離している。計測は不可能で、

また、頭型は観察によっても推測することができない。下顎骨の径は大きい。

2.四 肢 骨

(1)上肢骨

鎖骨、上腕骨が残存していた。

① 上腕骨

左側の骨体が残存していた。三角筋粗面の発達はあまり良くないが、骨体の大きさは、宮崎県

の古墳人の平均値に近い。

計測値は、中央最大径が22111n(左 )、 中央最小径は17111n(左 )で、骨体断面示数は 77.27(左 )

となり、骨体の扁平性は強くない。また、中央周は66mm(左)である。

(2)下肢骨

大腿骨および胆骨の骨体が残存していた。

① 大腿骨

左右の骨体が残存していた。粗線そのものの発達はあまり良くないが、骨体両側面は後方へ著

しく発達している。

計測値は、骨体中央矢状径が30mm(左 )、横径は26mm(左 )で、骨体中央断面示数は115.38(左 )

となり、骨体両側面の後方への発達が著しい。骨体中央周は87mm(左 )で、骨体は太い。

② 腰骨

両側とも骨体が残存していた。ヒラメ筋線の発達は悪いが、骨間縁は鋭く突出している。骨体

の断面形は右狽1はヘリチカのⅡ型を、左側はV型を呈している。

計測値は、中央最大径が30mm(左 )、 中央横径は23mm(右 )、 21mm(左 )で、中央断面示数は

70.00(左 )と なり、骨体は扁平ではない。骨体周は80mm(左 )、 最小周は72mm(右 )で、骨体

はそれほど大きくはない。

3.性別 。年令

性別は、下顎骨や四肢骨の径が大きいことから男性と推定した。年令は、三主縫合が内外両板

とも開離していることから壮年と考えられる。
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42-2号人骨 (男性、熟年 )

1.頭 蓋

前頭骨、上顎骨、左右の頬骨、左右の側頭骨、下顎骨などの大片が残存していたが、復元はで

きなかった。右側の外耳道が観察できたが、骨腫は存在しない。また、縫合は、冠状縫合と矢状

縫合の一部が観察できたが、内板はいずれも癒合していたものと考えられる。眉上弓の隆起は著

しく強い。

2.歯

上下両顎の歯槽が観察できた。その状態と残存歯を歯式で示すと、次のとおりである。

【壇沃[勘
咬耗度はBrOcaの 2度である。

3.四 肢 骨

左側の大腿骨と胆骨が残存していた。大腿骨は左側の骨体近位部が残存していたが、計測はで

きない。また、腔骨は左側骨体が残存していたが、前縁が剥落しており、計測はほとんど不可能

であるが、骨間縁は良く発達している。

4.性別・ 年令

性別は、眉上弓の隆起が著しく強いことから男性と推定し、年令は縫合の内板が癒合していた

と考えられることから、熟年と推定した。

46-1号人骨 (女性、壮年 )

1.頭 蓋

(1)脳頭蓋

右側側頭骨と後頭骨の大部分を欠損している。頭蓋の全体の径は小さい。縫合は三主縫合とも

内外両板が開離している。外耳道は左側が観察できたが、骨腫は存在しない。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大長が162mmで、頭蓋最大幅、バジオン・ ブレグマ高はともに計測

できない。しかし、頭蓋最大幅は左側半を 2倍することによって、その推定値を算出することが

できた。その推定頭蓋最大幅は 〔63mm× 2=126mm〕 である。この推定値を用いて算出した頭蓋

長幅示数は 〔77.78〕 となり、頭型は中頭型に属している。

(2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は左側 2/3が残存していた。眉上弓の隆起は著しく弱く、前頭鱗は膨隆している。

顔面頭蓋の計測値は、顔高が100111m、 上顔高は (56mm)で 、高径は著しく低い。頬骨弓幅は計
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測できないが、中顔幅は左側半を2倍することによって、推定値を算出してみると、 〔47mm× 2=
9411ull〕 である。この推定値を用いて示数値を算出すると、顔示数は 〔106.38(V)〕、上顔示数は

〔59.57(V)〕 となり、顔面には著しい低顔傾向が認められる。

眼富の計測値は眼寓高が計測できたにすぎず、その計測値は (30111m)(左)である。鼻幅は

25mm、 鼻高は41mmで、鼻示数は60。 98と なり、hyperchamaerrhin(過低鼻)に属している。

側面角は、全側面角が (75)度、鼻側面角が84度、歯槽側面角は (54)度で、歯槽性突顎の傾

向が強い。

2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

◎ M2Ml P2 Pl C 12 P2Ml M2◎
ζ:棄冬
破
『 |M3M2M1//C/ P2Ml M2A/13

上顎両側のMは未萌出で、歯槽には萌出可能なスペースは存在しない。
咬耗度はBrOcaの 1度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。

3.四 肢 骨

(1)上肢骨

左側鎖骨、左側llk骨が残存していたが、いずれも緻密質の剥落が著しく、計測はできない。観

察したところでは、径はいずれも小さい。

(2)下肢骨

左右の胆骨の骨体が残存していた。

① 腰骨

左右とも骨体の径は著しく小さく、骨体は扁平である。また、右側のヒラメ筋線は突出してい

る。骨体の断面形は両側ともヘリチカのV型を呈している。なお、左側は緻密質が剥落しており、

計測はできない。

計測値は、中央最大径が24mm(右 )、 中央横径は16mm(右)で、中央断面示数は 66.67(右 )

となり、骨体はやや扁平である。骨体周は63111m(右 )、 最小周は60mm(右 )で、骨体は著しく細
い。

4.性別・ 年令

性別は、眉上弓の隆起が著しく弱く、前頭鱗も膨隆していることから女性と推定し、年令は、

三主縫合の内外両板が開離していることから、壮年と推定した。

47年 出土人骨

合計 2体分の人骨であるが、頭蓋と四肢骨を個体ごとに組合せることができないので、蓼蓋と
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四肢骨を別々に記載する。

頭 蓋

47-1号人骨 (男性、壮年 )

1.頭 蓋

脳頭蓋も顔面頭蓋も右側半が残存していた。乳様突起はあまり大きくはない。右側外耳道の観

察ができたが、骨腫は存在しない。縫合は冠状縫合と矢状縫合の右側半が観察できたが、
いずれ

も内外両板とも開離している。

計測はほとんど不可能であるが、バジオン・ ブレグマ高は134mmで 、頭の高さはやや高い。ま

た、右側の上顎骨前頭突起は矢状方向を向いており、歯槽突起には歯槽性の突顎傾向は認められ

ない。

2.歯

上顎骨には歯が釘植していた、これを歯式で示すと、次のとおりである。

K:奮彊話馨
勘

|

咬耗度はBrOcaの 1～ 2度である。

3.性別・ 年令

性別は、四肢骨が 2体分で、いずれも男性の四肢骨と考えられることから、本頭蓋も男性頭蓋

と推定される。年令は、縫合が内外両板とも開離していることから、壮年と推定した。

47-2号人骨 (男性、壮年 )

1.頭 蓋

前頭骨、右側頭頂骨の一部、右側頼骨、右側上顎骨の一部が残存していたにすぎない。縫合は

冠状縫合と矢状縫合の一部が観察できたが、いずれも内外両板とも開離している。また、眉上弓

は著しく隆起している。

計測はほとんど不可能であるが、観察したところでは、顔面は低顔傾向が強いようである。

2.歯

左側上顎骨には歯が釘植していた。残存歯を歯式で示すと、次のとおりである。

////////1 / / / / / O M20 16:奮
饂話馨
損)|

咬耗度はBrOcaの 1度である。

3.l1310年 令
性別は、眉上弓が著しく隆起していることから、男性と推定し、年令は縫合が内外両板とも

開離していることから、壮年と推定した。
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Ⅱ。四肢骨

四肢骨は胆骨および大腿骨が 2体分、誹骨が 1体分残存 していたが、いずれも男性四肢骨であ

る。

1,大腿骨 1(男性 )

右側の骨体が残存していた。骨体はそれほど太くはないが、骨体両側面は後方へ突出している。

計測値は、骨体中央矢状径が28mm(右 )、 横径は23mm(右 )で、骨体中央断面示数は121.74

(右)と なり、骨体両側面の後方への発達が著しい。骨体中央周は81mm(右 )である。

2.大腿骨 2(男性 )

左側の遠位半が残存 していた。径はそれほど大きいものではないが、骨体両側面は後方へ発達

している。

3.胆骨 1(男性 )

左側はほぼ完全である。ヒラメ筋線の発達はあまり良くない。また、骨体の断面形は両側とも

ヘリチカのV型を呈 している。

計漫1値 は、胆骨最大長が340mm(左 )でやや短い。中央最大径は28mm(右 )、 27mm(左 )、 中

央横径は20mm(右 )、 21mm(左 )で、中央断面示数は71.43(右 )、 77.78(左 )で、骨体は扁平

ではない。骨体周は75mm(右、左 )、 最小周は68mm(右、左)で骨体はやや細い。

4.肛骨 2(男性 )

右側骨体が残存していた。後面が剥落しており、計測はできないが、径は大きい。

5.勝骨 1(男性 )

左側骨体が残存していた。径はやや大きく、骨体は扁平である。

Ⅲ .推定身長値

男性の左側肛骨最大長からPearsOnと 藤井の式を用いて推定身長値を算出してみると、それぞ
れ159.45cm、 157.78cmと なり、いずれも低身長である。

要 約
宮崎県北諸県郡高崎町大字縄瀬にある縄瀬小学校の校庭から、昭和42年、46年、47年に地下式

横穴墓が発見され、玄室から人骨が検出された。出土した人骨は合計 6体で、そのうちの 5体が

成人骨であった。これら成人骨について、人類学的観察や計測をイテない、次の結果を得た。

1.こ の 6体の人骨はすべて地下式横穴墓から出土した古墳時代人骨である。
2.出土人骨 6体のうち4体が男性骨であるが、頭型を明らかにできたものは 1例 もない。バ

ジオン・ブレグマ高を計測できるものが1体あり、その計測値は134mmで、この例は戸の高

さがやや高い。
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3.男性の顔面頭蓋は1例 も計測できなかったが、観察によれば、顔面の高径は低いようであ

る。鼻根部の形態や上顎骨の歯槽突起の特徴は不明である。

4.男性の四肢骨は、上腕骨はあまり大きくはないが、大腿骨はやや太く、骨体両側面は著し

く後方へ発達している。また、胆骨は短く、骨体には扁平性は認められない。

5。 胆骨から算出した男性の推定身長値は159。 45cm(PearsOnの式)で、低身長である。

6。 女性は 1体であったが、頭蓋の計測が可能で、頭型は中頭型である。また、頭蓋の径は小

さい。

7.女性の顔面頭蓋は高径が低く、低顔傾向が著しい。また、歯槽側面角は著しく小さく、歯

槽性突顎の傾向が強い。

8。 四肢骨の径は小さく、胆骨は古墳時代女性としてはやや扁平である。
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表27 脳頭蓋計測値 (mm)

縄瀬小学校

47-… 1

男 性

縄瀬小学校

47--2

男 性

縄瀬小学校

46-- 1

女 性

1.  頭蓋最大長
8。   頭蓋最大幅
17.  バジオン・ ブレグマ高
23.  頭蓋水平周
24.  横 弧 長
25。   正中矢状弧長
26.  正中矢状前頭弧長
27.  正中矢状頭頂弧長
29.  正中矢状前頭弦長
30.  正中矢状頭頂弦長
29/26  矢状前頭示数
30/27  矢状頭頂示数

一
　

一
　

一
　

一

４

一
　

一
　

‐３

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

118

105

88.98

162

〔126〕

117

125

110

111

94.02

88.80
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表28 顔面頭蓋計測値 (llm)

縄瀬小学校

47-2

男 性

縄瀬小学校

46-1

女 性

46.

47.

48。

47///46

48///46

51.

52.

52/51

54.

55.

54//55

72.

73.

74.

〔94〕
100

(56)

〔106。 38〕

〔59.57〕

(30)

25

41

60。 98

(75)

84

(54)

中顔幅

顔 高

上顔高

顔示数 (V)
上顔示数 (V)
眼富幅 (右 )

(左 )

眼高高 (右 )

(左 )

眼富示数 (右 )

(左 )

鼻 幅

鼻 高

鼻示数

全側面角

鼻側面角

歯槽側面角

29

表29 下顎骨計測値 (nln、 度)

縄瀬小学校

42--1

男 性

縄瀬小学校

42--2

男 性

縄瀬小学校

46-- 1

女 性

67.

69.

69(1).

69(2).

70(1).

70(2).

70(3).

71.

71(1)。

79.

6Ⅸ劾/69

7∝ 3)/71(1)

前下顎幅
オトガイ高

下顎体高 (右 )

(左 )

下顎体高 (右 )

(左 )

前枝高

最小枝高

下顎切痕高

枝 幅 (右 )
(左 )

下顎切痕幅

下顎枝角

下顎高示数 (右 )

(左 )

下顎切痕示数 (右 )

(左 )

29

31

23

35

79 . 31

47

31

一

一

一

２６

一

２４

４８

４７

９

一

一

３８

３〇

一

23.68
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表30 上腕骨計測値 (llull)

縄瀬小学校

42--1

男 性

左

5。    中央最大径

6.  中央最小径

7.  骨体最小周

7(a).中  央 周

6/5  骨体断面示数

22

17

66

77 . 27

表31 大腿骨計測値 (mm)

縄瀬小学校

42--1

男 性

縄瀬小学校

47-- 1

男 性

8。

骨体中央矢状径 (右 )

(左 )

骨体中央横径 (右 )

(左 )

骨体中央周 (右 )

(左 )

骨体中央断面示数 (右 )

(左 )

上骨体断面示数 (右 )

(左 )

30

26

87

115.38

28

23

81

121.746//7

10/9
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表32 服骨計測値 (mm)

縄瀬小学校  縄瀬小学校
42--1        42--2

男 性    男 性

縄瀬小学校  縄瀬小学校
47-1     46-1
男 性    女 性

la.

lb.

9a.

1.

10a.

肛骨全長 (右 )

(左 )

肛骨最大長 (右 )

(左 )

胆 骨 長 (右 )

(左 )

顆距間距離 (右 )

(左 )

中央最大径 (右 )

(左 )

栄養孔位最大径 (右 )

(左 )

中央横径 (右 )

(左 )

栄養孔位横径 (右 )

(左 )

骨 体 周 (右 )

(左 )

栄養孔位周 (右 )

(左 )

最 小 周 (右 )
(左 )

中央断面示数 (右 )

(左 )

栄養孔位断面示数 (右 )

(左 )

長厚示数 (右 )

(左 )

一　

一　

一　

一
　

　

一　

一

一
　

一

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一　

一

20

22

340

330

318

28

27

30

32

20

21

21

21

75

75

82

85

68

68

71.43

77.78

70.00

65.63

24

28

16

17

63

72

60

66.67

60。 71

8.

8a.

30

23

21

25

80

72

70.00

10b.

9///8

9a///8a

10b/1 一
　

一

一　

一　

一

表33 勝骨計測値 (mm)

縄瀬小学校
47-1
男 性
左

1.

2.

3.

4.

4a。

3//2

4a/1

最大長

中央最大径

中央最小径

中央周

最小周

中央断面示数

長厚示数

17

10

45

58.82
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頭蓋側面

頭蓋前面 頭蓋上面
縄瀬小46-1(女性、壮年)
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3.横尾地下式横穴墓出土の古墳時代人骨

資 料

宮崎県北諸県郡高崎町大字縄瀬字横尾にある横尾地下式横穴墓は石川恒太郎氏によって昭和45

年 9月 26日 に調査が行なわれている (石川、1972)。 石川氏の報告書によれば、 3基の地下式横

穴墓から合計 4体の人骨が検出されている。 1号墳では2体、 2号墳と3号墳からはそれぞれ 1

体ずつが検出されている。取り上げられた人骨には古墳の番号や人骨番号が記載されていなかっ

たが、報告書の記述や写真から人骨を特定することができた。

各人骨の性別、年令は表34の とおりである。 4体の人骨はすべて成人骨で、表35の とおり、男

性骨は2体で、残りの 2体は女性骨である。

なお、この地下式横穴墓の年代は、石川氏によれば、古墳時代後期と推定されている。

人骨の保存状態はきわめて悪く、計測ができたのはごく一部のみであった。

表34 出土人骨一覧

遺構番号   人 骨 番 号   性別   年令
1号 墳   1号 墳 1号人骨   女性   熟年

1号墳 2号人骨   男性   不明
2号 墳   2号 墳 人 骨   女性   熟年
3号 墳   3号 墳 人 骨   男性   壮年

表35 資料数

男 性   女 性   合 計
2           2           4

所 見

各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

1号墳 1号人骨 (女性、熟年 )

脳頭蓋や上顎骨、下顎骨などが残存していたが、復元できない。眉上弓の隆起はほとんど認め

られず、前頭鱗は豊かに膨隆している。縫合は三主縫合のうち、冠状縫合の右側半と矢状縫合が

観察できた。冠状縫合は大部分が内外両板とも開離しているが、右側部は内外両板とも癒合して

おり、また矢状縫合は内板は癒合しているが、外板は開離している。外耳道は両側とも観察可能

で、両側ともに骨腫が認められる。

計測はほとんど不可能で、頭型も顔面の特徴も明らかにできない。
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上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである。

:不明 (破損)

:歯槽開存

:歯槽閉鎖

咬耗度はBrOcaの 3度である。下顎の大臼歯部は両側とも閉鎖しており、歯槽は稜を形成して

いる。また、上顎切歯の歯槽は閉鎖しているが、これがいわゆる風習的抜歯の痕跡かどうかは歯

槽の状態が必ずしも健康的ではないので、明確にできない。

性別は、眉上弓の隆起が認められず、前頭鱗が膨隆していることから女性と推定し、年令は、

縫合の閉鎖状態から熟年と推定した。

1号墳 2号人骨 (男性、年令不明 )

前頭骨と左側上顎骨の一部が残存していたにすぎない。眉上弓は著しく隆起している。

性別は、眉上弓の隆起が著しく強いことから男性と推定した。年令は不明である。

2号墳人骨 (女性、熟年 )

前頭骨、左側上顎骨および左側側頭骨が残存していたにすぎない。眉上弓の隆起は認められな

い。また、左側外耳道の観察が可能であったが、骨腫は存在しない。左側上顎骨の歯槽はす
べて

閉鎖吸収されている。

性別は、眉上弓の隆起が認められないことから女性と推定し、年令は、上顎の左側歯槽がす
べ

て閉鎖していることから熟年と推定した。

3号墳人骨 (男性、壮年 )

この一群の人骨のなかでは最も保存状態が良かった人骨である。

1.頭 蓋

右側半が残存していた。眉上弓の隆起は強く、乳様突起もわずかに大きい。外耳道は右側が観

察できたが、骨腫は存在しない。縫合は冠状縫合と矢状縫合の観察ができた。冠状縫合の左側半

と矢状縫合は内外両板とも開離しているが、冠状縫合の右側の 1/2は内板が癒合している。

下顎骨の径は大きく、下顎切痕は浅い。

2.歯

歯が残存していた。その残存歯と歯槽の状態を歯式で示せば、次のとおりである。

／

〇

●

咬耗度はBrOcaの 1～ 2度である。
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3.四 肢 骨

大腿骨と燿骨が残存していた。

① 大腿骨

右側が残存していた。計側はできないが、骨体はやや細く、骨頭は大きい。

② 胆骨

右側骨体が残存していた。径はそれほど大きいものではない。骨体の断面形はヘリチカのV型

を呈している。

計測値は、中央最大径が28mm(右 )、 中央横径は20mm(右 )で、中央断面示数は71.43(右 )と

なり、骨体は扁平ではない。また、骨体周は76mm(右)である。

4.性別 。年令

性別は、眉上弓の隆起が強く、下顎骨や大腿骨頭の径が大きいことから男性と推定し、年令は、

縫合の状態から壮年と推定した。

要

筋県北諸県郡高崎町大字縄瀬字横尾にある横尾地下式横穴墓の昭和45年の発掘調査で、 3基
の地下式横穴墓から合計 4体の人骨が出土 した。保存状態は悪かったが、残存 していた人骨の人

類学的観察や計測を行ない、次の結果を得た。

1.出土 した人骨は成人骨 4体で、男女各 2体ずつである。

2.こ の人骨は古墳時代後期に属する人骨である。

3.男女とも保存状態が悪く、頭型や顔面の特徴を明らかにすることはできなかった。

4.男性の大腿骨体はやや細い。また、胆骨もあまり大きいものではなく、骨体には扁平性は

認められない。

5.女性四肢骨は残存 していなかった。

6.女性人骨 1例に外耳道骨腫が認められた (両側 )。

参考文献

1.石川恒太郎、1972:高崎町大字縄瀬字横尾地下式古墳調査報告。宮崎県文化財調査報告書、第16

集 :91-97.
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表36 脳頭蓋計測値 (mm)

横 尾

3号墳人骨

男 性

横 尾

1号墳 1号人骨

女 性

7.

16.

16/7
26.

29,

29///26

46.

61.

大後頭孔長

大後頭孔幅

大後頭示数
正中矢状前頭弧長
正中矢状前頭弦長
矢状前頭示数
中顔幅
上顎歯槽幅

35

30

85,71

125

107

85.60

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

９４

５９

表37 下顎骨計測値 (mm、 度)

骨人
尾
号
性

横
墳
女
】写骨

尾
人
性
墳
横
号
男

65(1).

67.

69.

69(1)。

69(2).

70.

70(1).

70(2)。

70(3).

71.

71a.

71(1).

79.

71a/7Ⅸ幼
7∝ 3)/71(1)

下顎筋突起幅

前下顎幅
オ トガイ高

下顎体高 (右 )

(左 )

下顎体高 (右 )

枝  高 (右 )
前枝高  (右 )
最小枝高 (右 )

下顎切痕高 (右 )

枝  幅 (右 )
最小枝幅 (右 )
下顎切痕幅 (右 )
下顎枝角 (右 )

下顎枝示数 (右 )

下顎切痕示数 (右 )

30

27

64

55

12

34

34

35

124

61.82

34.29

90

48

28

26

27

54

12

36

33.33

表38 肛骨計測値 (mm)

横 尾
3号墳人骨
男 性
右

8.   中央最大径
8a.   栄養子L位最大径
9.   中央横径
9a.   栄養孔位横径
10.   骨 体 周
10a.   栄養孔位周
10b。    最 」ヽ 周
9/8   中央断面示数
9a/8a 栄養孔位断面示数

８

１

０

０

６

３

71.43

64.52
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横尾 1号墳 2号人骨 (男性 )・ 頭蓋

横尾 3号墳人骨 (男性、壮年 )・ 頭蓋上面
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横尾 3号墳人骨 (男性、壮年)・ 下顎骨

横尾 3号墳人骨 (男性、壮年)・ 下肢骨
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4.宇野原地下式横穴墓出上の古墳時代入骨

資 料 お よび所 見

宮崎県北諸県郡高崎町大字江平字宇野原にある宇野原地下式横穴墓は、黒木昭三氏によって昭

和46年 7月 1日 に調査が行なわれた。この横穴墓 1基から検出された人骨は 1体分の人骨である。

人骨の残存量は少ないが、性別や年令を推測することができ、また大腿骨の最大長が計測できた

ので、推定身長も算出できた貴重な 1体である。

昭和46年に宇野原地下式横穴墓から出土した人骨は後述しているように、壮年の女性骨 1体で

ある。

各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

1.頭 蓋

ラムダを中心とする前頭骨、頭頂骨が残存していたにすぎない。

縫合は、冠状縫合とラムダ縫合が観察できたが、いずれも内外両板とも開離している。

2.四 肢 骨

(1)上肢骨

陵骨と尺骨が残存していた。右側擁骨は骨体が残存していたが、その径は小さい。左側撓骨は

頸部が残存していた。また、尺骨は左側の遠位部のみである。

(2)下肢骨

寛骨、大腿骨、胆骨が残存していた。

① 寛骨

恥骨は両側とも完全である。恥骨下角は大きい。

② 大腿骨

右側は骨体が残存していたが、破損部分が多く、計測はできない。左側も骨体は不完全で、骨

体中央部での計測は不可能であるが、骨体の径は小さい。しかし、左側は内側顆と骨頭が完全で

あるので、最大長を計測することができた。最大長は370mm(左)で、長さはかなり短い。

③ 腰骨

左側の近位半の一部が残存していたにすぎない。

3.推定身長値

左側大腿骨最大長から、Pearsonと 藤井の式を用いて推定身長値を算出してみると、それぞれ

144.81cm、 144.05cmと なり、いずれも低身長である。

躙 鑽

宮崎県北諸県郡高崎町大字江平字宇野原にある宇野原地下式横穴墓の昭和46年に行なわれた発

掘調査で人骨が出土した。残存量は少なかったが、性別、年令が推定できたばかりでなく、推定
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身長値も算出できた。本人骨の特徴を要約すると次のとおりである。

1.残存していたのは 1体分の人骨で、壮年の女性骨である。
2。 この人骨は地下式横穴墓から出土した古墳時代入骨である。

3.頭型や顔面の形態は全く不明である。
4.機骨の径は小さい。
5。 大腿骨は短く、骨体も小さい。

6.本女性の推定身長値は144.81cm(Pearsonの 式)と なり、低身長である。

表39 機骨計測値 (mm)

原

性

野
　
　
右

宇

女

4. 骨 体 横 径

4a.  骨体中央横径
5。  骨 体 矢 状 径
5a.  骨体中央矢状径
5(5).骨 体 中 央 周
5/4 骨体断面示数
5a/4a 中央断面示数

14

14

9

9

37

64。 29

64.29

表40 大腿骨計測値 (mm)

原

性

野
　
　
左

宇

女

1.

18.

19.

20。

19//18

長

径

径

周

数

大
鏑
横
　
嚇

最

頭

頭

頭

頭

370

37

37

117

100.00

表41 推定身長値 (cm)

宇野原

女 性

Pearsonの式 藤井の式

144.05左側大腿骨 144.81
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宇野原地下式横穴出土人骨 (女性、壮年 )。 大腿骨
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5。 仮屋尾地下式横穴墓出土の古墳時代入骨

資 料

宮崎県北諸県君5高崎町大字前田字仮屋尾では、黒本昭三氏によれば、昭和38年以降、昭和44年

12月 15日 と翌45年 3月 に地下式横穴墓が発見されている。高崎町には「仮屋尾出土人骨」として、

少量の人骨が保管されていたが、この人骨は先の調査のどの人骨なのかは定かではない。人骨の

保存状態は著しく悪く、計測ができたのは、大腿骨のみであった。

残存人骨を精査した結果、歯は2体分あった。また、四肢骨は上腕骨、機,骨、大腿骨が残存じ

ていたが、続骨は後述しているとおり、径が大きいことから男性機骨と推測され、大腿骨は骨体

が細いことから女性大腿骨の可能性が強いので、四肢骨も2体分の可能性がある。従って、残存

人骨は男女 2体の可能性が考えられる。

なお、仮屋尾地下式横穴墓は隣町の高原町の日守地下式横穴墓群とともに一群の横穴墓群を形

成している。

表42 資料

人骨の部位 性別など

2体分

性別不明

男 性
女 性

所 見

各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

1.頭蓋

頭蓋の小片が存在していた。この小片には赤色顔料が付着していた。

2.歯

歯は2体分存在した。 1体分は咬耗が著しく弱く、他の 1体はこれよりも強いものである。い

ずれの歯にも赤色顔料が付着していた。

① 歯 1

遊離歯を歯式で示すと、次のとおりである。

歯

上腕骨

続骨

大腿骨

咬耗度はBrOcaの 1度である。
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② 歯 2

遊離歯を歯式で示すと、次のとおりである。

///P2//// /12////M2/
////Pl C 12 11

咬耗度はBrOcaの 2度である。

1l12//////

3.圏 肢 骨

(1)_L肢骨

① 上腕骨

右側骨体の遠位端が残存していた。径はあまり大きくはない。

② l斃骨

右側骨体の近位半が残存していた。径はやや大きい。径が大きいことから男性i尭骨の可能性が

強い。

(2)下肢骨

① 大腿骨

右側骨体の中央部が残存していた。径はやや小さく、粗線の発達も良くない。

また、骨体の断面形はほとんど円に近い。

計測値は、骨体中央矢状径が24mm(右 )、 骨体中央横径は23mm(右)で、骨体中央断面示数は

104.35(右)である。また、中央周は75mm(右 )で、骨体はやや細く、平均値的な見方をすれば、

この大腿骨は女性大腿骨の可能性が強い。

観察や計測を行ない、次の結果を得た。

1.残存量は少なかったが、頭蓋や歯には赤色顔料が付着していた。
2.遊離歯は2体分存在し、 1体は咬耗が弱く、他の 1体はやや強いものであった。
3.四肢骨は上腕骨、続骨、大腿骨が残存していた。議骨の径はやや大きく、男性続骨の可能
性が強い。また、大腿骨の骨体は小さく、この大腿骨は女性の可能性が強い。

4.以上のように、残存人骨は歯から2体分、四肢骨からも2体分の可能性が推測され、男女
2体分の可能性が考えられる。

参考文献

1.石川恒太郎、1970:高崎町仮屋尾地下式古墳調査報告。宮崎県文化財調査報告書、第15集 :93
--100.

要 約
宮崎県北諸県郡高崎町大字前田字仮屋尾にある地下式横穴から出上した人骨について人類学的
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2.松下孝幸、1981:日守地下式古墳出上の人骨。宮崎県文化財調査報告書、第23集 :169-178.

3.茂山 護、他、1980:日守地下式横穴54-1～ 4号。宮崎県文化財調査報告書、第22集 :61-87.
4.分部哲秋、1981:日 守地下式古墳出土の幼小児骨。宮崎県文化財調査報告書、第23集 :179-
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表43 大腿骨計測値 (mm)

仮屋尾

大腿骨 1

女 性

右

6。 骨体中央矢状径

7.骨体中央横径
8.骨体中央周

6/7骨体中央断面示数

24

23

75

104.35

-140-



仮屋尾地下式横穴出土人骨 0大腿骨、撓骨、上腕骨

-141-



6。 塚原地下式横穴墓群出土の古墳時代入骨

資 料

高崎町大字縄瀬字塚原では昭和43年 5月 16日 に地下式横穴墓が発見され、発掘調査が行なわれ

ており (石川、1969)、 また、この場所とは至近距離にある字千原の地からも昭和44年 4月 22日

に4基の地下式横穴墓が発見、調査されている (石川、1970)。 これら2回の発掘調査ではいず

れも人骨が出土しているが、高崎町に保管されていた人骨は上記のうち、昭和43年の分と昭和44

年の 1号墳出上の人骨であった。従って、本稿ではこれらについてのみ報告したい。昭和43年に

発見、調査された地下式横穴墓 (43-1号墳)か ら検出された人骨は3体で、昭和44年に調査さ

れた地下式横穴墓 (44-1号墳)か らは 1体の人骨が出上している。出土人骨の性別、年令は表

44の とおりである。

人骨の保存状態は比較的良好で、推定身長値が算出できるなど本人骨の特徴をある程度明らか

にすることができた。

表44 資料

人骨 番 号 性層J 年令

43-1-1号人骨
43-1-2号人骨
43-1-3号人骨

男性

女性

熟年

壮年

幼児

頭蓋赤色顔料

頭蓋赤色顔料

3才 (赤色顔料なし)

44-1-1号人骨 男性 壮年 顔面赤色顔料 (部分的)

石川氏によれば、この地下式横穴墓の所属時代は古墳時代の後期初頭頃と推定されている。

所 見

各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

43-1-1号 人骨 (男 llk、 熟年 )
1.頭蓋

頭蓋冠、上顎骨、左側頬骨および下顎骨が残存していた。計測は不可能で、また、観察によっ

ても頭型は推測することもできない。縫合は冠状縫合、矢状縫合およびラムダ縫合の右側部が観

察できた。これらはいずれも内板は癒合しており、矢状縫合は外板も癒合閉鎖しているが、冠状

縫合とラムダ縫合では一部に癒合が認められる。外耳道は右側が観察できたが、骨腫は存在しな

ヽヽ。

下顎骨の径は大きく、下顎切痕は浅い。

一-142-―



2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと、次のとおりである

磁:奮蛉讐]
/鼈 MlP2 Pl C 12 1111l 12 C Pl P2/M2/

鼈 M2Ml P2 Pl C 12 1111l 12 C PI P2 Ml M2/

咬耗度はBrOcaの 1～ 2度である。また、風習的抜歯は認められない。

3.囲 肢 骨

(1)_L肢骨

左側鎖骨、上腕骨、撓骨および尺骨が残存していた。

① 上腕骨

骨体の径はやや大きく、三角筋粗面の発達は良好である。

計測値は、中央最大径が2511111(左 )、 中央最小径は17mm(左 )で、骨体断面示数は 68.00(左 )

となり、骨体は扁平である。骨体最小周は6311111(左 )、 中央周は7111111(左 )で、骨体はやや大き

ヽヽ。

② 機骨
左右ともほぼ完全である。長さはやや長く、骨間縁は骨体近位 1/3あ たりで鋭く突出してい

る。

③ 尺骨
左側の尺骨が残存していた。骨体はやや大きく、骨間縁の発達は良好である。

(2)下肢骨

寛骨、大腿骨、胆骨および膝蓋骨が残存していた。

① 寛骨

左側の恥骨などが残存していた。恥骨下角は小さいようである。

② 大腿骨

左側は最大長が計測できた。長さは長く、骨体も太い。粗線は明瞭で、骨体の両側面はやや後

方へ発達している。

計測値は、最大長が436mm(左 )、 骨体中央周は871111(右 )、 8911111(左 )で、長厚示数は

20。 60(左 )である。骨体中央矢状径は29mm(右 )、 30mm(左 )、 横径は2611ull(右 )、 2811un(左 )

で、骨体中央断面示数は111.54(右 )、 107.14(左 )となり、骨体両面は後方へやや突出してお

り、その程度は右側の方が強い。また、上骨体断面示数は 72.74(左 )と なり、骨体上部は扁平

である。

③ 腰骨

両側とも遠位端を欠いている。ヒラメ筋線の発達は良好で、骨体は著しく扁平である。また、

骨体の断面形は両側ともヘリチカのⅣ型を呈している。
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計測値は、中央最大径が33mm(右 )、 32mll(左 )、 中央横径は19mm(右 )、 20mm(左 )で、中央

断面示数は 57.58(右 )、 62.50(左 )と なり、骨体は著しく扁平である。骨体周は831111(右 )、

82■lll(左 )、 最小周は71mm(右 )で、骨体は大きい。

4.推定身長値

左側大腿骨最大長から、PearsOnおよび藤井の公式を用いて推定身長値を算出すると、それぞ

れ163.27cm(Pearson)、 162.56cm(藤 井)である。また、機骨最大長から推定してみると、

163.45cm (PearsOn、 右 )、 163.77cm (Pearson、  左 )、 160。 85cm (藤井、 右 )、 161.94cm、

(藤井、左)となり、本例は高身長である。

5.l14311e年 令

性別は、恥骨下角が小さいことや四肢骨の径が大きいことから男性と推定した。年令は三主縫

合の内板がすべて癒合閉鎖していることから熟年と考えられる。

43-1-2号 人骨 (女性、熟年 )

1.頭 蓋

(1)脳頭蓋

後頭部と左側側頭部を欠損している、乳様突起は小さい。外耳道は右側の観察が可能であるが、

骨腫は認められない。縫合は、冠状縫合、矢状縫合およびラムダ縫合の右側半が観察できたが、

いずれも内外両板とも開離している。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大幅が134mm、 バジォン・ ブレグマ高は131mmで、示数値は、頭蓋

幅高示数が97.76である。頭蓋最大長が計測できないので、頭蓋長幅示数は算出できないが、観

察によって頭型を推測することが可能で、頭型は中頭型である。

(2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は左側の頼骨弓を欠損している以外はほぼ完全である。層上弓の隆起は著しく弱い。

顔面頭蓋の計測値は、顔長が95cm、 中顔幅は99mm、 顔高は108mm、 上顔高は64mmである。頬骨

弓幅は計測できないが、右側半が完全であるので、これを 2倍することによって、推定値を算出

してみると、 〔64mm× 2=128mm〕 となり、この推定値も用いて示数値を算出してみると、顔示

数は 〔84.38(K)〕 、109.09(V)、 上顔示数は 〔50.00(K)〕、64.65(V)と なり、顔面に

は低顔傾向が認められる。

眼寓幅は41nun(右 )、 眼富高は34mm(右 )、 36mm(左 )で、眼高示数は 82.93(右 )と なり、

右側はmesOkonch(中 眼富)に属している。

鼻幅は25nlm、 鼻高は52mmで、鼻示数は48.08と なり、mesOrrhin(中鼻)に属している。鼻根

部の計測値は、前眼富間幅が17mm、 鼻根横弧長は20mm、 鼻根彎曲示数は85.00で ある。両眼高幅

は981nlllで 、眼寓間示数は17.35と なり、鼻根部はあまり広くない。前頭突起水平傾斜角は計測で

きないが、観察したところでは、前頭突起の向きは矢状方向である。
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側面角は、全側面角が84度、鼻側面角が87度、歯槽側面角は70度で、歯槽性の突顎傾向は弱い。

下顎骨は径が小さく、下顎切痕は浅い。

2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯を歯式で示すと次のとおりである。

M3M2Ml P Pl C 12 1111l 12 C Pl P2 MI M2

h/13M2Ml P Pl C 12 11 1l12C Pl P2 Ml M2 M3

なお、上顎左側Mは萌出していない。咬耗度はBrOcaの 1～ 2度である。また、風習的抜歯

の痕跡は認められず、歯の咬合形式は鉗子状咬合である。

3.四 肢 骨

(1)止肢骨

右側の機骨と尺骨が残存していた。

① l発骨

完全な右側が残存していた。長さは短く、骨体は細い。

② 尺骨

尺骨も糸田く、/」 さヽヽヽ。

(2)下肢骨

寛骨、大腿骨、胆骨が残存していた。

① 寛骨

左右とも恥骨、腸骨が残存していた。恥骨下角は大きく、左側には耳状面前溝が認められる。

② 大腿骨

左右とも骨頭は完全であるが、骨体の保存状態はきわめて悪く、計測はできない。骨頭は小さ

ヽヽ。

③ 腰骨

左側の骨体遠位部が残存していたにすぎない。骨体は細いようである。

4.性別 0年令

性別は、眉上弓の隆起が著しく弱いことや恥骨下角が大きいことから、女性と推定した。年令

は三主縫合がいずれも内外両板とも開離していることから壮年と考えられる。

44-1-1号 人骨 (男性、壮年 )

1.頭 蓋        .

(1)脳頭蓋

後頭骨を欠損している以外は保存良好である。縫合は冠状縫合と矢状縫合が観察可能であるが、

これらはいずれも内外両板とも開離している。外耳道は両側とも観察できたが、骨腫は両側と
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も存在しない。

脳頭蓋の計測値は、頭蓋最大幅が146111111、 バジオン0ブルグマ高は13911mlで ある。示数値は頭

蓋幅高示数のみが算出可能で、その値は95。 21である。頭蓋最大長が計測できないので、頭蓋長

幅示数は算出できないが、観察したところでは、頭型は中頭型と考えられる。また、横弧長は

32211mlで ある。

(2)顔面頭蓋

左右の頼骨弓を欠損している以外は完全である、眉上弓は強く隆起し、鼻根部はやや陥凹して

いる。また、頼骨は外側へ強く張り出している。

顔面頭蓋の計測値は、顔長が114mm、 中顔幅は115mm、 顔高は1141111n、 上顔高は64mmで、高径

は低く、幅径は広い。頬骨弓幅は計測できないが、この幅もかかなり広そうである。顔示数は

99.13(V)、 上顔示数は 55。 65(V)と 著しく小さな値となり、顔面には著しい低 。広顔傾向

が認められる。

このような高径が低く、幅径が広い傾向は眼高部にも認められ、眼高幅は44mm(右 )、 45mm

(左 )、 眼富高は30mm(右 )、 3111al(左 )で、眼寓示数は68。 18(右 )、 68.89(左 )と なり、両

側ともchamaekOnch(低 眼富)に属している。

鼻幅は291nlll、 鼻高は47nlnで、鼻示数は61.70と なり、hyperchamaerrhin(過低鼻)に属してお

り、鼻部も高径が低く、幅径が広い傾向がかなり強い。

鼻根部の計測値は、前眼高間幅が19mm、 鼻根横弧長は2211m、 鼻根彎曲示数は86.36で ある。両

眼高幅は103mmで、眼寓間示数は18.45と なり、鼻根部は顔の幅に比べると、狭い。鼻骨最小幅

は10111111、 前頭突起上幅は10mm(右、左)である。前頭突起水平傾斜角は88度で、前頭突起は矢状

方向を向いている。また、鼻根角は (121)度、鼻根陥凹示数は (25.00)で ある。

側面角は、全側面角が76度、鼻側面角が81度、歯槽側面角は60度で、歯槽性突顎の傾向が強い。

下顎骨の径はやや大きい。下顎枝は幅広く、下顎切痕は浅い。

2.歯

上下両顎には歯が釘植していた。残存歯と歯槽の状態を歯式で示すと次のとおりである。

〔○ :歯槽開存〕

咬耗度はBrOcaの 1度である。なお、風習的抜歯の痕跡は認められない。

3.四 肢 骨
(1)上肢骨

右狽1の鎖骨中部と左側の肩甲骨の関節寓の部分が残存していた。
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(2)下肢骨

大腿骨と胆骨が残存していた。

① 大腿骨

右側は骨体が、左側は遠位半が残存していた。粗線そのものの発達は良くはないが、骨体は太

く、また骨体両側面は後方へ発達している。

計測値は、骨体中央矢状径が31mm(右 )、 3011111(左 )、 横径は27mm(右、左)で、骨体中央断

面示数は114.81(右 )、 111.11(左 )となり、骨体両面の後方への発達はきわめて良好である。

骨体中央周は9111ull(右 )、 90mm(左 )で、骨体の径は大きい。また、上骨体断面示数は78.79

(右)と なり、骨体上部は扁平である。

② 腰骨
左狽Jが残存していたが、緻密質が剥落しており、計測はできない。観察したところでは、骨体

の径は大きく、また扁平性は認められず、ヒラメ筋線の発達も悪い。骨体の断面形はヘリチカの

Ⅱ型を呈している。

4.性別 鬱年令

性別は、眉上弓が強く隆起し、四肢骨の径が大きいことから、男性と推定した。年令は冠状縫

合と矢状縫合がともに内外両板とも開離していることから、壮年と考えられる。

躙 約
宮崎県北諸県郡高崎町大字縄瀬字塚原と字千原から昭和43年と昭和44年に地下式横穴墓が発見

され、調査が行なわれた結果、人骨が検出された。保存状態は比較的良好であったので、人類学

的観察や計測を行ない、次の結果を得た。

1.検出された人骨は、43-1号墳で 3体分、44-1号墳では 1体分の人骨であった。

2。 この人骨は古墳時代後期に属する人骨群である。

3.観察や計測ができた男性頭蓋は 1例 (44-1-1号人骨)のみで、脳頭蓋の計測値は、頭

蓋最大幅が146mnl、 バジオン 0ブ レグマ高は139mm、 頭蓋長幅示数は算出できないが、観察

したところでは、頭型は中頭と考えられる。

4.男性は眉上弓の隆起が強く、鼻根部はやや陥凹しており、頬骨は外側へ強く張り出して

いる。顔面頭蓋の計測値は、中顔幅が115mm、 顔高は114mm、 上顔高は64mmで、顔示数は

99.13(V)、 上顔示数は 55.65(V)と なり、顔面には著 しい低 。広顔傾向が認められ

る。

また、眼富は両側ともchamaekonch(低眼高)に、鼻部はhyperchamaerrhin(過低鼻)に

属している。なお、歯槽側面角は60度で、歯槽性の突顎の傾向が強い。

5。 男性の四肢骨はやや大きく、上腕骨と胆骨は扁平であり、また大腿骨上部も扁平である。
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大腿骨は長 く、骨体の両側面は後方へ突出している。

6.男性の左側大腿骨からの推定身長値は163.27cmと なり、高身長である。
7.女性は、中頭型で、顔面には低顔傾向が認められる。また、歯槽性突顎の傾向は弱い。
8.女性の四肢骨は細くて、小さい。

参考文献

1.石川恒太郎、1969:高 崎町塚原地下式古墳調査報告。宮崎県文化財調査報告書、第14集 :31-39.

2.石り|1恒太郎、1970:北諸県郡高崎町地下式古墳調査報告。宮崎県文化財調査報告書、第15集 :

29--32.
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表45 脳頭蓋計測値 (Ilun)

塚 原   塚 原    塚 原
43--1-1 44-1-‐ 1   43-1-2

男 性   男 性    女 性

1.  頭蓋最大長
8.  頭蓋最大幅
17.  バジオン・ ブレグマ高
8/1 頭蓋長幅示数
17/1 頭蓋長高示数
17/8 頭蓋幅高示数

頭蓋モズルス

5. 頭 蓋 底 長
9.  最小前頭幅
10。   最大前頭幅
11.  両 耳 幅
12.  最大後頭幅
13.     予L グ尋 中冨

7.  大後頭孔長
16。   大後頭孔幅
16/7 大後頭示数  ・
23.  頭蓋水平周
24. 横 弧 長
25.  正中矢状弧長
26.  正中矢状前頭弧長
27.  正中矢状頭頂弧長
28.  正中矢状後頭弧長
29.  正中矢状前頭弦長
30.  正中矢状頭頂弦長
31.  正中矢状後頭弦長
29/26 矢状前頭示数
30/27 矢状頭頂示数
31/28 矢状後頭示数

Vertex  Rad.

Naslon  Rad.

Subsp.  Rad.

Prostho Rad.

一
　

一
　

一
　

一
　

一

一
　

４‐

　

一

　

一
　

一

　

一
　

一
　

一
　

一

　

一

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

　

一

　

一

　

一
　

一
　

一
　

一

　

一
　

一

　

一

　

一

　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

146

139

95。 21

107

105

124

140

322

129

112

86.82

128

96

101

112

134

131

97.76

98

91

120

120

107

89.17
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表46 顔面頭蓋計測値 (lun、 度)

塚 原

43-1・-1

男 性

塚 原   塚 原
44--1-… 1  43--1--2

男 性   女 性

40. 顔 長
41.  側顔長
42.  下顔長
43.  上顔幅
45。   頬骨弓幅
46。   中顔幅
47. 顔 高
48。   上顔高
47/45 顔示数 (K)
48/45 上顔示数 (K)
47/46 顔示数 (V)
48/46 上顔示数 (V)

顔面モズルス

51.  眼寓幅 (右 )
(左 )

52.  眼富高 (右 )
(左 )

52/51 眼高示数 (右 )
(左 )

鼻 幅

鼻 高

鼻示数

鼻骨最小幅

鼻骨最大幅

上顎歯槽長

上顎歯槽幅

口蓋長

口蓋幅

口蓋高

〔150〕

〔104〕

114

77

123

112

115

114

64

99。 13

55。 65

44

45

30

31

68.18

68.89

29

47

61.70

10

70

52

42

12

80。 77

28。 57

76

81

60

95

72 (イF)

101

104

〔128〕

99

108

64

〔84.38〕

〔50.00〕

109.09

64.65

〔110.33〕

41

34

36

82.93

25

52

48.08

9

49

62

43

40

10

126.53

93.02

25.00

84

87

70

一
　

一
　

一

54.

55。

54/55
57.

57(1).

60.

61.

62.

63.

64.

61

63

64

72.

73。

74.

/6o 上顎歯槽示数
/62 口蓋示数
/63 口蓋高示数
全側面角

鼻側面角

歯槽側面角
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襄47 鼻根部計測値 (mm、 度)

塚 原 塚 原

44-1-1   43-1-2
男 性    女 性

50.  前眼寓間幅
鼻根横弧長

鼻根彎曲示数

57.  鼻骨最小幅
44.  両眼嵩幅
50/44  眼富間示数

前頭突起上幅 (右 )

(左 )

前頭突起水平傾斜角

G一 N投影距離

鼻根角

G一 R距離

垂線高

鼻根陥凹示数

19

22

86.36

10

103

18。 45

10

10

88

4

(121)

(20)

(5)

(25.00)

17

20

85.00

9

98

17.35

10

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一

表48 下顎骨計測値 (mm、 度)

塚 原   塚 原   塚 原
43-1-1 44-1--1 43-1-2

男 性   男 性   女 性

65.

65(1).

66.

67.

68.

68 (1)。

69.

69(1).

69(2).

70.

70(1).

70 (2).

下顎関節突起幅

下顎筋突起幅

下顎角幅

前下顎幅

下 顎 長

下 顎 長

オトガイ高

下顎体高 (右 )

(左 )

下顎体高 (右 )

(左 )

枝  高 (右 )
前 枝 高 (右 )

(左 )

最小枝高 (右 )

(左 )

29

32

23

60

61

54

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一　

２８

　

一
　

一　

２６

　

一
　

一
　

一
　

一　

５０

一

一

一

一

５〇

一

一

３７

３３

３２

３‐

３‐

一

６６

６５

一

５２
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70(3)。

71.

71a.

71(1)。

79.

69(a/69

71/70
71a/7∝劾

70侶 )/71(1)

下顎切痕高 (右 )

枝  幅 (右 )
最小枝幅 (右 )

下顎切痕幅 (右 )

下顎枝角 (右 )

下顎高示数 (右 )

(左 )

下顎枝示数 (右 )

下顎枝示数 (右 )

下顎切痕示数 (右 )

13

34

33

43

127

79.31

56.67

61.11

30.23

83.78

83.78

12

33

33

33

127

92.86

66.00

36.36

一
　

一
　

一
　

一

一
　

一

表49 鎖骨計測値 (mm)

塚 原

43-1-1
男 性
左

4.

5.

6。

4/5

中央垂直径

中央矢状径

中央周

鎖骨断面示数

10

13

38

76.92

表50 上腕骨計測値 (Ilml)

塚 原

43-1-1
男 性

左

4.  下 端  幅
5。   中央最大径
6。   中央最小径
7.  骨体最小周
7(a)。  中 央  周
11.  滑 車  幅
12.  小 頭  幅
12(a)。  滑車鳴および小頭幅
12(b)。  小  頭  幅
13.  滑 車  深
14. 肘 頭 富 幅
15。  肘 頭 高 深
6/5  骨体断面示数

56

25

17

63

71

19

17

41

22

23

23

13

68.00
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表51 機骨計測値 (Ilml)

塚 原

43-1-1
男 性

塚 原

43-1-2
女 性

右左右

1.  最大長
lb。   平行長
2.  機能長
3.  最小周
4.  骨体横径
4a.  骨体中央横径
《1)。  小頭横径
《劾. 頸横径
5.  骨体矢状径
5a.  骨体中央矢状径
駅1)。  小頭矢状径
駅劾. 頸矢状径
駅3)。  小頭周
514). 頸 周
駅励. 骨体中央周
瓢0。  骨下端幅
3/2  長厚示数
5/4  骨体断面示数
5a/4a 中央断面示数

237

237

223

41

19

16

13

13

13

13

43

46

31

18.39

68。 42

81.25

238

237

222

40

17

16

23

13

13

13

15

44

47

31

18.02

76.47

81.25

207

204

196

36

15

14

19

10

10

10

12

36

40

26

18。 37

66.67

71.43

表52 尺骨計測値 (mm)

塚 原   塚 原
43-1-1  43-1-‐ 2
男 性  女 性

右右

3.  最小周
11.  尺骨矢状径
12.  尺骨横径
S    中央最小径
L    中央最大径
C    中央周
11/12  骨体断面示数
S/L  中央断面示数

34

14

16

11

17

46

87.50

64.71

30

10

14

10

14

41

71.43

71.43

―-153-―



表53 大腿骨計測値 (mll)

塚 原

43-1-1
男 性

塚 原

44-1-1

男 性

塚 原

43-- 1 - 2

女 性

1.

2.

6.

7.

8.

9.

10.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

8/2
6/7
10/9

最大長

自然位全長

骨体中央矢状径

骨体中央横径

骨体中央周

骨体上横径

骨体上矢状径

頸垂直径

頸矢状径

頸 周

頭垂直径

頭横径

頭 周

長厚示数

骨体中央断面示数

上骨体断面示数

-     436

-     432

29      30

26      28

87      89

-      33

-      24

-      29

-      44

-      44

-     142

-      20.60

111.54  107.14

-      72.73

31      30

27      27

91      90

33    -
26    -

114.81  111.11

78。 79  -

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

３８

　

一
　

一
　

一
　

一

一

一

一

一
　

一

一
　

一

２６

２０

８〇

一

３８

一

一
　

一

一

表54 麗骨計測値 (mm) 表55 膝蓋骨計測値 (mm)

塚 原

43-1-1
男 性

塚 原
43-1-1
男 性

8。  中央最大径
8a. 栄養孔位最大径
9。  中央横径
9a. 栄養孔位横径
10. 骨体周
10a. 栄養孔位周
10b。  最小周
9/8 中央断面示数
9a/8a栄養孔位断面示数

33      32

34      35

19      20

22      20

83      82

91      88

71   -
57.58   62.50

64.71    57.14

1.  最大高      38
2.  最大幅      43
3.  最大厚      19
4.  関節面高     29
5.  内関節面幅    21
6.  外関節面幅    26
1/2 膝蓋骨高幅示数  88.37
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頭蓋側面

頭蓋上面

頭蓋前面
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塚原43-1-2号人骨 (女性、壮年)



頭蓋側面

頭蓋上面

頭蓋前面 塚原44-1-1号 人骨 (男性、壮年 )
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0.赳 崎県萬崎滲謳血蜀箇瞳時代靱ホ児綺

分 部 哲 秋 *

遺跡の発掘調査によって見出される人骨の中には、かなり高い割合で幼小児骨が含まれてり、

中には50%を越える遺跡もある。筆者は、縄文時代から弥生時代、古墳時代を経て現代に至るま

での幼小児骨を対象として、骨の大きさ、化骨および歯の萌出などを調査し、その時代ごとの幼

小児骨の形態的特徴について研究を行っているが、古墳時代の資料は今のところ出土数が少ない

のが現状である。

ここで報告しようとする宮崎県北諸県郡高崎町に所在する地下式横穴墓 3遺跡から出土した幼

小児骨は、比較的顔面部の保存状態が良く、今後の幼小児骨の研究にとって貴重な資料の一つと

なると考えられることから、詳細な人類学的観察および計測を行った。その結果について報告し

ておきたい。

1。 原村上地下式横穴墓群出土の古墳時代小児骨

資 料 お よ び方 法

高崎町大字縄瀬字原村上からは、別稿で松下が詳述しているような経過のもとに、昭和45年以

降昭和61年までに合計15体の人骨が出土している。このうち 2体は小児骨で、表56に示している

ように、昭和45年に発掘調査がなされた 2基のうち 1基から出土したものである。年令および年

令区分は、表57に示しているとおりである。なお、これらの人骨の所属時代は、考古学的所見か

ら古墳時代である。

小児骨の年令、年令区分は後記しているように、年令は藤田 (1965)による現代人の歯の萌出

時期および金田 (1957)に よる現代人の歯根の形成時期を用いて、現代と古墳時代のそれらが大

差ないと仮定したうえで推定した。年令区分は、佐賀県大友遺跡出土の幼小児骨 (分部、1981)

の報告と同様の区分とした。なお、幼小児骨の性差については種々の研究がなされているが、同

定を行うことは難しいのが現状で、本例についても性別は不明である。

計測方法は、Martin―Saller(1957)に よった。

所 見

骨の計測値は、文末に一括して掲げた。

* Tetsuaki WAKEBE

Departlnent of Anatomy, Faculty of ⅣIedicine, Nagasaki University

[長崎大学医学部解剖学第二教室 (主任 :内藤芳篤教授)]
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表56 資料数

遺構番号   出 土 年   成 人 骨      幼 小 児 骨

男性  女性  幼児  小児 (I)小 児 (Ⅱ ) 合 計

2 号 墳  昭和45年   1   2   0    2     0    5

3 号 墳  昭和45年   1   0   0    0     0     1

46-1号墳  昭和46年   0   1   0    0     0     1

4 号 墳  昭和49年   1   1   0    0     0     2

5 号 墳  昭和57年   0   2   0    0     0     2

6 号 墳  昭和61年   1   1   0    0     0     2

7 号 墳  昭和61年   0   2   0    0     0     2

合    計       4   9   0    2    0    15

表57 資 料

人 骨 番号   年令   年令区分    性別

2号墳 4号人骨  6才   小児 (1期) 不明
2号墳 5号人骨  10才   小児 (I期 ) 不明

2号墳 4号人骨 (6才、小児 I期 )

(1)頭蓋

1)脳頭蓋

脳頭蓋は前頭骨の左半、左側頭頂骨の一部および左側側頭骨が残っている。骨壁は薄く、前頭

部はよく膨隆している。また、眉間には弱い突出が認められる。頭型は欠損部が多くて不明であ

る。

2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は、右側の眼高部と下顎の下顎枝を欠く他は比較的よく残存している。計測値は表59

に示しているとおりであるが、上顔幅および中顔幅は右側の計測点が欠損しているので、正中

面から左狽1ま での距離を 2倍することにより求め、それぞれ (411111n× 2=82111n)、 (40111n× 2=

80111111)と なる。高径は顔高は計測できないが、上顔高は51mmである。したがって、ウイルヒヨー

の上顔示数は (63.75)と なり、顔面型は過低上顔 (hyperchamaeprosop)に 属しており、低顔

の傾向が強く認められる。

眼高は、眼寓幅が35111111(左 )、 眼寓高は3111ull(左 )で、幅径に比べて高径が大きい。したがっ

て、眼寓示数は88.57(左 )と なり、眼寓型は高眼寓 (hypsikonch)(左 )に属している。また、
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鼻部は鼻幅が20mm、 鼻尚は37mmで、鼻示数は54.05と なり、広鼻 (chamaerrhin)に属している。

下顎は下顎体が残存している。しかし、左狽1のMの 位置での下顎体高のみが計測可能で、
17mm(左 )と下顎体は低い。

残存した歯を歯式で示すと、次のとおりである。

* 萌出途中

( )歯槽内埋伏

/不  明

歯の萌出状態は、永久歯が上下両顎の第一大臼歯まで萌出しており、下顎の乳中切歯は脱落し

中切歯が萌出を開始している。咬耗度は乳歯がBrOcaの 1か ら2度、第一大臼歯は 1度の咬耗が

局部的に認められる。歯根の形成程度は、上顎中切歯が現代人の歯根の約25%、 下顎中切歯は約

40%、 下顎側切歯は約30%ほどである。

(2)化骨

化骨の進行程度は、頭蓋の蝶後頭軟骨結合部のみが観察でき、未癒合である。

輪)特殊所見

左倶1眼高の上面には、幼小児骨によく見られるcribra orbitaliaが 認められる。しかし、これ

は軽度である。右側は欠損により不明である。また、外耳道は左側のみが観察可能で、骨腫は認

められない。

幹)年令

この人骨の年令を歯の萌出状態および歯根の形成程度から推測してみると、先ず萌出状態は、

上下両顎の第一大臼歯が萌出を完了し、下顎の中切歯が萌出の途中である。藤田 (1965)に よれ

ば、現代人の上顎第一大自歯の萌出年令は男性平均で6才 8ケ月、女性平均で 6才 4ケ月である。

また、下顎の中切歯は男性平均 6才 6ケ月、女性平均 6才 2ケ月である。金田 (1957)の歯根形

成時期によれば、この人骨の上顎中切歯の形成程度は現代人の 6才、下顎中切歯は5才後半、下

顎側切歯は6才に相当する。以上のことから、仮りに古墳時代と現代における歯の萌出年令およ

び歯根の形成時期が大差ないと仮定すれば、この人骨の年令は6才の小児と推定される。

2号墳 5号人骨 (10才、小児 I期 )

(1)頭蓋

1)脳頭蓋

脳頭蓋は、右側頭頂骨の下半、後頭骨の右半および右側側頭骨を欠いている。骨壁は成人骨女

性の厚さよりもやや薄い。前頭部は、前頭結節は発達しているが、後ろへやや傾いている。また、

眉間はやや突出しているものの眉上弓の発達はまったく認められない。計測値は表58に示してい

るように、頭蓋最大長が (176)mm、 頭蓋最大幅は (130)llll、 バジオン。ブレグマ高は128mmで
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ある。頭蓋最大幅は右側の計測点が欠損しているために、左側のエウリオンから正中面までの垂

直距離を2倍 (65mm× 2=130mm)す ることにより求めた。したがって頭蓋長幅示数は (73.86)、

頭蓋長高示数は (72.73)、 頭蓋幅高示数は (98.46)と なり、頭型はそれぞれ長頭、正頭、高頭

(dolicho― 、ortho¨ 、akrokran)に属しており、頭型はこの年令にしては長頭に傾いている。

その他の計測値は、最小前頭幅が92mnl、 最大前頭幅は109mm、 頭蓋底長は93nullである。

2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は右側の頬骨の外側部を欠いているが、その他は完全である。顔面の計測値は、表59

に示しているとおりである。頬骨弓幅および中顔幅は右側の計測点を欠損しているので、左側か

ら正中面までの垂直距離を計り2倍することにより求めると、それぞれ (116)mm、 (98)mmで

ある。頬骨弓の外側への張りだしが弱いために頬骨弓幅は普通であるが、中顔幅はこの年令にし

ては大きい。顔高および上顔高は112mm、 67mmで、顔面の高径はこの年令にしては大きい。コル

マンとウイルヒョーの顔示数および上顔示数は、(96.55)(K)、 (57.76)(K)、 (114.29)

(V)、 (68.37)(V)と なり、顔面型は、それぞれ過狭顔 (hyperleptoprosop)、 狭上顔 (lept

en)、 低顔 (chamaepros―op)、 低上顔 (chamaeprOsop)に 属している。ウイルヒコーの分類では

低顔となるが、顔面は他の小児骨に比べて高い。

次に、鼻根部は上顎骨の前頭突起が前後方向に立っておらず、また鼻骨も水平に近くて鼻根は

扁平である。前眼寓間幅は19mm、 両眼富幅は97mmで、眼富間示数は19.59と なり示数値は大きい。

両幅径とも大きいが、特に前眼富間幅は大きくて、鼻根部は広い。 眼寓は、眼富幅が43mll(右、

左 )、 眼富高は32mll(右、左)で、眼富示数は74.42(右、左)となり、眼寓型は低眼富 (cham

aekonch)(右、左)に属している。眼寓は高径の割に幅径が大きく、低眼寓の傾向が強い。

鼻部は鼻幅が27mm、 鼻高は45mmで、鼻示数は60.00と なり、鼻型は過広鼻 (chamaerrhin)に

属している。鼻高はそれほどほどでもないが、鼻幅は大きく、広鼻の傾向が強い。また、鼻骨最

小幅は10mm、 鼻骨最大幅は20mmで、鼻骨も横に広い。

下顎骨は、右側の下顎枝から下顎角、左側の下顎底を欠いている。そのため計測はオトガイ高

のみが行え32mmである。観察によれば、下顎体は高く、また頑丈である。

歯について残存したものを歯式で示すと、次のとおりである。

(M3)O Ml(P2)○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O m2 Ml O O

/M2/m2Pl C 12 11 12 C Pl(P2)Ml M2(M3)

歯の萌出状態は、上下両顎の第一小自歯までは萌出し、下顎の第二大自歯が萌出途中、上下両

顎の第二小臼歯は歯槽内に埋伏している。咬耗の程度は第二乳自歯がBrocaの 2度、萌出してい

る永久歯は 1度である。歯根の形成程度は下顎のみが計演1可能で、中および側切歯が完成してお

り、犬歯および第一小臼歯は約75%、 第二小臼歯は約40%形成している。
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(2)化骨

化骨の進行状態は、前および後後頭内軟骨結合部はすでに骨癒合を完了し、蝶後頭軟骨結合部

は未癒合である。

に)特殊所見

眼寓の上壁中央部にはかなり強いcribra orbitaliaが 認められ、また、左側の頭頂骨には頭頂

結節と矢状縫合の間に2.5× 2cm、 ラムダ縫合よりに1.5× 1.5cm、 右側側頭骨の側頭鱗前半部

全体にcribra craiiが認められる。

外耳道は左側が残っているが、骨腫は認められない。上顎骨の切歯部には、歯根を下に向けた

過剰歯が 1対存在している。

“

)年令

歯の萌出状態から年令を推定してみると、藤田 (1965)によればすでに萌出している下顎第一

小臼歯は男性平均 9才10ケ月、女性平均 9才 7ケ月で、萌出途中の下顎第二大臼歯は男性平均11

才 3ケ月、女性平均11才 1ケ月で、歯槽内埋伏の下顎第二小臼歯は男性平均10才 4ケ月、女性平

均10才 2ケ月でそれぞれ萌出する。したがって萌出状態からは9才の終りから10才 と推定される。

また、金田 (1957)に よる歯根の形成時期からは、下顎の側切歯は完成しているので 9才以上、

犬歯は10才の後半、第一小自歯は10才後半に相当し、歯根の形成程度からは約10才 と推定される。

以上のことから、仮りに古墳時代と現代との歯の萌出時期および歯根の形成時期が大差ないと

仮定すれば、この人骨の年令は約10才の小児と推定される。

ま と め

宮崎県北諸県郡高崎町大字縄瀬に所在する原村土地下式横穴墓群は、昭和45年 (1970年)か ら

昭和61年 (1986年 )ま での発掘調査により、古墳時代に属す人骨が合計15体出土している。これ

らのうち昭不口45年に出土した人骨の中には、 2体の小児骨が含まれている。

この小児骨 2体に関する人類学的観察および計測の結果について要約すると、次のとおりであ

る。

1.歯の萌出状態および歯根の形成程度による小児骨の年令と年令区分は、 2号墳 4号人骨が

6才で小児 I期、 2号墳 5号人骨は10才で小児 I期 と推定される。

2.脳頭蓋は、前頭骨が 2号墳 4号はよく立っているのに対して、 2号墳 5号 |まやや後方に

倒れている。計測は 2号墳 5号のみが可能で、頭蓋最大長が (176)mm、 頭蓋最大幅は

(130)mm、 バジオン。ブレグマ高は128mmで、頭蓋長幅示数は (73.86)、 頭蓋長高示数は

(72.73)、 頭蓋幅高示数は (98.46)と なる。頭型はそぞれ長頭、正頭、高頭 (dolicho― 、

Ortho― 、akrokran)に 属しており、この年令にしては長頭の傾向が著しい。

3.顔面頭蓋は、 2号墳 4号は中顔幅が (80)mm、 上顔高は51mmで、ウイルヒョーの上顔示数
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５

は (63.75)と なり、顔面型は過低上顔に属している。上顔部には低顔の傾向が強く認め

られる。鼻型は広鼻に属しているが、眼富型は高眼富 (左)に属している。

2号墳 5号は頼骨弓幅が (116)mm、 中顔幅は (98)mm、 顔高は112mm、 上顔高は67mm

で、顔示数および上顔示数は (96.55)(K)、 (114.29)(V)、 (57.76)(K)、 (68.37)

(V)と なり、顔面型は過狭顔、低顔、狭上顔、低上顔となる。ウイルヒョーの分類では

低顔ないし低上顔となるが、顔面の高径は他の同年例のものに比べるとむしろ高い方であ

る。しかながら、眼高と鼻部は低眼高 (右、左 )、 過広鼻に属している。

鼻根部の形態は、 2号墳 5号については広くて、全く扁平である。

特殊所見として、cribra orbitaliaが両者に、cribra craniiが 2号墳 5号の脳頭蓋

の3ケ所に認められる。

宮崎県の地下式横穴墓から出上した幼小児骨は、現在までのところ短頭傾向を示す、鼻

根部が広くて扁平である、顔面には低顔傾向が強く認められるなどを特徴としていた。し

かしながら、原村土地下式出土小児骨 2体のうち2号墳 5号 (10才 )は、鼻根部、眼高、

鼻部の形態はいままでのものとよく似ているが、頭型が長頭傾向を示し、顔面が高い点で

は、従来のものとは異なる特徴を備えたものと言える。このような形質の由来が単なる個

体差なのか別の要因によるのかについては、成人骨での結果を踏まえて、今後考察して行

きたい。

表58 脳頭蓋計測値 (mm)

2号墳 5号

(10才 )

1. 頭蓋最大長
8. 頭蓋最大幅
17.  バジオン。ブレグマ高
8/1 頭蓋長幅示数
17/1 頭蓋長高示数
17/.8 頭蓋幅高示数

9. 最小前頭幅
10。  最大前頭幅
5. 頭蓋底長
26. 正中矢状前頭弧長
29. 正中矢状前頭弦長
29/26 矢状前頭示数

(176)

(130)

128

(73.86)

(72.73)

(98.46)

92

109

93

120

107

90.83
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表59 顔面頭蓋計測値 (mm)

2号墳 4号

(6才 )

2号墳 5号

(10才 )

40.

41.

43.

45.

46.

47.

48。

47//45

48//45

47//46

48/46

50.

44.

50//44

51.

52.

52/51

54.

55。

54//55

55(1)。

56.

57.

57(1)。

57/571)

60.

61.

61/60

62.

63.

64.

63//62

64//63

顔 長

側顔長

上顔幅

頬骨弓幅

中顔幅

顔 高

上顔高

顔示数 (K)

上顔示数 (K)

顔示数 (V)

上顔示数 (V)

前眼寓間幅

両眼寓幅

眼富間示数

眼高幅 (左 )

(右 )

眼富高 (左 )

(右 )

眼高示数 (左 )

(右 )

鼻 幅

鼻 高

鼻示数

梨状口高

鼻骨長

鼻骨最小幅

鼻骨最大幅

横鼻骨示数

上顎歯槽長

上顎歯槽幅

上顎歯槽示数

日蓋長

口蓋幅

口蓋高

口蓋示数

日蓋高示数

62

(82)

(80)

51

(63.75)

17

35

31

88.57

20

37

54.05

9

56

30(M)
30(M)
5(M)
100.00(M
16.67  (M

96

67

98

(116)

(98)

112

67

(96.55)

(57.76)

(114.29)

(68。 37)

19

97

19.59

43

43

32

32

74.42

74.42

27

45

60.00

24

21

10

20

50.00

52

66

126.92

46

35

6

76.09

17.14
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2.縄瀬小学校地下式横穴墓出土の古墳時代小児骨

資料 お よび方 法

高崎町大字縄瀬にある縄瀬小学校の校庭からは、表60で示しているように昭和42年以降昭和47

年までの 3回の発掘調査で、 3基の地下式横穴墓が発見され、合計 6体の人骨が出土している。

このうち 1体が小児骨 (47-3号人骨)で、昭和47年に男性人骨 2体 といっしょに出土したもの

である。なお、所属時代は考古学的所見から古墳時代である。

小児骨の年令は13才から14才 と推定されるが、これは後記しているように歯が残存していない

ために、大腿骨の大きさを近代 (明治)の小児骨と比べ推定したものである。また、計測はMar

tin一 Saller(1957)の方法に従った。

表60 資料数

成 人 児 合 計

男 性 女 性

昭和42年 出土人骨

昭和46年 出土人骨

昭和47年 出土人骨

2

1

3

A
計

所 見

47-3 ＼ヽ骨 (13-14才、小児Ⅱ期 )
(1)頭蓋

脳頭蓋の一部が残っているのみである。残存部は左右の頭頂骨で、矢状縫合に沿う部分のしか

も後半である。骨壁の厚さは成人骨よりも薄く、成人骨の2/3程度である。他の小児骨と比べ

てみると、小児 I期の後半から小児Ⅱ期、およそ10才から15才にかけてのものと推測される。

(2)四肢骨

上肢骨は残存しておらず、下肢骨のうち大腿骨と胆骨が残っている。大腿骨は左側で、骨体の

両端を欠いているために、最大長は計測不可能である。見たかぎりでは長さは太さの割に短いも

のと思われる。骨体上部は腐朽しており計測できないが、観察によれば筋の付着部が外側方向に

よく発達し、骨体上部はやや扁平である。骨体中央部の計測値を表61に おいてみてみると、骨体

中央矢状径が23.Omm(左 )、 骨体中央横径は19.811m(左 )、 骨体中央周は66.Omm(左 )である。

後面の粗線は良く発達し、後方に張り出しているため、骨体中央断面示数は116.16(左 )と なり、

示数値は大きい値を示している。
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次いで、腫骨も左側が残っており、骨体の中央部のみである。前縁近くの緻密質が剥離してお

り計測は不可能である。しかしながら、観察によれば前後径が小さくて、骨体に扁平性は認めら

れない。

に)年令

歯が残存していないので、頭蓋の骨壁の厚さと大腿骨の骨体の太さから、おおまかな年令を推

定してみた。先ず、頭蓋壁の厚さからは10才から15才の範囲のものと推測される。また、大腿骨

の骨体中央周は、近代 (明治)小児骨の13才および14才の平均値に最も近い。したがって、この

人骨の年令は13か ら14才の小児 (Ⅱ期)と推浪1さ れる。

ま と め

宮崎県北諸県郡高崎町大字縄瀬に所在する縄瀬小学校の校庭からは、昭和42年、昭和46年およ

び昭和47年に合わせて 3基の地下式横穴墓が発見され、古墳時代に属する人骨が合計 6体出土し

ている。昭和47年に出上した人骨 3体のうち 1体が小児骨で、この小児骨に関する人類学的観察

および計測の結果を要約すると、次のとおりである。

1.大腿骨の大きさから推定した47-3号人骨の年令は、13才から14才の小児である。

2。 大腿骨は、観察によれば骨体の太さの割に短い。骨体中央周は66.Omm(左 )、 骨体中央矢

状径は23.Omm(左 )、 骨体中央横径は19.8mm(左 )で、骨体中央断面示数は116.16(左 )

となる。粗線の発達は良好で後方に張り出している。また、骨体上部も扁平である。麗骨

(左 )の骨体には、観察した限りでは扁平性は認められない。

表61 大腿骨骨体計測値 (Inln)

47-3号

(13-14才 )

(左 )(右 )

6。   骨体中央矢状径

7.  骨体中央横径
8.  骨体中央周

6/7 骨体中央断面示数

23.0

19.8

66.0

116.16
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3.塚原地下式横穴墓出土の古墳時代幼児骨

資料 お よび方法

高崎町大字縄瀬字塚原に所在する塚原地下式横穴墓は、松下が別稿で詳しく述べているように

昭和43年 5月 に発掘調査が行われ、表62に示しているように合計3体の人骨が出上し、うち1体

は幼児骨であった。なお、この人骨の所属年代は、考古学的所見から古墳時代後期と推定されて

いる。

この幼児骨の年令は、藤田 (1965)に よる現代人の歯の萌出時期と金田 (1957)に よる現代入

の歯根形成時期を用いて、古墳時代と現代のそれらが大差ないと仮定したうえで推定した。年令

区分は佐賀県大友遺跡出上の幼小児骨 (分部、1981)と 同様の区分とした。また、幼小児骨の性

差については種々の研究がなされているが、なお同定は難しいのが現状で、本例についても不明

である。

計測はMartin一 saller(1957)の方法に従った。

表62 資 料

人 骨 番 号 性別 年令区分  年令

熟年

壮年

幼児

43-1-1号人骨
43-1-2号人骨
43-1-3号人骨

男性

女性

3才

所 見

各骨の計測値は文末に一括して掲げた。

43-1-3号 人骨 (3才 、幼児 )

(1)頭蓋

1)脳頭蓋

脳頭蓋は前半部が残っている、骨壁は薄く、厚さは成人骨の約 1/2である。前頭骨は前頭結

節が発達し、前頭部は立ち、幼児骨の特徴をよく表している。また、眉間と眉上弓の隆起は認め

られない。計測が可能であった項目は限られ、表63に示しているとおりである。

2)顔面頭蓋

顔面頭蓋は、右側の頭骨と上顎骨の一部および下顎骨を欠いているほかは、ほぼ完全である。

顔面の計測値は表64に示しているとおりである。幅径では頼骨弓幅は計測できないが、中顔幅は

右側の計測点を欠損しているために左側の計測点から正中面までの垂直距離を計測じ、それを 2

倍することにより求め、 (76)mmで ある。高径は顔高は得られないが、上顔高は45mmである。し
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たがって、ウイルヒョーの上顔示数は、 (59。 21)と なり、顔面型は過低上顔 (hyperchamaepr―

osop)に属しており、低上顔の傾向が非常に強く認められる。

次いで、鼻根部は上顎骨の前頭突起が前後方向に立っておらず、鼻骨も水平に近い。計測値は

前眼富間幅が16mm、 両眼寓幅は80mmで、眼寓間示数は20.00と なり、鼻根の幅および示数値はこ

の年令にしては大きい。つまり鼻根部は広くて、扁平である。

眼富は、眼富幅が34mm(右 、左 )、 眼寓高は29mm(右 )、 30mm(左)で、眼高示数は85.29

(右 )、 88.24(左)となり、眼寓型は高眼富 (hypsiknOch)(右、左)に属しており、幼児骨の

特徴を表している。

鼻部は鼻幅が21mm、 鼻高は331mnで、鼻高は平均的であるが鼻幅がやや広いために、鼻示数は

63.64と 示数値は大きくなり、鼻型は過広鼻 (hyperchamaerrhin)に属している。 歯は上下両

顎のものが残存しているが、歯式で示すと次のとおりとなる。

( )歯槽内埋伏
○ 歯槽開存
。 遊 離 歯

/不  明

歯の萌出状態は乳歯がすべて萌出し、永久歯は歯槽内に埋伏している。咬耗度は上顎の第二乳

臼歯はBrocaの 1度、その他は2度である。歯冠および歯根の形成程度は、永久歯では歯冠の完

成したものはない。

(2)四肢骨

四肢骨で残っていたのは左側の大腿骨のみで、骨体下端の内側部を欠いているほかは完全であ

る、計測値は表65に示しているように、骨体の最大長は17211m(左 )、 骨体中央周は39.Omm(左 )

で、長厚示数は22.67(左)と なり、骨体は長さの割にやや細い。

骨体中央部は骨体中央矢状径が12.6mm(左 )、 骨体横径は12.Ollull(左 )で、骨体中央断面示数

は105.00(左 )となり、粗線がこの年令としてはやや発達し、後外側に張りだしている。

骨体の上部は骨体上横径が15.2mm(左 )、 骨体上矢状径は11.6mm(左 )で、上骨体断面示数は

76.32(左 )と なり、示数値はこの年令にしては小さくて、骨体上部は扁平である。

(3)特殊所見

この幼児骨の外耳道は両側とも欠損しており、骨腫の有無は不明である。また、眼富の上壁に

はcribra orbitaliaは 認められず、残存部は少ないが、脳頭蓋にもcribra craniiは見られない。

幹)年令

歯の萌出状態から年令を推定してみると、先ずこの人骨の歯は乳歯がすべて萌出している。藤

田 (1965)の現代人の歯の萌出時期によれば、乳歯のうちで一番遅く萌出するのは上顎の第二乳

臼歯で、男性平均 2才 3ケ月、女性平均 2才 4ケ月である。咬耗の程度も合せると3才以上であ
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る。また、この人骨の永久歯では歯冠の完成した歯はない。金田 (1957)の現代人の歯根の形成

時期によれば、上顎第一大臼歯は4才においてはすでに歯冠が完成し、歯根の形成が始まってい

ることから、歯冠および歯根の形成程度からは3才以下である。

以上のことから、仮りに現代と古墳時代における歯の萌出と歯根形成時期が大差ないと仮定す

れば、この人骨の年令は3才の幼児と推定される。

ま と め

宮崎県北諸県郡高崎町大字縄瀬字塚原に所在する塚原地下式横穴墓から、昭和43年の発掘調査

において古墳時代後期に属す人骨 3体が出土し、うち 1体が幼児骨であった。この幼児骨に関す

る人類学的観察および計測の結果を要約すると、次のとおりである。

1.43-1-3号 人骨の年令は、歯の萌出状態および歯根の形成程度から、 3才の幼児と推定
される。

2.顔面頭蓋の計測値は、中顔幅が (76)llm、 上顔高は45mmで、ウイルヒョーの上顔示数は
(59.21)となる。顔面型は過低上顔に属し、低上顔の傾向が非常に強く認められる。鼻部

は鼻型が過広鼻に属しているが、眼高は高眼高 (右、左)に属している。

3.鼻根部は広くて、扁平である。
4.大腿骨は骨体の最大長が172mm(左 )、 骨体中央周は39.Omm(左)で、長厚示数は22.67
(左)と なり、骨体は長さの割にやや細い。また、骨体中央断面示数は105.00(左 )、 上

骨体断面示数は76.32(左)で、この年令にしては粗線の発達はよく、骨体上部も扁平で

ある。

5.頭蓋には、cribra orbitaliaお よびcraniiは認められない。
以上のように、この幼児骨に認められる特徴の一つとして眼富がやや高いことがあるが、これ

は年令が低いものほど高眼寓であることから、幼児的特徴を表していると考えられる。鼻根部が

広くて扁平である、上顔部には低顔傾向が強く認められるなどは、従来の地下式横穴墓出上の幼

小児骨と共通した形質を示したものと言える。

表63 脳頭蓋計測値 (mm)

43-1-3号
(3才 )

9.最 小前頭幅
10.最大前頭幅
26.正 中矢状前頭弧長
29.正 中矢状前頭弦長

82

103

103

88
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表64 顔面頭蓋計測値 (Innl)

43-1-3号

(35″ )

表65 大腿骨骨体計測値 (mm)

43-1-3号

(3才 )

(イF)    (プ
=)

43。  上顔幅
46. 中顔幅
48。  上顔高
48/46 上顔示数 (V)

50。  前眼富間幅
44. 両眼富幅
50/44 眼富間示数

51. 眼富幅 (左 )
(イF)

眼富高 (左 )

(右 )

52/51 眼富示数 (左 )

(右 )

54. 鼻 幅
55, 鼻 高
54/55 鼻示数

57. 鼻骨最小幅
60. 上顎歯槽長
61. 上顎歯槽幅
62. 口蓋長
63. 口蓋幅
64. 口蓋高

1. 最大長
6. 骨体中央矢状径
7. 骨体中央横径
8. 骨体中央周
9. 骨体上横径
10. 骨体上矢状径
8/1*長厚示数
6/7 骨体中央面示数
10/9 上骨体断面示数

83

(76)

45

(59.21)

16

80

20.00

34

34

30

29

88。 24

85.29

21

33

63.64

8

37

50

20

29

7

172

12.6

12.0

39.0

15.2

11.6

22.67

105.00

76.32

*Martin法 では8/2(自然位全長)
であるが、8/1で算出した。

<欄筆するにあたり、本研究と発表の機会を与えていただいた高崎町教育委員会の黒木昭三先

生ならびに宮崎県教育庁文化課の諸先生方に感謝致します。>
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